
１．改正児童福祉法の施行に向けて
昨年６月に成立した「児童福祉法等の一部を改正する法律」（令和４年

法律第66号。以下「改正児童福祉法」という。）の概要については、昨年

７、８月に各都道府県、市区町村に対する説明会を実施したところである

が、令和６年４月の施行に向けて、今年度中に各種調査研究事業等におい

て、具体的な運用基準等を検討することとしている。

その結果については、来年度こども家庭庁に移行した後に審議会に報告

をした上で、改めて自治体の皆様に対し説明会で説明を行い、来年度夏頃

には政省令等の公布、運用イメージの提示を行うことを予定しているが、

以下で各項目の検討状況と見通しについてお示しする。

（１）安心こども基金を活用した施行準備について

昨年６月に成立した「児童福祉法等の一部を改正する法律」（令和４

年法律第66号）の令和６年４月からの円滑な施行に向けて、こども家庭

センターの設置、サポートプランの作成及び家庭支援事業の利用・勧奨

措置などが開始できるよう、児童福祉と母子保健の機能を備えた一体的

相談支援機関の整備や訪問支援・居場所支援等の家庭支援事業などを創

設し、改正法施行を見据えた基盤設備を図っていただくための事業費を

安心こども基金に計上した。

これまでも改正児童福祉法に関する説明会を開催し、国庫補助率の臨

時的な引き上げも行っている安心こども基金を積極的に活用していただ

き、令和６年度の施行を待たず、取組可能な自治体から、先行して事業

を実施し、必要な基盤整備を進めていただくようお願いしてきたところ

である。

また、各都道府県における事業実施のために必要な経費を本年２月ま

でに全額交付決定したところであるが、一部都道府県においては、執行

見込みが低調なところが見られる。本経費については、令和６年度の改

正児童福祉法施行の際の各都道府県における事業の展開を見越したもの

であるため、今一度、各都道府県での事業計画の策定等を行った上で、

事業を積極的に活用いただきたい。

あわせて、改正児童福祉法施行前においても、要支援家庭等をはじめ

とした、各自治体における支援が必要な方の把握に努めていただくよう

お願いする。また、都道府県におかれては、管内市区町村における安心

こども基金の積極的な活用について、働きかけを引き続きお願いする。

（２）子育て世帯に対する包括的な支援のための体制強化及び事業の

拡充
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① 全ての妊産婦・子育て世帯・子どもの包括的な相談支援等を行うこ

ども家庭センターの設置及び身近な子育て支援の場（保育所等）によ

る相談機能の整備

ア こども家庭センター

（ⅰ）現在の検討状況

昨年成立した、改正児童福祉法において、市町村は、子ども家

庭総合支援拠点 (児童福祉)と子育て世代包括支援センター（母子

保健）について、双方の設立の意義やこれまで果たしてきた機

能・役割を維持しながら、組織を見直した相談機関であるこども

家庭センターの設置に努めることとなった。こども家庭センター

については、令和６年４月の施行に向けて一体的相談体制の構築、

人員配置やサポートプランの作成方法などを「こども家庭センタ

ー及びサポートプランについての調査研究」により検討している

ところである。

（ⅱ）今後の予定

令和５年３月に調査結果をとりまとめる予定であり、令和５年

度にできるだけ早くお示ししたいと考えている。

（ⅲ）その他

こども家庭センターの円滑な施行のためには、施行を待たずに、

整備可能な自治体から取組を進めていただくことが重要である。

令和３年度補正予算で、安心こども基金を活用し、

・ 児童福祉と母子保健の相談機関を一体的に整備した場合の

整備費・改修費について補助率を嵩上げして（国9/10負担）

支援を行うほか、

・ 現行の補助事業を維持しつつ、児童福祉・母子保健双方の

業務を一体的に行うための統括支援員の配置に要する費用に

ついて支援を行う

こととしており、これらの事業については令和５年度末まで実施

可能であることから、各都道府県におかれては、管内市町村にお

いて出来る限り早期にこども家庭センターの整備が図られるよう、

各市町村に対して、本事業の活用について働きかける等、格別の

配慮をお願いしたい。

このほか、支援を確実に受けられるようにするためには、妊娠

時に早期に支援に繋がる環境を整えていくことが重要である。特

に、健診未受診の妊婦等、社会から孤立した妊婦に対しては、家

庭訪問によるアウトリーチ型の状況把握の取組を推進することが

重要である。

このため、令和３年度補正予算において、虐待リスク等の高い
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妊婦を早期に発見し、適切な支援につなげることを目的として、

妊婦健診未受診の妊婦等の家庭を訪問し、継続的に妊婦の状況を

把握する「妊婦訪問支援事業」を新たに創設しているため、積極

的に取組を進めていただき、深刻な事案に至る前に必要な支援に

つなげていただくようお願いしたい。

イ 身近な子育て支援の場（保育所等、地域子育て支援拠点等）によ

る相談機能

核家族化の進行や、地域のつながりが希薄化するなか、子育て世

帯、特に未就園児を抱える子育て世帯の支援が必要な状況にあり、

身近な場所で、子育てに関する悩みについて気軽に相談できる場が

確保されることが重要となっている。

こうした背景を踏まえ、改正児童福祉法では、こども家庭センタ

ーの設置とあわせて、未就園児のいる子育て世帯を含む全ての子育

て世帯にとって、物理的にも心理的にも相談しやすい相談機関であ

る地域子育て相談機関を、保育所や地域子育て支援拠点等の身近な

子育て支援の場を活用して、地域住民が日常生活を営んでいる区域

ごとに整備するよう努めなければならないこととしており、こども

家庭センターと連携を図りながら、子育て世帯を支援していく体制

の整備を行うこととしている。

このため、令和４年度予算より、改正児童福祉法の施行に先駆け

て、まずは利用者支援事業の基本型を実施する事業所において、こ

ども家庭センターとの連携や身近な相談機関としての新たな機能に

対応するために必要な経費を計上しているので、各都道府県におか

れては、本事業を積極的に活用いただけるよう、管内市町村に対す

る周知等について格別の配慮をお願いしたい。

また、地域子育て相談機関に関する検討状況等は以下の通りであ

る。

（ⅰ）検討状況

・検討方法

現在、「身近な相談先としての利用者支援事業（基本型）及び

地域子育て支援拠点事業等のあり方に関する調査研究（令和４

年度子ども・子育て支援推進調査研究事業）」において検討中。

・検討内容

利用者支援事業（基本型）及び地域子育て支援拠点事業で行

われている相談支援や関係機関との連携・つなぎ等に関する実

態把握や地域子育て相談機関として果たす役割に合致する好取

組事例の収集・分析等を行い、地域子育て相談機関に必要な機
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能・要件について議論している。

（ⅱ）今後の予定

令和４年度中に当該調査研究結果の報告書をとりまとめた上で、

令和５年度に当該報告書の内容を踏まえて地域子育て相談機関に

関する機能・要件などの考え方をお示しする予定。

② 家庭支援事業の創設・拡充

ア 子育て世帯訪問支援事業・児童育成支援拠点事業・親子関係形成

支援事業の創設

改正児童福祉法により、家事・育児等に対して不安を抱えた子育

て家庭等を訪問し、家庭が抱える不安や悩みを傾聴するとともに、

家事・育児等の支援を行う「子育て世帯訪問支援事業」、虐待や不登

校などにより、養育環境に課題を抱え、家や学校に居場所のない主

に学齢期以降のこどもに居場所の提供や相談等を行う「児童育成支

援拠点事業」、こどもとの関わり方に悩みや不安を抱える子育て家庭

に対して、こどもとの関わり方を学ぶためのペアレントトレーニン

グ等を行う「親子関係形成支援事業」が創設される。

（ⅰ）現在の検討状況

上記の事業の利用対象や実施方法については、施行に先駆けて

モデル的に事業実施している取組等を参考に、現在、「新たな在宅

支援体制の構築に向けた各種事業の運営基準の策定に関する調査

研究」において検討を進めており、令和３年度補正予算安心こど

も基金を活用し、施行に向けて実施要綱等を検討する方向性で進

んでいる。

（ⅱ）今後の予定

調査研究の結果や各自治体からのご意見も踏まえながら、実施

要綱等の検討を進め、令和５年度中に各自治体へお示しする予定

である。また、子育て世帯訪問支援事業及び児童育成支援拠点事

業については、令和５年度中に、より具体的な運営方法等を各自

治体へお示しすることを検討している。

また、これらの事業は、改正法が施行される令和６年度より地

域子ども・子育て支援事業の１つとして、各市町村において事業

計画に基づき必要な支援体制の整備を行うことが必要となる。量

の見込の算出等の考え方については、令和５年度中に提示する予

定である。

（ⅲ）その他

円滑な施行に向けて、安心こども基金を活用した「子育て世帯

訪問支援臨時特例事業」、「保護者支援臨時特例事業」、「子どもの
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居場所支援整備事業」、「子どもの居場所支援臨時特例事業」等も

活用しながら、先行して取組を進めていただけるよう、都道府県

におかれては、管内市町村に対して、積極的な活用について周知

等をお願いする。

イ レスパイト・ケア（子育て短期支援事業、一時預かり事業）の拡充

（子育て短期支援事業）

改正児童福祉法により、子育て短期支援事業においては、支援ニ

ーズの多様化に対応するため、レスパイト・ケア等を目的に親子で

の利用を希望する際の受け入れ支援と、保護者の育児放棄や過干渉

により、こども自身が一時的に保護者と離れることを希望する際の

受け入れ支援を新たに実施することとしている。

（ⅰ）現在の検討状況

上記の事業については、安心こども基金を活用し法施行に先駆

けてモデル的に事業実施している取組等を参考に、本施行に向け

て実施要綱等を検討している。

（ⅱ）今後の予定

各自治体からのご意見も踏まえながら、実施要綱等の検討を進

め、令和５年度中に各自治体へお示しする予定である。

（ⅲ）その他

円滑な施行に向けて、安心こども基金を活用した「子育て短期

支援整備事業」「子育て短期支援臨時特例事業」等も活用しながら、

先行して取組を進めていただけるよう、都道府県におかれては、

管内市町村に対して積極的な活用について周知等をお願いする。

（一時預かり事業）

あわせて、改正児童福祉法において、児童福祉法上の一時預かり事業の

定義規定を見直し、子育て負担の軽減目的の利用が当該事業に含まれるこ

とを明確化したところ。

各市町村は、法律上の見直しにかかわらず、現行法でも子育て負担の軽

減目的の一時預かり事業の利用は可能であることを改めて確認のうえ、そ

の利用が促進されるよう、事業実施方法の見直しなどを検討・実施される

ようお願いしたい。

ウ 家庭支援事業の利用勧奨・措置制度の創設

アに記載した３事業及びイの２事業に養育支援訪問事業を加えた６事業

については、改正児童福祉法において「家庭支援事業」と位置づけられた。

この家庭支援事業については、基本的には利用者の申請に基づき支援を提供
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することとしながらも、支援を行う必要がある家庭が家庭支援事業を利用し

ない場合において、市町村が利用の勧奨及び利用の支援を行わなければなら

ないこととし、利用勧奨及び利用の支援を行っても、やむを得ない事由によ

り、家庭支援事業の利用が著しく困難であると認める時は、家庭支援事業を

利用するよう行政処分（措置）として働きかけ、家庭支援事業による支援の

措置ができることとしている。

（ⅰ）現在の検討状況

この利用勧奨・措置については、現在、アの事業に係る調査研

究において、対象者や市町村による対応のあり方等について検討

を進めている。

（ⅱ）今後の予定

各自治体からのご意見も踏まえながら、市町村子ども家庭支援

指針等への記載について検討を進め、令和５年度中に各自治体へ

お示しする予定である。

③ 児童発達支援センターの役割・機能の明確化

ア 児童発達支援センターの中核機能の明確化

主に未就学の障害児の発達支援を行う「児童発達支援センター」について

は、地域における中核的役割を果たすことが期待されているが、果たすべき

機能や、一般の「児童発達支援事業所」との役割分担が明確になっていない。

このため、児童発達支援センターが、地域における障害児支援の中核的役

割を担うことを明確化し、以下のような役割・機能を担うことにより、多様

な障害のある子どもや家庭環境等に困難を抱えた子ども等に対し、適切な発

達支援の提供につなげるとともに、地域全体の障害児支援の質の底上げを図

ることとしている。

具体的な内容については、現在、「障害児通所支援に関する検討会」にお

いて検討を進めているところであり、令和４年度中に報告書をとりまとめる

予定である。

＜「中核的役割」として明確化する具体的な役割・機能のイメージ＞

・ 幅広い高度な専門性に基づく発達支援・家族支援機能

・ 地域の障害児通所支援事業所に対するスーパーバイズ・コンサルテ

ーション機能（支援内容等の助言・援助機能）

・ 地域のインクルージョン推進の中核としての機能

・ 地域の障害児の発達支援の入口としての相談機能

イ 児童発達支援センターの類型（福祉型・医療型）の一元化

障害児通所支援については、平成24年の法改正において、障害児や家族に

とって身近な地域で必要な発達支援を受けられるよう、障害種別毎に分かれ
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ていた給付体系をできる限り一元化したが、児童発達支援センターは「福祉

型」と「医療型」（肢体不自由児を対象）に分かれ、障害種別による類型とな

っている。

これについて、児童発達支援センターの類型（福祉型・医療型）の一元化

を行うことにより、障害種別にかかわらず、身近な地域で必要な発達支援を

受けられるようにすることを更に進めることとしている。

一元化後の児童発達支援センターについては、現行の福祉型児童発達支援

センターと同様に障害種別にかかわらず支援対象としつつ、これまでの医療

型児童発達支援センターのように診療所の機能を有している場合には、併せ

て肢体不自由児への治療（リハビリテーション）を行うことも可能とするこ

ととしている。

④ 放課後等デイサービスの対象児童の見直し

放課後等デイサービスについては、「学校教育法（昭和22年法律第26号）第一

条に規定する学校（幼稚園及び大学を除く。）に就学している障害児」を対象と

しており、義務教育終了後の年齢層（15～17歳）で、高校ではなく、専修学

校・各種学校へ通学している障害児は利用対象とはしていない。そうした子ど

も達の中には、学校終了後や休日に発達支援を特段に必要とせず自立的に過ご

すことができる場合もあれば、障害の状態・発達段階や家庭環境等により発達

支援を必要とする場合もある。

このため、専修学校・各種学校へ通学している障害児であっても、障害の状

態・発達段階や家庭環境等の状況から、学校終了後や休日に自立的に過ごすこ

とが難しく、放課後等デイサービスによる発達支援を必要とするものとして、

市町村長が認める場合については、放課後等デイサービスの給付決定を行うこ

とを可能とすることとしている。

（３）一時保護所及び児童相談所による児童への処遇や支援、困難を抱える妊

産婦等への支援の質の向上

① 一時保護所の環境改善

ア 現在の検討状況

現在、一時保護所には独自の設備・運営基準が存在せず、児童養護施設の

基準を準用しているが、一時保護は子どもにとって不安の強い状況であり、よ

り手厚い対応が必要となることから、一時保護所について新たに独自の設

備･運営基準を策定することとした。具体的には、都道府県は、設備・運営等

の内容の一部は内閣府令で定める基準に従い、その他の内容は省令の基準を参

酌して、条例で基準を定めることとしている。

一時保護所の設備運営基準を創設するにあたり、今年度の調査研究において、
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現行の「児童福祉施設の設備及び運営に関する基準」から引き継ぐ項目や新た

に設ける項目について、自治体等の実情・ご意見も踏まえながら検討してい

るところである。

イ 今後の予定

令和５年３月に調査結果をとりまとめる予定であり、調査研究の結

果も踏まえ、基準案を作成し、令和５年度にできるだけ早くお示しし

たいと考えている。

② 民間との協働による親子再統合の事業の実施や、里親支援センターを児童福

祉施設として位置づけること等による児童相談所による支援の強化

ア 民間との協働による親子再統合の事業の実施

（ⅰ）現在の検討状況

虐待をはじめとする様々な養育上の課題や問題により傷ついた親子関係

の修復や再構築に取り組むことは重要であり、現在は、「保護者指導・カ

ウンセリング強化事業」(児童虐待・DV対策等総合支援事業)として、

保護者に対するカウンセリングや保護者支援プログラム等の活用を支援し

てきたところ。令和４年の改正法において、児童相談所における親子

再構築支援が「親子再統合支援事業」として法定事業化されること

を踏まえ、今年度の調査研究において、親子関係再構築支援を適切

に行うために都道府県として取り組むべき体制整備等を示すガイド

ライン案を検討しているところである。

（ⅱ）今後の予定

令和５年３月に調査結果をとりまとめる予定であり、調査研究の

結果も踏まえ、令和５年度中にガイドライン等をできるだけ早くお示しし

たいと考えている。

（ⅲ）その他

「保護者指導・カウンセリング強化事業」（児童虐待・DV対策等総合支

援事業）について、令和５年度予算案で、親子関係再構築を支援する民間

団体の育成にかかる経費の補助を創設している。

イ 新たな児童福祉施設として里親支援センターを創設

改正児童福祉法により、里親への包括的かつ一貫した支援を提供で

きるよう、里親に関する広報啓発や研修等や、里親や委託される児童

等に対して伴走型の支援を行い、里親と児童のマッチングや里親の養

育の計画作成、里親、委託児童等への相談支援等の里親支援事業を包

括的に実施する「里親支援センター」を児童福祉施設に位置づけると

ともに、里親支援業務に要する費用が義務的経費化される。
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（ⅰ）現在の検討状況

現在、「里親支援センター」の設備・運用基準、第三者評価のあ

り方に関する調査研究」において、支援対象者や支援内容、設備

運営基準等について議論しており、現行の里親養育包括支援（フ

ォスタリング）事業等の実態等を参考に、施行に向けた基準やガ

イドライン等を検討する方向で進んでいる。

（ⅱ）今後の予定

今後の予定としては、引き続き基準等の検討を進め、令和５年

度中に各自治体へ実施要綱等をお示しする予定である。

さらに、「里親支援センター」の運営方法等をまとめたガイドラ

インを作成し、令和５年度中に各自治体へお示しする予定である。

③ 困難を抱える妊産婦等に一時的な住居や食事の提供、その後の養育等に係る

情報提供等を行う事業の創設

今般の児童福祉法改正に伴い、困難を抱える妊産婦等に一時的な住

居や食事の提供、その後の養育等に係る情報提供等を行う「妊産婦等

生活援助事業」が創設される。

（ⅰ）現在の検討状況

現在「新たな在宅支援体制の構築に向けた各種事業の運営基準

の策定に関する調査研究」において、現行の「産前・産後母子支

援事業」及び「特定妊婦等支援臨時特例事業」の実施状況の把握

や自治体、事業者へのヒアリング等を行い、これらを参考として

支援対象者や支援内容等について議論しているところ。

（ⅱ）今後の予定

今後の予定としては、令和５年度中に各自治体へ実施要綱等を

お示しする予定である。

（ⅲ）その他

令和３年度補正予算においては、安心こども基金を活用し、「特

定妊婦等支援整備事業」及び「特定妊婦等支援臨時特例事業」を

計上し、令和６年度からの「妊産婦等生活援助事業」の円滑な実

施を目的としたものであることから、積極的な活用をお願いする。

（４）社会的養育経験者・障害児入所施設の入所児童等に対する自立支援の強

化

① 社会的養育経験者等に対する自立支援の強化

今般の児童福祉法改正に伴い、社会的養護経験者の実態把握や支援

を都道府県等の業務として位置付けた上で、社会的養護経験者が十分
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な支援を受けて安定した生活を送ることができるよう、居住支援や相

談支援などの自立支援を行う「児童自立生活援助事業」について、一

律の年齢制限の撤廃や、実施場所の弾力化を行うこととしている。さ

らに、社会的養護経験者やこれに類する者に対して、相互交流ができ

る場の提供や、自力で生活していくに当たって必要な情報の提供、就

労等に関する相談支援、障害福祉等の福祉サービスや就労支援サービ

ス、職業訓練や医療機関等へのつなぎ等の支援を行う拠点を設置する

「社会的養護自立支援拠点事業」が創設される。

（ⅰ）現在の検討状況

上記の事業については、現在、「児童養護施設等の措置解除者等に

対する自立支援に関する調査研究」において、支援対象者の状態像、

自立支援計画の策定等について議論しており、現行の「児童自立生

活援助事業」や、「社会的養護自立支援事業」、社会的養護経験者等

への自立支援事業所の実態等を参考に、施行に向けた各事業の基準

やガイドライン等を検討する方向で進んでいる。

（ⅱ）今後の予定

今後の予定としては、引き続き各事業の基準等の検討を進め、令

和５年度中に各自治体へ実施要綱等をお示しする予定である。また、

社会的養護経験者等に対する自立支援についての考え方や事業の運

営方法等をまとめたガイドラインを作成し、令和５年度中に各自治

体へお示しする予定である。

（ⅲ）その他

自立支援の提供体制の強化は急務であるため、改正法の施行を待

たずに、自立支援の提供体制の強化が可能な自治体から先行して取

組を進めていただくことが重要であることから、令和３年度補正予

算において、安心こども基金を活用し、令和５年度末までの事業期

間に要する予算として、生活相談や就労相談等の自立支援を行う事

業所の整備に必要な費用を補助する「社会的養護自立支援整備事

業」や、社会的養護経験者等の実態把握に係る調査の実施や関係機

関との連携の強化に必要な費用を補助する「社会的養護自立支援実

態把握事業」を計上しているため、円滑な法施行に向けて事業の積

極的な活用をお願いする。

② 障害児入所施設の入所児童等の地域生活等への移行の推進

（障害児入所施設の入所児童の移行調整に関する責任主体の明確化）

平成24年施行の児童福祉法改正において、当時、障害児入所施設に入所できて

いた18歳以上の障害者については、改正後は大人として相応しい、より適切な支

援を行っていくため、障害者施策で対応することとされたが、移行調整が十分進

10



まず、18歳以上の者が障害児入所施設に留まっている状況がある。

障害児入所施設から成人としての生活への円滑な移行を促進するため、都道府

県及び政令市が移行調整の責任主体であることを明確化し、関係者との協議の場

を設け、地域資源の整備等を含めた総合的な調整を行うこととしている。

（移行調整が著しく困難である場合の障害児入所施設の入所年齢の延長）

また、一定年齢以上の入所で移行可能な状態に至っていない場合や、強度行動

障害等が18歳近くになって強く顕在化してきたような場合等に十分配慮する必要

があることから、現行法において障害児入所施設に入所できる児童の年齢が22歳

満了時（入所の時期として最も遅い18歳直前から起算して５年間の期間）までの

入所継続を可能とすることとしている。

なお、障害児入所施設に入所する障害児等の移行調整については、都道府県、

市町村等の関係者ごとに具体的に取り組んでいただくべきこと等を手引書として

まとめ、「障害児入所施設に入所する障害児等の新たな移行調整の枠組みの構築

について」（令和３年12月23日障発1223第３号）を発出している。

令和４年４月１日時点での、18歳以上で移行先が決まっていない者の人数は

231人となっており、各都道府県・指定都市におかれては、令和６年４月の改正

児童福祉法の施行を待たず、障害児入所施設の入所児童等の実態を把握しつつ、

入所している18歳以上の者及び18歳未満の児童の円滑な移行を図ることができる

よう、上記の手引書を読み込んでいただき、市町村や施設等の関係機関との連携

強化等に努められたい。

（５）児童の意見聴取等の仕組みの整備

①現在の検討状況

改正児童福祉法において、都道府県は、引き続き、子どもの権利擁護の取組み

を推進するため、

・都道府県知事等が行う意見聴取等措置や入所措置等の措置、児童福祉施設等

における処遇について、児童福祉審議会による調査審議・意見具申その他の方

法により、子どもの権利擁護に係る環境を整備することを都道府県の業務とし

て位置づけ、

・都道府県知事又は児童相談所長が行う在宅指導、里親委託、施設入所等の措

置、指定発達支援医療機関への委託、一時保護の決定、解除、更新等の際に、

子どもの意見聴取等を行うこととし、

・子どもの意見表明等を支援するための事業を制度に位置づけ、その体制整備

に努める

こととされた。

これらについて、今年度の調査研究において、
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・意見表明等支援員（アドボケイト）養成のための研修カリキュラム

例を示したガイドライン案

・法改正施行に向けて権利擁護の取組を進めるうえで参考となるスタ

ートアップマニュアル案

を検討しているところ。

②今後の予定

令和５年３月に調査結果をとりまとめる予定であり、調査研究の結果

も踏まえ、令和５年度にガイドライン等をできるだけ早くお示ししたい

と考えている。

③その他

意見表明等支援事業の制度化は、令和６年４月を予定しているが、その円滑な

施行のためには、施行を待たずに、実施可能な自治体から取組を進めていただく

ことが重要であり、「子どもの権利擁護体制強化事業」（児童虐待・ＤＶ対策等総

合支援事業）を活用し、先行して事業を実施出来るようにしているので、積極的

にご活用いただきたい。

（６）一時保護開始時の判断に関する司法審査の導入

①現在の検討状況

一時保護の判断の適正性や手続の透明性の確保のため、一時保護開始時の司法

審査を導入することとしており、令和４年９月より、一時保護時の司法審査に関

する実務者作業チームを開催し、

・一時保護の要件

・一時保護状の請求手続

・一時保護状の発布・不服申立等の手続

等について議論している。

②今後の予定

これらの施行は、令和７年６月15日までの政令で定める日としており、

本年秋頃を目途に、一時保護の要件を規定する内閣府令案や、一時保護

状の請求手続等に関するマニュアル案を公表する予定。

③その他

児童相談所の体制強化については、昨年12月に「新たな児童虐待防止

対策体制総合強化プラン」をとりまとめたところであるが、令和７年度

までの司法審査の導入を含め、必要に応じ、本プランの見直しを検討し

ていく。

（７）子ども家庭福祉の実務者の専門性の向上
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①現在の検討状況

子ども家庭福祉の現場にソーシャルワークの専門性を十分に身につけた人材を

早期に輩出するため、一定の実務経験のある有資格者や現任者について、国の基

準を満たした認定機関が認定した研修や試験等を経て取得する認定資格を導入す

るため、令和４年７月より、子ども家庭福祉の認定資格の取得に係る研修等に

関する検討会及び検討会ワーキンググループ（以下「認定資格WG」という。）を

開催し、令和５年３月にとりまとめたところ。

認定資格WGにおいては、

ⅰ）資格の対象者について、児童相談所や子ども家庭総合支援拠点等

における、こども家庭福祉の相談援助の実務経験を４年以上持つ方

や、社会福祉士・精神保健福祉士の資格を有する者であって、こど

も家庭福祉の相談援助の実務経験を２年以上持つ方、保育所等にお

ける、主任保育士等として相談援助の実務経験を４年以上持つ方と

し、

ⅱ）研修の内容について、100時間程度のこども家庭福祉指定研修及び

170時間程度のソーシャルワークに係る研修とし、

ⅲ）試験について、毎年１回以上開催される、事例問題を含めた選択

肢式による試験を実施する

方向でとりまとめた。

②今後の予定

とりまとめに基づき、関係法令等の整備や認定機関の立ち上げに向け

た準備を行うことを予定している。

③その他

認定資格については、令和６年度から資格の運用が開始される方向で

検討しており、児童相談所やこども家庭センター、児童福祉施設をはじ

めとしたこども家庭福祉現場で勤務する職員が本資格を取得できるよう、

皆様には資格取得の促進を積極的にお願いしたい。

（８）児童をわいせつ行為から守る環境整備

改正児童福祉法により、教員と同様、児童へわいせつ行為を行った保育士の資

格管理が厳格化された。具体的な内容は以下のとおり。

・ 保育士の欠格事由に係る登録禁止期間を禁錮以上の刑に処せられた場合に

無期限、それ以外の場合には３年とすること

・ 保育士の取消事由に児童へわいせつ行為を行った場合を追加し、児童へわ

いせつ行為を行ったことにより保育士登録を取り消された者については、保

育士資格の再登録の際に審査を行う仕組みを導入すること

・ 児童へわいせつ行為を行った保育士等の情報に係るデータベースを整備し、
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雇用主が保育士の雇用の際に当該情報を活用できるようにすること 等

※ 施行日は、令和５年４月１日を予定（データベースの整備に関するものは

公布の日から起算して２年を超えない範囲内において政令で定める日を予

定）

今後、施行までの間に児童福祉法施行規則の一部改正を行うとともに、都道府

県において資格管理の厳格化に関する運用が適切に実施されるよう基本的な考え

方を示した、「保育士による児童制度性暴力の防止等に関する基本的な指針」を策

定することとしている。

保育士による児童生徒性暴力等の防止等に関する施策の効果的な推進

を図るため、円滑な施行に向けて協力をお願いする。

また、児童へのわいせつ行為を行ったベビーシッター等に関する対応

としては、令和４年９月15日の改正児童福祉法の施行に伴い、「「認可外

保育施設の指導監督の実施について」の一部改正について（通知）」（令

和４年９月14日付け子発0914第１号通知）を発出しており、認可外保育

施設の事業停止命令等に係る情報の公表や、自治体間の情報提供に当た

っての留意点等についてお示ししている。自治体間における効率的な情

報共有が可能となるよう、厚生労働省に報告いただいた事業停止命令及

び施設閉鎖命令の情報については、厚生労働省が情報（名称、所在地、

設置者及び管理者名、処分の内容等に限る。）を集約し、データベース化

することにより、各都道府県等が閲覧できることとしているので、当該

通知の内容を踏まえ、引き続き適切な運用をお願いする。

（９）児童福祉施設等における安全計画の策定について

安全計画の策定については、保育所の送迎バスに置き去りにされたこ

どもが亡くなるなど、あってはならない重大事故が繰り返し発生する中、

条例で定める児童福祉施設等の運営基準のうち、「児童の安全の確保」に

関するものについては、国が定める基準に従わなければならないことと

する改正が行われた。

昨年11月30日には、関連の省令を改正し、令和５年４月１日より保育

所等において安全計画を策定することを義務付けることとしたところで

ある。

昨年12月には留意事項通知を発出しているので、施行に向けて準備を

進めていただくとともに、各施設への周知をお願いする。

（10）都道府県社会的養育推進計画の見直しについて

①現在の検討状況

現在、「社会的養育推進計画の適切な指標設定に関する調査研究」を

14



行い、次期計画に盛り込むべき事項等、計画策定要領の見直しについ

て検討中である。

具体的には、昨年２月の社会的養育専門委員会の報告や改正児童福

祉法を踏まえて、各都道府県において、家庭・養育環境の支援や児童

の権利擁護の体制の強化等に向け、実態把握に基づき効果的な取組が

推進されるよう、次期計画について、里親数や施設数に加え、児童家

庭支援センター等の機関や権利擁護の体制などについても整備計画を

定めるとともに、適切な評価指標によるＰＤＣＡの運営を図っていた

だく方向性で検討を進めている。

②今後の予定

次期計画策定要領については、今後、各自治体の意見もお聞きしな

がら検討を進め、本年の秋頃までに取りまとめて、各都道府県にお示

しする予定である。

③その他

令和７年度からの新計画への移行に向け、当該策定要領を踏まえ、

令和６年度末までに計画の見直しを行っていただくよう、引き続き、

協力をお願いする。
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市区町村の母子健康包括支援センターと子ども家庭総合支援拠点を再編し、妊産婦、子育て世帯、子どもへの一体的相談を行う機能を有す
る機関の整備等を推進するとともに、支援を必要とする妊産婦、子育て世帯、子どもを対象とした新たな家庭支援（訪問支援等）を推進して
いくことで、包括的な支援体制の構築を図る。

新たな子育て家庭支援の基盤を早急に整備していくための支援

目 的
令和３年度補正予算額：６０２億円（安心こども基金に計上）

支援内容

(訪問家事育児支援) (子どもの居場所支援)

１．母子保健と児童福祉の相談支援機関を再編した一体的な相談支援体制の整備の推進

（１）母子保健と児童福祉の一体的相談支援機関の整備に必要な整備費・改修費の支援
【母子保健・児童福祉一体的相談支援機関整備事業】

（２）母子保健と児童福祉の一体的相談支援機関における子育て世帯等を対象としたサポートプランの
作成や地域づくり、ネットワーク構築等の推進 【母子保健・児童福祉一体的相談支援機関運営事業】

（３）若年等リスクを抱えた妊婦家庭を訪問し、状況把握等を行う取組の推進【妊婦訪問支援事業】

２．支援を必要とする妊産婦、子育て世帯、子どもを対象とした新たな家庭支援の推進

（１）子育て世帯等を対象とした訪問家事・育児支援の推進【子育て世帯訪問支援臨時特例事業】

（２）ペアレント・トレーニングの提供等、親子関係形成支援の推進【保護者支援臨時特例事業】

（３）家庭や学校に居場所のない子どもの居場所支援の推進
【子どもの居場所支援整備事業／子どもの居場所支援臨時特例事業】

（４）子育て世帯のレスパイト支援の充実（親子入所支援・利用料減免等）
【子育て短期支援整備事業／子育て短期支援臨時特例事業／一時預かり利用者負担軽減事業】

３．支援の必要性の高い妊産婦・子どもへの支援体制の強化

（１）支援の必要性の高い妊産婦の滞在型支援の推進
【特定妊婦等支援整備事業／特定妊婦等支援臨時特例事業】

（２）児童相談所一時保護所の定員超過解消に向けた受け皿整備に必要な整備費・改修費の支援
【児童相談所一時保護所等整備事業】

（３）社会的養護経験者（ケアリーバー）に対する自立支援体制の整備
【社会的養護自立支援整備事業／社会的養護自立支援実態把握事業】

(親子関係形成支援)

都道府県・指定都市・児童相談所設置市・市町村（NPO法人等に委託可）

実施主体

令和３年度～令和５年度末

実施期間

(支援の必要性の高い妊産婦の支援) (社会的養護経験者の自立支援)

１

資料２

安心こども基金「新たな子育て家庭支援の基盤を早急に整備していくための支援」
の執行について

本年６月に成立した「児童福祉法等の一部を改正する法律」（令和４年法律第66号）においては、こども家
庭センターの設置やサポートプランの作成、訪問による家事支援、児童の居場所づくりの支援、親子関係の形
成の支援など、子育て世帯に対する包括的な支援のための体制強化及び事業の拡充を図ることとしている。

令和６年４月の改正法の施行に向けて、安心こども基金の「新たな子育て家庭支援の基盤を早急に整備して
いくための支援」として、改正法の内容を一部前倒しして実施していただけるよう、各都道府県に総額６０２
億円を交付することとしているので、管内地域における基盤整備に積極的に取り組んでいただきたい。

（第１回交付決定：令和４年３月７日、第２回交付決定：令和４年８月８日、第３回交付決定に向けた内示：令和４年11月８日）

No. 都道府県名 既交付決定（内示）額

1 北海道 2,233,981 千円

2 青森県 537,193 千円

3 岩手県 539,882 千円

4 宮城県 1,078,138 千円

5 秋田県 379,647 千円

6 山形県 485,002 千円

7 福島県 860,475 千円

8 茨城県 1,369,990 千円

9 栃木県 928,051 千円

10 群馬県 925,736 千円

11 埼玉県 3,514,369 千円

12 千葉県 2,955,213 千円

No. 都道府県名 既交付決定（内示）額

13 東京都 6,397,339 千円

14 神奈川県 4,340,253 千円

15 新潟県 996,701 千円

16 富山県 474,661 千円

17 石川県 554,970 千円

18 福井県 383,792 千円

19 山梨県 94,904 千円

20 長野県 991,007 千円

21 岐阜県 986,831 千円

22 静岡県 1,758,777 千円

23 愛知県 3,881,345 千円

24 三重県 865,390 千円

No. 都道府県名 既交付決定（内示）額

25 滋賀県 765,116 千円

26 京都府 1,192,481 千円

27 大阪府 4,172,589 千円

28 兵庫県 2,697,453 千円

29 奈良県 634,053 千円

30 和歌山県 427,475 千円

31 鳥取県 272,165 千円

32 島根県 324,738 千円

33 岡山県 940,436 千円

34 広島県 1,397,672 千円

35 山口県 621,910 千円

36 徳島県 329,134 千円

No. 都道府県名 既交付決定（内示）額

37 香川県 469,233 千円

38 愛媛県 628,352 千円

39 高知県 307,087 千円

40 福岡県 2,627,644 千円

41 佐賀県 430,301 千円

42 長崎県 653,738 千円

43 熊本県 898,364 千円

44 大分県 544,087 千円

45 宮崎県 553,798 千円

46 鹿児島県 825,442 千円

47 沖縄県 945,166 千円

60,192,081 千円合計
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妊産婦、子育て世帯、子どもの誰１人取り残すことなく、相談を受け適切な支援につなぐためには、母子保健の相談機関（子育て世代
包括支援センター）と児童福祉の相談機関（市区町村子ども家庭総合支援拠点）双方のより一層の連携強化が必要である。このため、母
子保健と児童福祉の一元的なマネジメント体制の構築を図るうえで必要な整備費等の支援を行うとともに、統括支援員を配置し、母子保
健と児童福祉の一元的なマネジメント体制の構築を図ることにより、母子保健・児童福祉双方の相談機関の連携強化の一層の推進を図る。

事業概要

母子保健・児童福祉一体的相談支援機関整備事業・運営事業（概要）

令和３年度補正予算額：６０２億円の内数（子育て支援対策臨時特例交付金）

母子保健・児童福祉一体的相談支援機関整備事業（整備費）

【事業内容】
母子保健と児童福祉の一元的なマネジメント体制の構築を図る市町村が行う子育て世代包括支援センター及び市区町村子ども家庭総
合支援拠点の整備費等の支援を行う。

【実施主体】
市町村

【補助割合】
国９／１０、市町村１／１０

【補助基準額】
整備費・改修費 １か所当たり 17,392千円
開設準備経費 児童福祉・母子保健いずれか片方のみ整備する場合 １か所3,578千円

児童福祉・母子保健双方を整備する場合 １か所7,333千円

パターン① 移管改修整備する場合 パターン② 追加改修整備する場合

児童福祉
（母子保健）

母子保健
（児童福祉）

パターン③ 新規整備する場合

児童福祉 母子保健児童福祉 母子保健

母子保健児童福祉
一体的相談支援機関

距離が離れている等を
理由に連携が不十分

未整備 未整備 未整備

既存の相談機関を
移管統合

母子保健児童福祉
一体的相談支援機関

母子保健児童福祉
一体的相談支援機関

母子保健(又は児童福祉)
の相談機関を改修

一体的な相談機関
として新規整備

（参考）整備のイメージ

３

母子保健・児童福祉一体的相談支援機関運営事業（運営費）

【事業内容】
統括支援員を配置し、母子保健と児童福祉の一元的なマネジメント体制の構築を図る市町村の相談支援機関に対して、統括支援員
の配置に必要な費用の支援を行うとともに、訪問支援や子どもの居場所支援等の家庭・養育環境支援に係るニーズ把握や周知広報、
人材育成等、制度の円滑な導入に資する費用の支援を行う。

【実施主体】
市町村

【補助割合】
国２／３、都道府県１／６、市町村１／６

【補助基準額】
・一体的相談支援機関運営支援 １か所当たり 6,272千円
（児童人口１万人以上の相談支援機関に限る）

・家庭・養育環境支援の円滑導入支援 １市町村当たり 3,208千円

母子保健（子育て世代包
括支援センター）

○保健師等

○利用者支援専門員

○困難事例に対応する専門職

児童福祉（市区町村子ど
も家庭支援総合拠点）

○子ども家庭支援員

○心理担当支援員

○虐待対応専門員

○ 母子保健・児童福祉をともにマネジメントできる責
任者や母子保健と児童福祉双方に十分な知識を有する統
括支援員の配置を行うこと

○ 母子保健と児童福祉双方の職員が、常に情報共有で
きる環境を整備すること

○ 母子保健と児童福祉双方の業務について、それぞれ
の職員が協働して対応するとともに、責任者や統括支援
員が確認を行う体制を整備すること

○ 地域の妊産婦・子育て世帯・子どもの支援に取り組
む地域資源（社会福祉法人・NPO法人等）の創出や連携
の推進

統括支援員の配置による
母子保健と児童福祉の連携の強化

（参考）統括支援員の配置による一元的マネジメント体制の構築のイメージ

一体的運営の例
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○ 妊婦届の提出時に妊婦の状態等を確認し、若年、経済的不安、生育歴、パートナー・家庭の状況から、孤立した育児に
陥るなど育児が困難になることが予測される妊婦や、妊婦健診未受診の妊婦に対し、その家庭を訪問し、継続的に妊婦の状
況を把握することによりハイリスク妊婦を早期に発見し、適切な支援につなげることを目的とする。

目 的

◆ 対象者
妊婦健診未受診の妊婦その他継続的な状況把握が必要な妊婦

◆ 内 容
若年、経済的不安、生育歴、パートナー・家庭の状況から、孤立した育児に陥るなど育児が困難になることが予測される妊
婦や、妊婦健診未受診の妊婦の家庭を訪問し、妊婦の状態を把握するとともに必要な支援に繋げる。

内 容

◆ 実施主体 ：市町村
◆ 補 助 率 ：国１／２、市町村１／２
◆ 補助単価案：１回あたり 9,080円

民間委託する場合 年額564,000円

実施主体・補助率等

妊婦訪問支援事業（概要）

令和３年度第１次補正予算額 ６０２億円の内数（子育て支援対策臨時特例交付金）

5

○ 家事・育児等に対して不安・負担を抱えながら子育て等を行う家庭が増加しており、子どもの養育だけではなく、保護者（妊産婦を含
む）自身が支援を必要とする家庭が増加している。

○ こうした需要に対応するため、訪問支援員（仮称）が、家事・育児等に対して不安・負担を抱えた子育て家庭、妊産婦、ヤングケア
ラー等がいる家庭の居宅を訪問し、家庭が抱える不安や悩みを傾聴するとともに、家事・育児等の支援を実施することにより、家庭や養
育環境を整え、虐待リスク等の高まりを未然に防ぐ。

事業概要

子育て世帯訪問支援臨時特例事業（概要）

・家事支援（食事の準備、洗濯、掃除、買い物の代行支援等）

・育児支援（保育所等の送迎支援や地域の母子保健施策・子育て支援施策等の情報提供等を含む）

家事・育児等に対して不安・負担を抱えた要支援家庭及び支援の必要性の高い妊産婦

令和３年度第１次補正予算額：６０２億円の内数（子育て支援対策臨時特例交付金）

実施主体

市町村（NPO法人や社会福祉法人等に委託可）

支援対象

支援内容

補助割合

国１／２、都道府県１／４、市町村１／４

補助基準額
訪問支援費用 １時間当たり 1,500円（3,000円）

交通費 １件当たり 930円（1,860円）

事務費（管理費）１事業所当たり 564,000円

※所得等に応じた利用者負担軽減を行った場合には、訪問支援費用及び交通費について
補助額の加算を実施。
括弧書きは生活保護世帯に対して利用者負担軽減を実施した場合の補助基準額 家事支援のイメージ 育児支援のイメージ

（参考）支援の様子
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不登校の子ども等を含め、家庭や学校に居場所がない学齢期以降の子どもに対する居場所の整備に必要な整備費・改修費の支援を行うと
ともに、生活習慣の形成や学習のサポート、進路等の相談支援、食事の提供、子ども・家庭の状況をアセスメントし、関係機関へのつなぎ
を行う等の子どもの居場所に関する総合的な支援を実施する。

子どもの居場所支援整備事業・子どもの居場所支援臨時特例事業（概要）

食事の支援の様子中高生向けのフリースペースの様子 専門職による面談の様子

令和３年度第１次補正予算額：６０２億円の内数（子育て支援対策臨時特例交付金）

【実施主体】
市町村

【補助割合】
国２／３、市町村１／１２、事業者１／４

【補助基準額】
１か所当たり 17,635千円

子どもの居場所支援整備事業（整備費）

【実施主体】
市町村（NPO法人や社会福祉法人等に委託可）

【支援対象】
家庭や学校に居場所がない学齢期以降の子ども

【支援内容】
①安心・安全な居場所の提供

②生活習慣（手洗い・うがい、歯磨き）の形成

③学習（宿題の見守り等を含む）の支援

④食事の支援

⑤課外活動の提供

⑥専門職による支援計画の策定 など

【補助割合】
国１／２、都道府県１／４、市町村１／４

【補助基準額】
①基本分 専門職を配置しない場合 １か所当たり 14,592千円

専門職を配置した場合 １か所当たり 15,850千円

②賃借料支援加算 １か所当たり 3,000千円

③開設準備経費加算 １か所当たり 4,000千円

子どもの居場所支援臨時特例事業（運営費）

事業概要

支援のイメージ

市町村

居場所支援
事業所

相談 利用案内
・勧奨

支援の
提供

利用

関係機関

要対協
学校
医療機関 等

情報共有等
の連携

事業
委託

（参考）支援の様子

7

子どもとの関わり方や子育てに悩みや不安を抱えている子育て家庭に対して、親子の関係性や発達に応じた子どもとの関わり方等を学
ぶための講義、グループワーク、個別のロールプレイ等を内容としたペアレントトレーニングを提供することにより、健全な親子関係の
形成を支援するとともに、同じ悩みや不安を抱える保護者同士の横のつながりの構築を支援する。

事業概要

保護者支援臨時特例事業（概要）

子どもとの関わり方や子育てに悩みや不安を抱えている子育て家庭に対するペアレントトレーニングの実施

子どもとの関わり方や子育てに悩みや不安を抱えた子育て家庭

令和３年度第１次補正予算額：６０２億円の内数（子育て支援対策臨時特例交付金）

実施主体

市町村（NPO法人や社会福祉法人等に委託可）

支援対象

支援内容

補助割合

国１／２、都道府県１／４、市町村１／４

補助基準額

・ペアレントトレーニング １人当たり 16,400円（32,800円）

・保護者指導支援プログラム資格取得支援 １市町村当たり 100,000円

支援イメージ

※所得等に応じた利用者負担軽減を行った場合には、補助額の加算を実施。
括弧書きは生活保護世帯に対して利用者負担軽減を実施した場合の補助基準額
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レスパイトケアを必要とする子育て家庭が安定して利用出来るよう、子育て短期支援事業の受け皿整備を推進するための整備費・改修費の支援を
行うとともに、専用人員の配置や、親子利用等多様化する支援ニーズに対応した支援の提供等を行い、併せて子育て短期支援事業及び一時預かり事
業について、所得等に応じた利用者負担の軽減措置を講じることで、家庭・養育環境の支援を強化する。

事業概要

子育て短期支援整備事業・子育て短期支援臨時特例事業・一時預かり利用者負担軽減事業（概要）
令和３年度第１次補正予算額：６０２億円の内数（子育て支援対策臨時特例交付金）

【事業内容】 子育て短期支援事業の安定的な提供体制の整備を推進するため、子育て短期支援専用の居室の整備に要する費用の支援を行う事業

【実施主体】 市町村（NPO法人や社会福祉法人等に委託可）

【補助割合】 国２／３、市町村１／１２、事業者１／４ 【補助基準額】 定員１人当たり 2,449千円

子育て短期支援整備事業（整備費）

【事業内容】

◆事業内容 子育て短期支援事業の専従する職員を配置し、正当な理由無く、子育て短期支援の利用を断らない施設に対して、専従職員の配置
に要する費用の支援を行う事業

◆補助基準額 １施設当たり 年額6,433千円

◆事業内容 レスパイトケアとあわせて、子どもの養育方法や関わり方について支援が必要な親子を短期間入所させ、支援を行う事業

◆補助基準額 １世帯当たり 日額9,580円

◆事業内容 保護者の育児放棄や過干渉等により、一時的な避難を希望する子どもを短期間受け入れ、支援を行う事業

◆補助基準額 児童１人当たり 日額4,740円

◆事業内容 支援を必要とする子育て家庭が適切に支援に繋がるよう、所得等に応じた利用者負担軽減を行った際の減免相当額を支援する事業

◆補助基準額 生活保護世帯 日額5,000円 年収360万円未満世帯 日額3,500円
住民税非課税世帯 日額4,000円 その他要支援児童のいる世帯 日額2,500円

【実施主体】 市町村（NPO法人や社会福祉法人等に委託可） 【補助割合】 国１／３、都道府県１／３、市町村１／３

子育て短期支援臨時特例事業（運営費）

専用人員配置支援

親子入所等支援

入所希望児童支援

利用者負担軽減支援

【事業内容】 支援を必要とする子育て家庭が適切に支援に繋がるよう、所得等に応じた利用者負担軽減を行った際の減免相当額を支援する事業

【補助基準額】 生活保護世帯 日額3,000円 年収360万円未満世帯 日額2,100円
住民税非課税世帯 日額2,400円 その他要支援児童のいる世帯 日額1,500円

【実施主体】 市町村（NPO法人や社会福祉法人等に委託可） 【補助割合】 国１／３、都道府県１／３、市町村１／３

一時預かり利用者負担軽減事業

9

予期せぬ妊娠等、支援の必要性の高い妊産婦に対して、出産や今後の生活について落ち着いて考えることのできる居場所の提供を行う
とともに、産婦本人の養育方針や養育の不安等に応じて必要な支援機関へとつなぐ体制を構築することにより、妊産婦の孤立化を防ぎ、
虐待の重篤事案の防止を図る。

特定妊婦等支援整備事業・特定妊婦等支援臨時特例事業（概要）

【事業内容】
支援の必要性の高い妊産婦に対する安定的な支援の推進を図る
ため、心理的ケアや生活相談支援等を行う居場所の整備に必要な
整備費と改修費の支援を行う。

【実施主体】 都道府県、市、福祉事務所設置町村

【補助割合】 国２／３、都道府県等１／１２、事業者１／４

【補助基準額】 ＜整備費＞ 8,708千円 × 定員（世帯数）
＜改修費＞ １世帯当たり 8,708千円

令和３年度第１次補正予算額：６０２億円の内数（子育て支援対策臨時特例交付金）
事業概要

特定妊婦等支援整備事業（整備費） 特定妊婦等支援臨時特例事業（運営費）

【事業内容】
支援の必要性の高い妊産婦を通所又は宿泊で受け入れて、心理
的ケアや生活相談支援等を行うための看護師等の配置や妊産婦を
受け入れた際に要する生活費等の支援を行うとともに、支援ニー
ズ等の実態把握や関係機関との連携に必要な費用の支援を行う。

【実施主体】 都道府県、市、福祉事務所設置町村
（社会福祉法人やNPO法人に委託可）

【補助割合】 国１／２、都道府県・指定都市・中核市・児童相談所
設置市１／２
国１／２、都道府県１／４、市・福祉事務所設置町村
１／４（市及び福祉事務所設置町村が実施する場合）

【補助基準額】
基本分 １か所当たり 30,979千円
心理療法連携支援 １か所当たり 887千円
法律相談連携支援 １か所当たり 887千円
開設準備費支援 １か所当たり 4,000千円（上限額）
賃借料支援 １か所当たり 3,000千円（上限額）
実態把握・関係機関連携

１自治体当たり 5,085千円

（参考）支援の様子

（支援のイメージ）
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○ 定員超過が常態化している一時保護所がある自治体においては、一時保護所の新設や既存施設の改築等により、定員拡大を図

ることが急務。

○ 一時保護所の定員超過解消を図る自治体を支援するため、定員超過解消のための計画を策定した場合には、一時保護所の新

設・改築、児童養護施設等に一時保護専用施設を設置する整備費の補助率を嵩上げする（１/２→９/１０）

１．概要

２．対象自治体

①平均入所率が100％を超えている一時保護所がある自治体（当該補助の希望の有無に関わらず計画の策定）

②平均入所率が90％を超えている一時保護所がある自治体（当該補助を希望する自治体は計画の策定）

３．実施主体等

【実施主体】都道府県、指定都市、児童相談所設置市

【補助基準額】

・児童相談所一時保護所の整備等 本体分（定員1人当たり）12,934千円 ＋ 各加算

・児童養護施設等に一時保護専用施設を設置する整備等

（児童養護施設の場合）

本体分（定員1人当たり）6,602千円 ＋ 一時保護専用施設設置加算（定員1人当たり）18,722千円（最大） ＋ その他加算

・児童相談所一時保護所の生活環境改善のための改修 1か所当たり8,000千円

・一時保護専用施設の改修 1か所当たり21,900千円

児 童 相 談 所 一 時 保 護 所 等 整 備 事 業

令和３年度補正予算：６０２億円の内数（子育て支援対策臨時特例交付金）

11

児童養護施設等の入所措置等が解除された社会的養護経験者（ケアリーバー）に対して生活相談や就労相談等の自立支援を行う事業所
の整備を推進するとともに、児童養護施設等を退所した児童の実態調査等を行う費用を補助することで、どの地域であっても必要な支援
が確実に提供される環境の整備を図る。

社会的養護自立支援整備事業・社会的養護自立支援実態把握事業（概要）

実態把握

施策・ケアの評
価・検討

施策・ケア
の改善

措置解除

≪社会的養護自立支援事業所のイメージ≫

事業概要
令和３年度第１次補正予算額：６０２億円の内数（子育て支援対策臨時特例交付金）

社会的養護自立支援整備事業（整備費）

【事業内容】
社会的養護経験者に対して生活相談や就労相談等の自立支援を
行う事業所の整備に必要な整備費・改修費等の支援を行う。

【実施主体】
都道府県、指定都市、児童相談所設置市

【補助割合】
国２／３、都道府県等１／１２、事業者１／４

【補助基準額】
１か所当たり 17,635千円

社会的養護自立支援実態把握事業

【事業内容】
都道府県等が施設入所措置等で関わってきたケアリーバーの支援
ニーズ等を把握するための実態調査やヒアリングの実施、自立支援
に必要な関係機関との連携を行うための連絡協議会の開催に必要な
費用の支援を行う。

【実施主体】
都道府県、指定都市、児童相談所設置市

【補助割合】
国１／２、都道府県等１／２

【補助基準額】
１自治体当たり 3,000千円

社会的養護自立支援
事業所

児童養護施設、自立援助ホーム、里親等

社会的養護経験者

生活・対人関係に関する相談
就労・職場関係に関する相談
法的なトラブルに関する相談
メンタルケアを含む医療の相談

通所

≪自立支援に必要な関係機関の協議会≫≪実態把握のサイクル≫
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○主として市町村の窓口で、子育て家庭等から保育サービスに関
する相談に応じ、地域における保育所や各種の保育サービスに
関する情報提供や利用に向けての支援などを行う

《職員配置》専任職員（利用者支援専門員）を１名以上配置

※子育て支援員基本研修及び専門研修（地域子育て支援コース）の
「利用者支援事業（特定型）」の研修を修了している者が望ましい

○主として市町村保健センター等で、保健師等の専門職が、妊娠
期から子育て期にわたるまでの母子保健や育児に関する妊産婦等
からの様々な相談に応じ、その状況を継続的に把握し、支援を必
要とする者が利用できる母子保健サービス等の情報提供を行うと
ともに、関係機関と協力して支援プランの策定などを行う

《職員配置》母子保健に関する専門知識を有する保健師、助産師
等を１名以上配置 ※職員は専任が望ましい

【利用者支援】
地域子育て支援拠点等の身近な場所で、
○子育て家庭等から日常的に相談を受け、個別のニーズ等を把握
○子育て支援に関する情報の収集・提供
○子育て支援事業や保育所等の利用に当たっての助言・支援

→当事者の目線に立った、寄り添い型の支援

【地域連携】
○より効果的に利用者が必要とする支援につながるよう、地域の関係
機関との連絡調整、連携・協働の体制づくり

○地域に展開する子育て支援資源の育成
○地域で必要な社会資源の開発等

→地域における、子育て支援のネットワークに基づく支援

○「利用者支援」と「地域連携」の２つの柱で構成。

《職員配置》専任職員（利用者支援専門員）を１名以上配置
※子ども・子育て支援に関する事業（地域子育て支援拠点事業など）
の一定の実務経験を有する者で、子育て支援員基本研修及び専門研
修（地域子育て 支援コース）の「利用者支援事業（基本型）」の
研修を修了した者等

基本型基本型 特定型 （いわゆる「保育コンシェルジュ」）特定型 （いわゆる「保育コンシェルジュ」）

母子保健型母子保健型

【基本事業】

○実施か所数の推移（単位：か所数）○実施主体 市町村（特別区を含む）
○負担割合 国（２/３）、都道府県（１/６）、市町村（１/６）
○主な補助単価（令和５年度予算案）

基本型 特定型 母子保健型

7,688千円 3,150千円 14,331千円

夜間開所 休日開所 出張相談支援 機能強化取組 多言語対応 特別支援対応 多機能型事業
一体的相談支援機関

連携等加算

1,451千円 781千円 1,093千円 1,934千円 805千円 774千円 3,270千円 300千円

※母子保健型は、職員が専任の場合

令和５年度当初予算（案） １，９２０億円の内数（１，８００億円の内数）
（子ども・子育て支援交付金（こども家庭庁）及び重層的支援体制整備事業交付金（厚生労働省））

基本型 特定型 母子保健型 合計

Ｒ２年度 ８８８ ３９４ １，５８２ ２，８６４

Ｒ３年度 ９８１ ３７９ １，６７５ ３，０３５【加算事業】

【開設準備経費】改修費等 4,000千円 13

利用者支援事業

子育て家庭や妊産婦が、教育・保育施設や地域子ども・子育て支援事業、保健・医療・福祉等の関係機関を円滑に利用できるように、身
近な場所での相談や情報提供、助言等必要な支援を行うとともに、関係機関との連絡調整、連携・協働の体制づくり等を行う。

１．施策の目的

２．施策の内容

３．実施主体等
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の
た

め
、
子

育
て

世
代

包
括
支

援
セ
ン

タ
ー

と
子

ど
も
家

庭
総
合

支
援

拠
点

の
一
元

的
な
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

体
制
の

構
築

に
向

け
て
、

子
育
て

世
代

包
括

支
援
セ

ン
タ
ー

及
び

子
ど

も
家
庭

総
合
支

援
拠

点

双
方
の

機
能
を

一
体

的
に

有
す
る

施
設
（

以
下

、
一

体
的
相

談
支
援

機
関

と
い

う
。
）

の
整
備

に
要

す

る
費
用

を
支
援

す
る

こ
と

に
よ
り

、
子
育

て
世

代
包

括
支
援

セ
ン
タ

ー
と

子
ど

も
家
庭

総
合
支

援
拠

点

の
双
方

が
情
報

共
有

を
徹

底
し
、

協
働
し

て
妊

産
婦

、
子
育

て
世
帯

、
子

ど
も

の
状
況

把
握
、

相
談

支

援
等
を

行
う
等

、
連

携
強

化
の
一

層
の
推

進
を

図
る

。
 

 ２
 
事

業
の
内

容
 

（
１
）

事
業
内

容
 

以
下
に

掲
げ
る

方
法

に
よ

り
、
市

町
村
が

一
体

的
相

談
支
援

機
関
の

整
備

を
行

う
事
業

。
 

①
 
子

育
て
世

代
包

括
支

援
セ
ン

タ
ー
と

子
ど

も
家

庭
総
合

支
援
拠

点
双

方
の

機
能
を

一
体
的

に
有
す

る
施
設

の
創

設
を

行
う
場

合
（
既

存
の

子
育

て
世
代

包
括
支

援
セ

ン
タ

ー
と
子

ど
も

家
庭
総

合
支
援

拠
点

の
一

体
化
を

図
る
た

め
、

双
方

と
も
に

移
転
し

、
新

た
に

整
備
す

る
場

合
を
含

む
）

 

②
 
既

存
の
子

育
て

世
代

包
括
支

援
セ
ン

タ
ー

を
改

築
し
、

新
た
に

子
ど

も
家

庭
総
合

支
援
拠

点
の
機

能
を
整

備
す

る
こ

と
に
よ

り
、
一

体
的

相
談

支
援
機

関
の
整

備
を

行
う

場
合
（

子
ど

も
家
庭

総
合
支

援
拠

点
を

移
転
し

、
子
育

て
世

代
包

括
支
援

セ
ン
タ

ー
に

統
合

す
る
場

合
を

含
む
）

 

③
 
既

存
の
子

ど
も

家
庭

総
合
支

援
拠
点

を
改

築
し

、
新
た

に
子
育

て
世

代
包

括
支
援

セ
ン
タ

ー
の
機

能
を
整

備
す

る
こ

と
に
よ

り
、
一

体
的

相
談

支
援
機

関
の
整

備
を

行
う

場
合
（

子
育

て
世
代

包
括
支

援
セ

ン
タ

ー
を
移

転
し
、

子
ど

も
家

庭
総
合

支
援
拠

点
に

統
合

す
る
場

合
を

含
む
）

 

 （
２
）

整
備
対

象
施

設
 

整
備

対
象

施
設

は
、

「
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
設

置
運

営
に

つ
い

て
」

（
平

成
2
9

年
3
月

3
1
日

雇
児

発
0
3
3
1
第
５

号
厚

生
労
働

省
雇
用
均

等
・
児

童
家

庭
局

長
通
知

）
に
基

づ
く

子

育
て
世

代
包
括

支
援

セ
ン

タ
ー
及

び
「
市

区
町

村
子

ど
も
家

庭
総
合

支
援

拠
点

の
設
置

運
営
等

に
つ

い
て

」
（

平
成

2
9
年

3
月

3
1
日

雇
児

発
0
3
3
1
第

4
9
号

厚
生

労
働
省

雇
用
均
等
・
児

童
家

庭
局
長

通
知

）
に
基

づ
く

子
ど
も

家
庭
総

合
支
援

拠
点

が
、
同
一
の

施
設
・
場

所
に
お

い
て
一

体
的
に

整
備

さ
れ

る
施

設
と

し
、

一
体

的
な

運
営

体
制

の
構

築
に

向
け

て
、

以
下

に
掲

げ
る

取
組

（
別

添
３

０
 

「
母
子

保
健
・
児
童

福
祉

一
体
的

相
談
支

援
機

関
運

営
事
業

」
第
５
（
１

）
統

括
支
援

員
の
配

置
要

件
と
同

じ
）
に

努
め

な
け

れ
ば
な

ら
な
い

も
の

と
す

る
。

 

安
心
こ

ど
も
基

金
管

理
運

営
要
領

（
令
和

４
年

７
月

７
日
最

終
改
正

）
（

抄
）

 
①

 
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

及
び

子
ど

も
家

庭
総

合
支

援
拠

点
の

双
方

の
業

務
を

マ

ネ
ジ
メ

ン
ト
で

き
る

責
任

者
を
配

置
す
る

こ
と

。
 

②
 

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
子

ど
も

家
庭

総
合

支
援

拠
点

双
方

の
業

務
に

つ
い

て
十

分
な

知
識

を
有

す
る

統
括

支
援

員
を

配
置

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
市

町
村

の
実

情
に

応

じ
て
、

①
の
責

任
者

と
兼

務
す
る

こ
と
が

で
き

る
も

の
と
す

る
。

 

③
 

リ
ス

ク
要

因
を

抱
え

る
妊

産
婦

・
子

育
て

世
帯

・
子

ど
も

や
、

特
定

妊
婦

、
要

支
援

・
要

保
護

児
童

等
の

ケ
ー

ス
や

支
援

の
状

況
を

、
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

及
び

子
ど

も

家
庭

総
合

支
援

拠
点

の
担

当
職

員
が

、
常

に
情

報
共

有
で

き
る

環
境

を
整

備
す

る
こ

と
。

例

え
ば
、

ケ
ー
ス

会
議

の
定

期
的
な

開
催
等

が
考

え
ら

れ
る
。

 

④
 

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
子

ど
も

家
庭

総
合

支
援

拠
点

そ
れ

ぞ
れ

の
職

員
が

双
方

の
業

務
に

つ
い

て
協

働
し

て
対

応
す

る
と

と
も

に
、

①
の

責
任

者
や

②
の

統
括

支
援

員

が
確
認

を
行
う

体
制

を
整

備
す
る

こ
と
。

 

⑤
 

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
子

ど
も

家
庭

総
合

支
援

拠
点

双
方

の
職

員
に

対
し

て
、

互
い

の
事

務
の

理
解

や
各

分
野

の
知

識
の

向
上

に
向

け
て

、
母

子
保

健
・

児
童

福
祉

双

方
の
研

修
を
実

施
す

る
な

ど
、
職

員
の
質

の
向

上
に

努
め
る

こ
と
。

 

⑥
 

地
域

の
妊

産
婦

・
子

育
て

世
帯

・
子

ど
も

の
支

援
に

取
り

組
む

地
域

資
源

（
社

会
福

祉
法

人
・
N
P
O
法
人

等
）

の
創

出
や
連

携
に
努

め
る

こ
と

。
 

 （
３
）

事
業
の

実
施

主
体

 

市
町
村

 

 （
４
）

整
備
対

象
施

設
の

設
置
主

体
 

市
町
村

 

 （
５
）

事
業
の

実
施

期
限

 

令
和
６

年
３
月

３
１

日
と

す
る
。
た

だ
し
、
令
和
５

年
度
中

に
施
設

整
備

に
着

手
し
、
令

和
６
年

度
中

に
完

了
が

見
込

ま
れ

る
場

合
に

は
、

施
設

整
備

が
完

了
す

る
月

の
末

日
又

は
令

和
７

年
３

月

3
1
日
の

い
ず

れ
か
早

い
日
と
す

る
。

 

 ３
 
補

助
基
準

額
・

補
助

率
等

 

（
１
）

補
助
基

準
額

 種
目

 
補
助
基

準
額

 

本
体
工

事
 

１
施
設

当
た
り

 
1
7
,
6
3
5
千
円

 

特
殊
附

帯
工
事

 
１
施
設

当
た
り

 
1
6
,
8
0
4
千
円

 

地
域
交

流
ス
ペ

ー
ス

加
算

 
１
施
設

当
た
り

 
1
2
,
2
7
3
千
円

 

開
設
準

備
（

２
（

１
）
①

に
よ
り

整

備
を
行

う
場
合

）
 

１
施
設

当
た
り

 
 
7
,
4
3
5
千
円

 

開
設
準

備
（

２
（

１
）
②

又
は
③

に
１
施
設

当
た
り

 
 
3
,
6
2
8
千
円
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よ
り
整

備
を
行

う
場

合
）

 

解
体
撤

去
工
事

 
1
施
設

当
た
り

 
 
1
,
0
0
3
千
円

 

仮
設
施

設
整
備

工
事

 
１
施
設

当
た
り

 
 
1
,
7
8
0
千
円

 

※
 
大

規
模
修

繕
等

に
つ

い
て
は

、
対
象

経
費

の
実

支
出
額

を
基
準

額
と

す
る

こ
と
。

 

※
 
特

殊
附

帯
工
事

に
つ

い
て
は

、
「

次
世
代

育
成

支
援
対

策
施

設
整
備

交
付

金
に
お

け
る

特
殊
附

帯
工
事

の
取
扱

い
に

つ
い

て
」
（

平
成

2
0
年
６

月
1
2
日
 

雇
児

発
第

0
6
1
2
0
0
4
号
）

を
準

用
し

て
整
備

す
る
こ

と
。

 

※
 
地

域
交

流
ス
ペ

ー
ス

加
算
に

つ
い

て
は
、

「
次

世
代
育

成
支

援
対
策

施
設

整
備
交

付
金

に
お
け

る
地

域
福

祉
の

推
進
等

を
図
る

た
め

の
ス

ペ
ー
ス

（
地
域

交
流

ス
ペ

ー
ス
）

の
整
備

に
つ

い
て

」

（
平
成

2
0
年

６
月

1
2
日

雇
児
発

第
0
6
1
2
0
0
8
号
）

の
「
Ⅰ

地
域
に

密
着

し
た

独
自
の

事
業
を

実

施
す
る

た
め
の

地
域

交
流

ス
ペ
ー

ス
の
整

備
」

を
準

用
し
て

整
備
す

る
こ

と
。

 

※
 
豪

雪
地
帯

対
策

特
別

措
置
法

（
昭

和
3
7
年
法

律
第

7
3
号

）
第

2
条

第
2
項
の

規
定
に

基
づ

き

指
定
さ

れ
た
特

別
豪

雪
地

域
、
奄

美
群
島

振
興

開
発

特
別
措

置
法
（

昭
和

2
9
年
法
律

第
1
8
9
号
）

第
1
条
に
規

定
さ
れ

た
奄

美
群
島

、
離
島

振
興

法
（

昭
和

2
8
年
法

律
第

7
2
号

）
第

2
条
第

1
項

の
規

定
に

基
づ

き
指
定

さ
れ
た

離
島

振
興

対
策
実

施
地
域

、
小

笠
原

諸
島
振

興
開
発

特
別

措
置

法

（
昭
和

4
4
年
法

律
第

7
9
号
）
第

4
条
第

1
項

に
規

定
さ
れ

た
小
笠

原
諸

島
又

は
沖
縄

振
興
特

別

措
置
法

（
平
成

1
4
年
法

律
第

1
4
号
）

第
3
条
第

1
項
第

3
号
に

規
定
さ

れ
た
離
島

の
い
ず

れ
か

に
所
在

す
る
場

合
は

、
基

準
額
（

地
域

交
流

ス
ペ
ー

ス
を
除

く
）
に
対

し
て

、
0
.
0
8
を

乗
じ

て
得

ら
れ
た

基
準
額

を
加

算
す

る
こ
と

。
（
小

数
点

以
下

切
捨
て

。
）

 

 （
２
）

補
助
率

 

 
 
 

国
９
／

１
０

、
市

町
村
１

／
１
０

 

 （
３
）

補
助
対

象
事

業
（

整
備
区

分
）

 

創
設
、
改
築

、
改

修
、
大

規
模
修

繕
等
（
そ
の

他
、
民
間
資

金
等
の

活
用

に
よ

る
公
共

施
設
等

の

整
備
等

の
促
進

に
関

す
る

法
律
（

平
成

1
1
年
法

律
第

1
1
7
号
）
第

８
条

第
１

項
の
規

定
に
よ

り
選

定
さ
れ

た
選
定

事
業

者
が

、
同
法

第
1
4
条
第
１

項
の
規
定

に
よ
り

整
備

し
た

施
設
を

市
町
村

が
買

収
す
る

事
業
を

含
む

も
の

と
す
る

。
）

 

 ４
 
対

象
経
費

 

 

種
目

 
対
象
経

費
 

本
体
工

事
費

 
施
設
の

整
備
に

必
要

な
工

事
費
又

は
工
事

請
負

費
及

び
工
事

事
務
費
（

工
事

施
工
の

た
め
直

接
必

要
な

事
務
に

要
す
る

費
用

で
あ

っ
て
、
旅

費
、
消
耗

品
費
、

通
信
運

搬
費

、
印
刷

製
本

費
及
び

設
計
監

督
料

等
を

い
い
、
そ
の

額
は
、
工
事

費
又

は
工

事
請

負
費

の
2
.
6
％

に
相

当
す

る
額

を
限

度
額

と
す

る
。

以
下

同

じ
）
。

 

た
だ
し

、
別

の
補

助
金
等

又
は
こ

の
種
目

と
は

別
の

種
目
に

お
い
て

別
途

交

付
対

象
と

す
る

費
用

を
除

き
（

以
下

同
じ

。
)
、

工
事

費
又

は
工

事
請

負
費

に

は
、
こ
れ

と
同
等

と
認

め
ら
れ
る

委
託
費
、
分
担

金
及
び
適

当
と
認

め
ら

れ
る

購
入
費

等
を
含

む
（

以
下

同
じ
。
）
。

 

特
殊
附

帯
工
事

費
 

特
殊
附

帯
工
事

費
に

必
要

な
工
事

費
又
は

工
事

請
負

費
 

地
域

交
流

ス
ペ

ー

ス
加
算

 

地
域

に
密

着
し

た
独

自
の

事
業

を
実

施
す

る
た

め
の

場
等

を
確

保
す

る
整

備
で
あ

っ
て

、
平

成
2
0
年

６
月

1
2
日
雇

児
発

第
0
6
1
2
0
0
8
号
厚
生

労
働

省
雇

用
均
等
・
児
童
家

庭
局

長
通
知
「
次

世
代
育

成
支

援
対
策
施

設
整
備

交
付

金
に

お
け

る
地

域
福

祉
の

推
進

等
を

図
る

た
め

の
ス

ペ
ー

ス
（

地
域

交
流

ス
ペ

ー

ス
）
の
整

備
に
つ

い
て
」
に
定
め

る
基
準

に
適

合
す

る
整
備

に
必
要

な
事

費
又

は
工
事

請
負
費

及
び

工
事

事
務
費

 

開
設
準

備
費

 
一
体
的

相
談
支

援
機

関
の

開
設
準

備
に
必

要
な

費
用

 

解
体

撤
去

工
事

費

及
び

仮
設

施
設

整

備
工
事

費
（
改

築
・

大
規

模
修

繕
等

の

場
合
が

対
象
）
※

大

規
模

修
繕

等
に

つ

い
て
は
、
仮
設
施

設

整
備
費

の
み
対

象
 

解
体

撤
去

に
必

要
な

工
事

費
又

は
工

事
請

負
費

及
び

仮
設

施
設

整
備

に
必

要
な
賃

借
料
、

工
事

費
又

は
工
事

請
負
費

 

 ５
 
留

意
事
項

 

（
１
）

次
に
掲

げ
る

費
用

に
つ
い

て
は
、

対
象

と
し

な
い
も

の
と
す

る
。

 

①
 
土

地
の
買

収
又

は
整

地
に
関

す
る
費

用
 

②
 

既
存

建
物

の
買

収
（

既
存

建
物

を
買

収
す

る
こ

と
が

建
物

を
新

築
す

る
こ

と
よ

り
、

効
率

的
で
あ

る
と
認

め
ら

れ
る

場
合
に

お
け
る

当
該

建
物

の
買
収

を
除
く

。
）

に
要

す
る
費

用
 

③
 
職

員
の
宿

舎
に

要
す

る
費
用

 

④
 
そ

の
他
施

設
整

備
費

と
し
て

適
当
と

認
め

ら
れ

な
い
費

用
 

 （
２
）

こ
の
事

業
に

よ
り

施
設
整

備
を
行

う
際

に
、

過
去
に

厚
生
労

働
省

所
管

一
般
会

計
補
助

金
等

の
交

付
を
受

け
取
得

し
た

財
産

に
つ
い

て
、
取
り

壊
し

等
の
財
産

処
分
を

行
う

場
合

に
は
、
平

成
2
0
年
４

月
1
7
日

雇
児

発
第

0
4
1
7
0
0
1
号
「
厚
生

労
働

省
所

管
一
般

会
計
補

助
金

等
に

係
る
財

産
処
分

に
つ

い

て
」
に

よ
る

財
産
処

分
の

承
認
手

続
き

等
が
必

要
で

あ
る
の

で
、

厚
生
労

働
省

又
は
各

地
方

厚
生
局

若
し
く

は
地
方

厚
生

（
支

）
局
と

事
前
に

相
談

す
る

こ
と
。
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別
添
３

０
 

 

母
子
保

健
・
児

童
福

祉
一

体
的
相

談
支
援

機
関

運
営

事
業

 

 １
 
事

業
の
目

的
 

子
育
て

世
代
包

括
支

援
セ

ン
タ
ー

（
母
子

保
健

法
第

2
2
条
に
規

定
す

る
母

子
健
康

包
括
支

援
セ

ン

タ
ー
を

い
う

、
以

下
同
じ

。
）
及

び
子
ど

も
家

庭
総

合
支
援

拠
点
（
児

童
福
祉

法
第

1
0
条
の

２
に
規

定

す
る
拠

点
を
い

う
、

以
下

同
じ
。

）
双
方

の
よ

り
一

層
の
連

携
強
化

を
図

る
た

め
、
子

育
て
世

代
包

括

支
援
セ

ン
タ
ー

及
び

子
ど

も
家
庭

総
合
支

援
拠

点
双

方
の
機

能
を
一

体
的

に
有

す
る
施

設
（
以

下
、

一

体
的
相

談
支
援

機
関

と
い

う
。
）

に
お
い

て
、

母
子

保
健
と

児
童
福

祉
双

方
に

十
分
な

知
識
を

有
す

る

統
括
支

援
員
を

配
置

す
る

際
の
必

要
な
費

用
の

補
助

等
に
よ

り
、
子

育
て

世
代

包
括
支

援
セ
ン

タ
ー

と

子
ど
も

家
庭
総

合
支

援
拠

点
の
双

方
の
連

携
強

化
の

一
層
の

推
進
を

図
る

。
 

ま
た
、

別
添

3
1
～
3
8
に

掲
げ
る

事
業
（

以
下

、
家

庭
・
養

育
環
境

支
援

事
業

と
い
う

。
）
の

円
滑

な
導
入

に
資
す

る
経

費
の

一
部
を

補
助
す

る
こ

と
に

よ
り
、

支
援
が

必
要

な
妊

産
婦
、

子
育
て

世
帯

、

子
ど
も

へ
の
包

括
的

な
支

援
体
制

の
構
築

を
図

る
。

 

 ２
 
事

業
の
内

容
 

（
１
）

統
括
支

援
員

の
配

置
支
援

 

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

子
ど

も
家

庭
総

合
支

援
拠

点
双

方
が

常
に

情
報

共
有

を
行

い
、
双
方
の

業
務

を
協
働

で
対
応

す
る
等

、
一
体
的

な
取
組

を
強
化

す
る

た
め

統
括
支

援
員
の

配
置

を
行
う

。
 

（
２
）

家
庭
・

養
育

環
境

支
援
事

業
の
円

滑
導

入
支

援
 

家
庭
・
養

育
環
境

支
援

事
業
の
実

施
に
当

た
っ

て
必

要
と
な

る
地
域

資
源

の
創

出
や
地

域
住
民

等

へ
の
周

知
・
広

報
の

実
施

等
、
事

業
の
円

滑
な

導
入

に
資
す

る
取
組

を
行

う
。

 

 ３
 
事

業
の
実

施
主

体
 

市
町
村
（
た

だ
し

、
２
（
１

）
に

掲
げ
る

統
括

支
援
員

の
配
置

支
援
に

つ
い

て
は

、
児

童
人
口

1
0
,
0
0
0

人
以
上

を
管
轄

す
る

一
体

的
相
談

支
援
機

関
等

に
限

る
）

 

 ４
 
事

業
の
実

施
期

限
 

令
和
６

年
３
月

３
１

日
と

す
る
。

 

 ５
 
実

施
要
件

 

（
１
）

統
括
支

援
員

の
配

置
支
援

 

以
下
の

い
ず
れ

の
要

件
も

満
た
す

市
町
村

と
す

る
。

 

①
 
「

子
育
て

世
代

包
括

支
援
セ

ン
タ
ー

の
設

置
運

営
に
つ

い
て
」

（
平
成

2
9
年

3
月

3
1
日

雇
児
発

0
3
3
1
第
５
号

厚
生
労
働

省
雇
用

均
等
・
児

童
家
庭

局
長
通

知
）
に

基
づ
く
子

育
て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

業
務

及
び

「
市

区
町

村
子

ど
も

家
庭

総
合

支
援

拠
点

の
設

置
運

営

等
に
つ

い
て
」

（
平
成

2
9
年

3
月

3
1
日

雇
児
発

0
3
3
1
第

4
9
号
厚
生

労
働

省
雇
用

均
等
・

児
童

家
庭

局
長

通
知

）
に

基
づ

く
子

ど
も

家
庭

総
合

支
援

拠
点

の
業

務
双

方
に

つ
い

て
、

マ

ネ
ジ
メ

ン
ト
で

き
る

責
任

者
を
配

置
す
る

こ
と

。
 

②
 

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
子

ど
も

家
庭

総
合

支
援

拠
点

双
方

の
業

務
に

つ
い

て
十

分
な

知
識

を
有

す
る

統
括

支
援

員
を

配
置

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
市

町
村

の
実

情
に

応

じ
て
、

①
の
責

任
者

と
兼

務
す
る

こ
と
が

で
き

る
も

の
と
す

る
。

 

③
 

リ
ス

ク
要

因
を

抱
え

る
妊

産
婦

・
子

育
て

世
帯

・
子

ど
も

や
、

特
定

妊
婦

、
要

支
援

・
要

保
護

児
童

等
の

ケ
ー

ス
や

支
援

の
状

況
を

、
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

及
び

子
ど

も

家
庭

総
合

支
援

拠
点

の
担

当
職

員
が

、
常

に
情

報
共

有
で

き
る

環
境

を
整

備
す

る
こ

と
。

例

え
ば
、

ケ
ー
ス

会
議

の
定

期
的
な

開
催
等

が
考

え
ら

れ
る
。

 

④
 

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
子

ど
も

家
庭

総
合

支
援

拠
点

そ
れ

ぞ
れ

の
職

員
が

協
働

し
て

対
応

す
る

と
と

も
に

、
①

の
責

任
者

や
②

の
統

括
支

援
員

が
確

認
を

行
う

体
制

を

整
備
す

る
こ
と

。
 

⑤
 

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
子

ど
も

家
庭

総
合

支
援

拠
点

双
方

の
職

員
に

対
し

て
、

互
い

の
事

務
の

理
解

や
各

分
野

の
知

識
の

向
上

に
向

け
て

、
母

子
保

健
・

児
童

福
祉

双

方
の
研

修
を
実

施
す

る
な

ど
、
職

員
の
質

の
向

上
に

努
め
る

こ
と
。

 

⑥
 

地
域

の
妊

産
婦

・
子

育
て

世
帯

・
子

ど
も

の
支

援
に

取
り

組
む

地
域

資
源

（
社

会
福

祉
法

人
・
N
P
O
法
人

等
）

の
創

出
や
連

携
に
努

め
る

こ
と

。
 

な
お
、
子

育
て
世

代
包

括
支
援
セ

ン
タ
ー

及
び

市
区

町
村
子

ど
も
家

庭
総

合
支

援
拠
点

そ
れ
ぞ

れ

の
業
務

を
民
間

委
託

し
て

い
る
場

合
に
も

支
援

の
対

象
と
す

る
が

、
そ

の
場
合

に
は

、
定
期

的
な

連

絡
協

議
会

の
開

催
等

に
よ

り
委

託
先

民
間

機
関

も
含

め
て

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

子

ど
も
家

庭
総
合

支
援

拠
点

の
一
体

的
対
応

を
図

る
も

の
と
す

る
。

 

 （
２
）

家
庭
・

養
育

環
境

支
援
事

業
の
円

滑
導

入
支

援
 

以
下
に

掲
げ
る

取
組

に
よ

り
、
家
庭
・
養

育
環

境
支

援
事
業

の
円
滑

な
導

入
に

資
す
る

事
業
で

あ

る
こ
と

。
 

①
 

家
庭

・
養

育
環

境
支

援
事

業
を

行
う

た
め

の
地

域
資

源
の

創
出

や
地

域
住

民
等

を
対

象
と

し
た
周

知
・
広

報
の

実
施

 

②
 
ニ

ー
ズ
把

握
等

調
査

の
実
施

 

③
 
家

庭
・
養

育
環

境
支

援
事
業

の
担
い

手
の

確
保

に
向
け

た
研
修

等
の

実
施

 

④
 
シ

ス
テ
ム

改
修

等
の

実
施

 

⑤
 
そ

の
他
、

家
庭

・
養

育
環
境

支
援
事

業
の

円
滑

な
導
入

支
援
に

資
す

る
取

組
の
実

施
 

 ６
 
補

助
基
準

額
・

補
助

率
 

（
１
）

補
助
基

準
額

 

①
 
統

括
支
援

員
の

配
置

支
援
 

 
１
か

所
当

た
り

 
6
,
2
7
2
千
円

（
年

額
）

 

 
 
た

だ
し
配

置
期

間
が

1
2
か

月
に

満
た
な

い
場
合
に

は
、
上
記

補
助
基

準
額
に
「
事

業
実

施

月
数
（

※
）
÷
1
2
月

」
を
乗
じ

た
額
（

千
円

未
満

切
り
捨

て
）
を

補
助

基
準

額
と
す

る
。

 

（
※

）
「

事
業

実
施
月

数
」
と

は
、
統

括
支

援
員
を

配
置
し

た
日
の

属
す

る
月
か

ら
統
括

支
援
員

の
配

置
が
な
さ
れ
な
く
な
っ
た
日
の
前
日
が
属
す
る
月
ま
で
と
す
る
。
 

②
 
家

庭
・
養
育

環
境
支

援
事
業

の
円
滑

導
入

支
援

 
１
市

町
村
当

た
り

 
3
,
2
0
8
千

円
（

年
額
）
 

 （
２
）

補
助
率

 

 
 
 

国
２
／

３
、

都
道

府
県
１

／
６
、

市
町

村
１

／
６
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 ７
 
対

象
経
費

 

報
酬
、
給
料
及

び
職

員
手

当
等
、
旅
費
、
需
用

費
（

消
耗
品

費
、
教

材
費

、
燃

料
費
、
印
刷
製

本
費
、

会
議
費

、
光
熱

水
費

）
、

改
修
費

、
備
品

購
入

費
、

役
務
費

（
通
信

運
搬

費
、

広
告
費

、
保
険

料
）
、

報
償
費

、
委
託

料
、

使
用

料
及
び

賃
借
料

、
共

済
費

、
扶
助

費
、
補

助
金

、
負

担
金

 

  ８
 
留

意
事
項

 

○
 
本

事
業
の

補
助

を
受

け
た
市

町
村
に

つ
い

て
は

、
子
育

て
世
代

包
括

支
援

セ
ン
タ

ー
及
び

市
区

町

村
子
ど

も
家
庭

総
合

支
援

拠
点
双

方
の
業

務
に

つ
い

て
、
一

体
的
に

事
務

を
実

施
す
る

観
点
か

ら
、

以
下
の

体
制
の

整
備

等
を

行
う
こ

と
が
望

ま
し

い
。

 

①
 
子

育
て
世

代
包

括
支

援
セ
ン

タ
ー
及

び
市

区
町

村
子
ど

も
家
庭

総
合

支
援

拠
点
双

方
の
業

務
を

一

体
的
に

対
応
す

る
機

関
と

し
て
、

設
置
要

綱
等

の
規

定
を
整

備
す
る

こ
と

。
 

②
 
組

織
定
員

上
、

一
体

的
相
談

機
関
を

置
い

た
う

え
で
、

職
員
に

対
し

て
必

要
な
人

事
発
令

を
行

う

こ
と
。

 

 

○
 
子

育
て
世

代
包

括
支

援
セ
ン

タ
ー
及

び
市

区
町

村
子
ど

も
家
庭

総
合

支
援

拠
点
双

方
の
担

当
職

員

が
同
一

の
施
設

・
場

所
で

業
務
を

実
施
し

て
い

な
い

場
合
で

あ
っ
て

も
、

次
に

掲
げ
る

取
組
等

を
行

っ
て
い

る
場
合

に
は

、
一

体
的
に

業
務
を

行
っ

て
い

る
も
の

と
み
な

す
こ

と
。

 

・
 
子

育
て
世

代
包

括
支

援
セ
ン

タ
ー
及

び
市

区
町

村
子
ど

も
家
庭

総
合

支
援

拠
点
双

方
の
担

当
職

員
が
参

加
し
て

、
要

保
護

児
童
、

要
支
援

児
童

、
特

定
妊
婦

な
ど
リ

ス
ク

の
高

い
子
ど

も
や
家

庭

に
つ
い

て
情
報

の
共

有
を

図
る
ケ

ー
ス
会

議
な

ど
の

開
催

 

・
 
子

育
て
世

代
包

括
支

援
セ
ン

タ
ー
及

び
市

区
町

村
子
ど

も
家
庭

総
合

支
援

拠
点
双

方
の
担

当
職

員
が
共

通
し
て

情
報

の
閲

覧
が
出

来
る
庁

内
シ

ス
テ

ム
の
整

備
 

 

別
添
３

１
 

 

子
育
て

世
帯
訪

問
支

援
臨

時
特
例

事
業

 

 １
 
事

業
の
目

的
 

 
 
家

事
・
育

児
等

に
対

し
て
不

安
や
負

担
を

抱
え

る
子
育

て
家
庭

、
妊

産
婦

、
ヤ
ン

グ
ケ
ア

ラ
ー

等
が

い
る
家

庭
の
居

宅
を

、
訪

問
支
援

員
が
訪

問
し

、
家

庭
が
抱

え
る
不

安
や

悩
み

を
傾
聴

す
る
と

と
も

に
、

家
事

・
育

児
等

の
支
援

を
実
施

す
る

こ
と

に
よ
り

、
家
庭

や
養

育
環

境
を
整

え
、
虐

待
リ

ス
ク

等
の
高

ま
り
を

未
然
に

防
ぐ

こ
と

を
目
的

と
す
る

。
 

 ２
 
事

業
の
内

容
 

（
１
）

事
業
内

容
 

（
３
）
に
規
定

す
る

支
援

対
象
の

家
庭
を

訪
問

支
援

員
が
訪

問
し
、
以
下

の
支

援
を
実

施
す
る

事
業
。
 

①
 
家

事
支
援

（
食

事
の

準
備
、

洗
濯
、

掃
除

、
買

い
物
の

代
行
支

援
等

）
 

②
 

育
児

支
援

（
保

育
所

等
の

送
迎

支
援

や
一

時
的

な
子

ど
も

の
保

育
地

域
の

母
子

保
健

施
策

・

子
育
て

支
援
施

策
等

の
情

報
提
供

等
を
含

む
）

 

 
 
 

（
２
）

事
業
の

実
施

主
体

 

市
町
村

 

な
お
、

市
町
村

が
認

め
た

者
へ
委

託
等
を

行
う

こ
と

が
で
き

る
。

 

 （
３
）

支
援
対

象
 

 
 
次

の
い
ず

れ
か

に
該

当
す
る

家
庭
と

す
る

。
 

①
 

保
護

者
の

な
い

児
童

又
は

保
護

者
に

監
護

さ
せ

る
こ

と
が

不
適

当
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

児

童
の
い

る
家
庭

及
び

そ
れ

に
該
当

す
る
お

そ
れ

の
あ

る
家
庭

 

②
 

食
事

、
生

活
環

境
等

に
つ

い
て

不
適

切
な

養
育

状
態

に
あ

る
家

庭
等

、
保

護
者

の
養

育
を

支

援
す

る
こ

と
が

特
に

必
要

と
認

め
ら

れ
る

児
童

の
い

る
家

庭
及

び
そ

れ
に

該
当

す
る

お
そ

れ
の

あ
る
家

庭
 

③
 

若
年

妊
婦

等
、

出
産

後
の

養
育

に
つ

い
て

、
出

産
前

に
お

い
て

支
援

を
行

う
こ

と
が

特
に

必

要
と
認

め
ら
れ

る
妊

婦
の

い
る
家

庭
 

④
 
そ

の
他
、

市
町

村
が

特
に
支

援
が
必

要
と

認
め

た
家
庭

 

 （
４
）

訪
問
支

援
員

の
要

件
 

次
の
い

ず
れ
の

要
件

も
満

た
す
者

で
あ
る

こ
と

。
 

①
 
家

事
又
は

育
児

支
援

を
適
切

に
実
行

す
る

能
力

を
有
す

る
者

 

②
 
以

下
ア
～

ウ
に

掲
げ

る
欠
格

事
由
の

い
ず

れ
に

も
該
当

し
な
い

者
 

 
ア

 
禁

錮
以

上
の

刑
に

処
せ

ら
れ

、
そ

の
執

行
を

終
わ

り
、

又
は

執
行

を
受

け
る

こ
と

が
な

く

な
る
ま

で
の
者

 

 
イ

 
児

童
福

祉
法

、
児

童
売

春
、

児
童

ポ
ル

ノ
に

係
る

行
為

等
の

規
制

及
び

処
罰

並
び

に
児

童

の
保
護

等
に
関

す
る

法
律
（
平
成

1
1
年

法
律
第

5
2
号
）
そ

の
他
国

民
の

福
祉

に
関
す

る
法
律

（
児
童

福
祉
法

施
行

令
（

昭
和

2
3
年

政
令
第

7
4
令

）
第

3
5
条

の
５
各

号
に

掲
げ
る

法
律
に
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限
る
。
）
の
規

定
に

よ
り

罰
金
の

刑
に
処

せ
ら

れ
、
そ
の
執

行
を
終

わ
り

、
又

は
執
行

を
受
け

る
こ
と

が
な
く

な
る

ま
で

の
者

 

 
ウ
 

児
童
虐

待
の

防
止

等
に
関

す
る
法

律
（

平
成

1
2
 年

法
律

第
8
2
 号

）
第
２

条
に
規

定
す

る

児
童
虐

待
又
は

児
童

福
祉

法
第

3
3
 
条

の
1
0
 
に
規

定
す
る

被
措
置

児
童

等
虐

待
を
行

っ
た
者

そ
の
他

児
童
の

福
祉

に
関

し
著
し

く
不
適

当
な

行
為

を
し
た

者
 

 （
５
）

事
業
の

実
施

方
法

 

訪
問
支

援
の
実

施
に

当
た

っ
て
は

、
以
下

の
①

～
⑤

に
留
意

し
て
実

施
す

る
こ

と
。

 

①
 
本

事
業
を

実
施

す
る

者
（
以

下
、
実

施
者

と
い

う
。
）

及
び
訪

問
支

援
員

は
、
児

童
及
び

そ

の
保
護

者
等
の

個
人

情
報

の
保
護

に
つ
い

て
十

分
配

慮
す
る

と
と
も

に
、

正
当

な
理
由

な
く
、

そ
の
業

務
上
知

り
得

た
家

庭
等
の

情
報
を

漏
ら

し
て

は
な
ら

な
い
。

 

②
 
訪

問
し
た

家
庭

が
家

事
・
育

児
支
援

等
以

外
の

支
援
も

必
要
で

あ
る

と
考

え
ら
れ

る
場
合

に

は
、
市

町
村
に

連
絡

し
、

必
要
な

支
援
に

適
切

に
繋

ぐ
よ
う

努
め
る

こ
と

。
な

お
、
こ

の
場
合

に
、
業

務
上
知

り
得

た
情

報
を
市

区
町
村

と
共

有
す

る
こ
と

に
つ
い

て
は

、
上

記
の
正

当
な
理

由
に
該

当
す
る

も
の

で
あ

る
こ
と

。
 

③
 
訪

問
支
援

員
は

、
常

に
実
施

者
が
発

行
す

る
身

分
証
明

書
を
携

行
し

、
訪

問
時
に

必
ず
提

示

さ
せ
る

こ
と
。

 

④
 
実

施
者
は

、
研

修
等

の
実
施

に
よ
り

、
常

に
訪

問
支
援

員
の
質

の
向

上
に

努
め
る

こ
と
。

 

⑤
 
利

用
者
負

担
額

は
、

対
象
家

庭
の
収

入
の

状
況

に
応
じ

て
決
定

す
る

こ
と

し
、
所

得
の
把

握

に
つ
い

て
は
、

保
護

者
の

同
意
を

得
た
上

で
、

他
の

支
援
制

度
の
利

用
等

に
よ

り
把
握

し
た
所

得
情
報

を
活
用

す
る

な
ど

、
実
施

主
体
で

あ
る

市
町

村
及
び

利
用
者

の
負

担
と

な
ら
な

い
形
で

運
用
す

る
こ
と

と
し

て
差

し
支
え

な
い
。

 

 （
６
）

事
業
の

実
施

期
限

 

令
和
６

年
３
月

３
１

日
と

す
る
。

 

 ３
 
補

助
基
準

額
・

補
助

率
等

 

（
１
）

補
助
基

準
額

 

①
 
訪

問
支
援

費
用

 

 １
市
町

村
あ
た

り
 

 
延
べ

利
用
時

間
数

 
×

 
3
,
0
0
0
円

 

 
延
べ

利
用
件

数
 

 
×

 
1
,
8
6
0
円

 

 （
ⅰ

）
利

用
者

負
担

軽
減

を
実

施
す

る
場

合
 

上
記

に
よ

り
算

出
し

た
額

の
合

算
額

か
ら

、
以
下

の
ア
～
エ

に
該
当

す
る

世
帯

に
対
し

て
定
め

る
利

用
者

負
担

額
の

合
算

額
を

控
除

し
た

額
 

な
お

、
利

用
者

に
対

し
て

利
用

者
負

担
額

を
上

回
る

負
担

を
求

め
て

は
な

ら
な

い
も

の
と

す

る
。

 

 

（
ⅱ

）
利

用
者

負
担

軽
減

を
実

施
し

な
い

場
合

 

以
下
の

ア
～
ウ

の
該

当
の

有
無
に

関
わ
ら

ず
、
一
律

に
上

記
に

よ
り

算
出

し
た

額
の

合
算

額
か

ら
そ

の
他

世
帯

の
利

用
者

負
担

額
を

控
除

し
た

額
 

 

ア
 
生

活
保
護

世
帯

（
支

援
を
受

け
た
日

に
お

い
て

生
活
保

護
法
（

昭
和

2
5

年
法
律

第
1
4
4

号
）
第

６
条
第

１
項

に
規

定
す
る

被
保
護

者
）

 

イ
 
住

民
税
非

課
税

世
帯

（
保
護

者
及
び

当
該

保
護

者
と
同

一
の
世

帯
に

属
す

る
者
が

地
方
税

法
（
昭
和

2
5
年
法
律

第
2
2
6
号
）
の

規
定

に
よ
る

市
町
村

民
税
を

課
さ

れ
な

い
者
（

ア
に

掲
げ
る

者
を
除

く
。

）
）

 

ウ
 
住

民
税
所

得
割

課
税

額
7
7
,
1
0
1
円

未
満
世

帯
（
年
収

3
6
0
万

円
未

満
世
帯
相

当
）
（

保

護
者
及

び
当
該

保
護

者
と

同
一
の

世
帯
に

属
す

る
者

に
つ
い

て
、
地

方
税

法
の

規
定
に

よ
る

市
町
村

民
税
の

同
法

第
2
9
2
条
第

１
項

第
２
号

に
掲
げ
る

所
得
割

の
額

を
合

算
し
た

額
（
以

下
、
市

町
村
民

税
所

得
割

合
算
額

と
い
う

。
）

が
7
7
,
1
0
1

円
未
満

で
あ

る
者

（
ア
及

び
イ

に
掲
げ

る
者
を

除
く

。
）

）
 

エ
 
ア

～
ウ
に

該
当

し
な

い
、
そ

の
他
世

帯
 

 （
利
用

者
負
担

額
）

 

 
延

べ
利

用
時

間
数

 
×
 

延
べ

利
用

件
数

 
×
 

生
活

保
護

世
帯

 
0
円

 
0
円

 

住
民

税
非

課
税

世
帯

 
3
0
0
円

 
1
9
0
円

 

住
民

税
所

得
割

課
税

額

7
7
,
1
0
1
円
未

満
世
帯

 

6
0
0
円

 
5
3
0
円

 

そ
の

他
世

帯
 

1
,
5
0
0
円

 
9
3
0
円

 

 

②
事
務

費
・
管

理
費

 

１
委
託

事
業
所

あ
た

り
 

 
5
6
4
,
0
0
0
円

 

 （
２
）

補
助
率

 

国
１
／

２
、
都

道
府

県
１

／
４
、

市
町
村

１
／

４
 

 ４
 
対

象
経
費

 

報
酬
、
給
料
及

び
職

員
手

当
等
、
旅
費
、
需
用

費
（

消
耗
品

費
、
教

材
費

、
燃

料
費
、
印
刷
製

本
費
、

会
議

費
、
光

熱
水

費
）

、
備

品
購
入

費
、

役
務

費
（

通
信

運
搬

費
、

広
告

料
、

保
険

料
）

、
報

償
費
、

委
託
料

、
使
用

料
及

び
賃

借
料
、

共
済
費

、
扶

助
費

、
補
助

金
、
負

担
金

 

 ５
 
留

意
事
業

 

本
事
業

は
２
（

３
）

で
定

め
る
対

象
と
な

る
家

庭
以

外
の
家

庭
に
対

し
て

支
援

を
提
供

す
る
こ

と
を

妨
げ
る

も
の
で

は
な

い
が

、
そ
の

場
合
、

当
該

家
庭

に
か
か

っ
た
経

費
に

つ
い

て
は
補

助
対
象

外
と

す

る
。

 

 

39



別
添
３

２
 

 

保
護
者

支
援
臨

時
特

例
事

業
 

 １
 
事

業
の
目

的
 

子
ど
も

と
の
関

わ
り

方
や

子
育
て

に
悩
み

や
不

安
を

抱
え
て

い
る
保

護
者

に
対

し
、
親

子
の
関

係
性

や
発
達

に
応
じ

た
子

ど
も

と
の
関

わ
り
方

等
を

学
ぶ

た
め
の

ペ
ア
レ

ン
ト

ト
レ

ー
ニ
ン

グ
を
実

施
す

る

と
と
も

に
、
同

じ
悩

み
や

不
安
を

抱
え
る

保
護

者
同

士
が
相

互
に
悩

み
や

不
安

を
相
談

・
共
有

し
、

情

報
の
交

換
が
で

き
る

場
を

設
け
る

こ
と
に

よ
り

、
健

全
な
親

子
関
係

の
形

成
を

図
る
こ

と
を
目

的
と

す

る
。

 

 ２
 
事

業
の
内

容
 

（
１
）

事
業
内

容
 

事
業
内

容
は
以

下
の

通
り

と
す
る

。
 

①
ペ
ア

レ
ン
ト

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

 

子
ど
も

と
の
関

わ
り

方
や

子
育
て

に
悩
み

・
不

安
を

抱
え
た

保
護
者

が
、

親
子

の
関
係

性

や
発
達

に
応
じ

た
子

ど
も

と
の
関

わ
り
方

等
の

知
識

や
方
法

を
身
に

つ
け

る
た

め
、
当

該
保

護
者
に

対
し
て

、
講

義
、

グ
ル
ー

プ
ワ
ー

ク
、

個
別

の
ロ
ー

ル
プ
レ

イ
等

を
内

容
と
し

た
ペ

ア
レ
ン

ト
ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
実
施

す
る
と

と
も

に
、

同
じ
悩

み
や
不

安
を

抱
え

る
保
護

者
同

士
が
相

互
に
悩

み
や

不
安

を
相
談
・
共
有

し
、
情

報
の
交
換

が
で
き

る
場

を
設

け
る
こ

と
で
、

健
全
な

親
子
関

係
の

形
成

に
向
け

た
支
援

を
行

う
。

 

②
保
護

者
指
導

支
援

プ
ロ

グ
ラ
ム

資
格
取

得
支

援
 

ペ
ア

レ
ン

ト
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

実
施

す
る

際
に

必
要

な
人

材
の

養
成

に
必

要
な

費
用

の

支
援
を

行
う
。

 

 

（
２
）

事
業
の

実
施

主
体

 

市
町
村

 

な
お
、

市
町
村

が
認

め
た

者
へ
委

託
等
を

行
う

こ
と

が
で
き

る
。

 

 

（
３
）

事
業
の

対
象

者
 

事
業
の

対
象
者

は
以

下
の

通
り
と

す
る
。

 

①
 
ペ
ア

レ
ン

ト
ト
レ

ー
ニ
ン
グ

 

親
子
の

関
係
性

や
子

ど
も

と
の
関

わ
り
方

等
に

不
安

を
抱
え

て
い

る
1
8

歳
未

満
の
子

ど

も
を
養

育
す
る

家
庭

で
、

次
の
各

号
の
い

ず
れ

か
に

該
当
す

る
家
庭

と
す

る
。

 

（
ⅰ
）

保
護
者

に
監

護
さ

せ
る
こ

と
が
不

適
当

で
あ

る
と
認

め
ら
れ

る
児

童
の

い
る
家

庭
及

び
そ
れ

に
該
当

す
る

お
そ

れ
の
あ

る
家
庭

 

（
ⅱ
）

保
護
者

の
養

育
を

支
援
す

る
こ
と

が
特

に
必

要
と
認

め
ら
れ

る
児

童
の

い
る
家

庭
及

び
そ
れ

に
該
当

す
る

お
そ

れ
の
あ

る
家
庭

 

（
ⅲ
）

乳
幼
児

健
診

や
乳

児
家
庭

全
戸
訪

問
事

業
の

実
施
そ

の
他
に

よ
り

市
町

村
が
当

該
支

援
を
必

要
と
認

め
た

家
庭

 

②
 
保
護

者
指

導
支
援

プ
ロ
グ
ラ

ム
資
格

取
得

支
援

 

ペ
ア
レ

ン
ト
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の
実

施
の
た

め
に

資
格

等
の
取

得
が
必

要
な

者
。

 

 （
４
）

事
業
実

施
方

法
 

実
施
に

当
た
っ

て
は

以
下

に
留
意

す
る
こ

と
。

 

①
ペ
ア

レ
ン
ト

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

 

（
ⅰ
）

ペ
ア
レ

ン
ト

ト
レ

ー
ニ
ン

グ
の
内

容
は

以
下

の
内
容

を
考
慮

し
つ

つ
、

地
域
の

実
情

に
応
じ

て
設
定

す
る

こ
と

。
 

a
.
 
子
ど

も
の

ほ
め
方

 

b
.
 
子
ど

も
の

行
動
の

理
解
と
要

因
の
把

握
 

c
.
 
子
ど

も
に

対
す
る

効
果
的
な

指
示
の

出
し

方
 

d
.
 
子
ど

も
の

不
適
切

な
行
動
へ

の
対
応

 

（
ⅱ
）

ペ
ア
レ

ン
ト

ト
レ

ー
ニ
ン

グ
の
実

施
に

当
た

っ
て
は

、
以
下

の
項

目
を

参
考
に

し
つ

つ
、
地

域
の
実

情
に

応
じ

て
実
施

す
る
こ

と
。

 

a
.
 
ペ

ア
レ
ン

ト
ト

レ
ー

ニ
ン
グ

実
施
者

と
し

て
、

子
ど
も

に
か
か

わ
る

業
務

に
従
事

し

て
い
た

経
験
を

有
す

る
者

で
あ
っ

て
、
適

切
に

実
施

で
き
る

と
市
町

村
が

認
め

た
者
を

置
く
こ

と
。

 

b
.
 
ペ

ア
レ

ン
ト

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

実
施

者
は

利
用

者
同

士
が

相
互

に
気

軽
に

悩
み

や
不

安

を
相
談

・
共
有

し
た

り
、

情
報
の

交
換
が

で
き

る
よ

う
配
慮

す
る
こ

と
。

 

c
.
 
定

員
は

1
0
名
程

度
を
目
安

に
、
原

則
と

し
て

グ
ル
ー

プ
で
実

施
す

る
こ

と
。

 

d
.
 
１
講

座
当

た
り
、

概
ね
５
～

８
回
（

各
回

9
0
分
～
1
2
0
分

程
度
）

を
目

安
に
、

実
施

す
る
こ

と
。

 

e
.
 
事
業

を
実

施
す
る

際
に
は
、

各
市
区

村
に

お
け

る
広
報

資
料
等

を
使

用
す

る
こ
と

で
、

事
業
の

周
知
を

図
る

こ
と

。
 

f
.
 
未

就
園

児
の

い
る

家
庭

を
対

象
と

し
て

事
業

を
実

施
す

る
場

合
、

別
室

に
て

保
育

士

等
に
よ

る
預
か

り
保

育
の

実
施
に

努
め
る

こ
と

。
 

g
.
 
学

齢
期

以
降

の
子

ど
も

を
養

育
す

る
家

庭
を

対
象

と
し

て
事

業
を

実
施

す
る

場
合

、

必
要
に

応
じ
て

当
該

子
ど

も
に
対

し
て
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を
行

う
よ
う

努
め

る
こ

と
。

 

h
.
 
利

用
者

の
同

意
を

得
た

上
で

、
利

用
者

及
び

そ
の

家
庭

の
情

報
や

受
講

者
の

状
況

に

つ
い
て

、
関
係

機
関

と
連

携
し
情

報
の
共

有
を

図
る

こ
と
。

 

②
 
保
護

者
指

導
支
援

プ
ロ
グ
ラ

ム
資
格

取
得

支
援

 

本
事
業

は
、
ペ

ア
レ

ン
ト

ト
レ
ー

ニ
ン
グ

の
実

施
に

当
た
り

必
要
な

人
材

確
保

を
行
う

た
め
の

支
援
で

あ
る

こ
と

か
ら
、

本
事
業

を
活

用
し

て
資
格

の
取
得

を
行

う
場

合
に
は

、

市
町

村
は

資
格

取
得

者
に

対
し

て
ペ

ア
レ

ン
ト

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

へ
の

積
極

的
な

従
事

を

要
件
と

し
て
設

定
す

る
こ

と
。

 

 

（
５
）

事
業
の

実
施

期
限

 

令
和
６

年
３
月

３
１

日
と

す
る
。

 

 ３
 
補

助
基
準

額
・

補
助

率
 

（
１
）

補
助
基

準
額

 

①
 
ペ
ア

レ
ン

ト
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
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次
に
よ

り
算
出

し
た

額
の

合
算
額

か
ら
利

用
者

が
負

担
す
べ

き
額
の

合
算

額
を

控
除
し

た
額
。

な
お
、
利

用
者
負

担
軽

減
を
実
施

し
な
い

場
合

は
、
そ
の
他

世
帯
に

準
じ

た
扱

い
と
し
、
利
用
者

負
担
軽

減
を
実

施
し

た
場

合
は
、
利

用
者

が
負
担

す
べ
き
額

を
上
回

る
負

担
を

求
め
て

は
な
ら

な

い
も
の

と
す
る

。
 

 

１
市
町

村
あ
た

り
 

 
 
延

べ
利
用

者
数

 
×

 
3
2
,
8
0
0
円

 

（
※
）

延
べ
利

用
者

数
と

は
、
１

利
用
者

が
１

講
座

（
全
８

回
程
度

）
を

利
用

し
た
場

合
、
１

人
と
カ

ウ
ン
ト

す
る

。
 

 

（
ⅰ

）
利

用
者

負
担

軽
減

を
実

施
す

る
場

合
 

上
記

に
よ

り
算

出
し

た
額

の
合

算
額

か
ら

、
以
下

の
ア
～
エ

に
該
当

す
る

世
帯

に
対
し

て
定
め

る
利

用
者

負
担

額
の

合
算

額
を

控
除

し
た

額
 

な
お

、
利

用
者

に
対

し
て

利
用

者
負

担
額

を
上

回
る

負
担

を
求

め
て

は
な

ら
な

い
も

の
と

す

る
。

 

 （
ⅱ

）
利

用
者

負
担

軽
減

を
実

施
し

な
い

場
合

 

以
下
の

ア
～
ウ

の
該

当
の

有
無
に

関
わ
ら

ず
、
一
律

に
上

記
に

よ
り

算
出

し
た

額
の

合
算

額
か

ら
そ

の
他

世
帯

の
利

用
者

負
担

額
を

控
除

し
た

額
 

 

ア
 
生

活
保
護

世
帯

（
支

援
を
受

け
た
日

に
お

い
て

生
活
保

護
法
（

昭
和

2
5

年
法
律

第
1
4
4

号
）
第

６
条
第

１
項

に
規

定
す
る

被
保
護

者
）

 

イ
 
住

民
税
非

課
税

世
帯

（
保
護

者
及
び

当
該

保
護

者
と
同

一
の
世

帯
に

属
す

る
者
が

地
方
税

法
（
昭
和

2
5
年
法
律

第
2
2
6
号
）
の

規
定

に
よ
る

市
町
村

民
税
を

課
さ

れ
な

い
者
（

ア
に

掲
げ
る

者
を
除

く
。

）
）

 

ウ
 
住

民
税
所

得
割

課
税

額
7
7
,
1
0
1
円

未
満
世

帯
（
年
収

3
6
0
万

円
未

満
世
帯
相

当
）
（

保

護
者
及

び
当
該

保
護

者
と

同
一
の

世
帯
に

属
す

る
者

に
つ
い

て
、
地

方
税

法
の

規
定
に

よ
る

市
町
村

民
税
の

同
法

第
2
9
2
条
第

１
項

第
２
号

に
掲
げ
る

所
得
割

の
額

を
合

算
し
た

額
（
以

下
、
市

町
村
民

税
所

得
割

合
算
額

と
い
う

。
）

が
7
7
,
1
0
1

円
未
満

で
あ

る
者

（
ア
及

び
イ

に
掲
げ

る
者
を

除
く

。
）

）
 

 
 
 
エ

 
ア

～
ウ
に

該
当
し
な

い
、
そ

の
他

世
帯

 

 （
利
用

者
負
担

額
）

 

 
延

べ
利

用
者

数
 

×
 

生
活

保
護

世
帯

 
0
円

 

住
民

税
非

課
税

世
帯

 
3
,
2
0
0
円

 

住
民

税
所

得
割

課
税

額

7
7
,
1
0
1
円
未

満
世
帯

 

6
,
5
6
0
円

 

そ
の

他
世

帯
 

1
6
,
4
0
0
円

 

 ②
 
保
護

者
指

導
支
援

プ
ロ
グ
ラ

ム
資
格

取
得

支
援

 

１
市
町

村
当
た

り
 
1
0
0
,
0
0
0
円

 

 

（
２
）

補
助
率

 

国
１
／

２
、
都

道
府

県
１

／
４
、

市
町
村

１
／

４
 

 ４
 
対

象
経
費

 

報
酬
、
給
料
及

び
職

員
手

当
等
、
旅
費
、
需
用

費
（

消
耗
品

費
、
教

材
費

、
燃

料
費
、
印
刷
製

本
費
、

会
議

費
、
光

熱
水

費
）

、
備

品
購
入

費
、

役
務

費
（

通
信

運
搬

費
、

広
告

料
、

保
険

料
）

、
報

償
費
、

委
託
料

、
使
用

料
及

び
賃

借
料
、

共
済
費

、
扶

助
費

、
補
助

金
、
負

担
金

 

 ５
 
留

意
事
項

 

ペ
ア
レ

ン
ト
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に
つ

い
て
２
（

３
）
①

で
定
め

る
対
象

と
な

る
家

庭
以
外

の
家
庭

に
対

し
て

支
援

を
提

供
す

る
こ

と
を

妨
げ

る
も

の
で

は
な

い
が

、
そ

の
場

合
、

当
該

家
庭

に
か

か
っ

た
経

費
に
つ

い
て
は

補
助

対
象

外
と
す

る
。
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別
添
３

３
 

 

子
ど
も

の
居
場

所
支

援
整

備
事
業

 

 １
 
事

業
の
目

的
 

家
庭
や

学
校
に

居
場

所
の

な
い
子

ど
も
を

対
象

と
し

た
居
場

所
の
提

供
や

家
庭

環
境
・
養
育
環

境
の

維
持
改

善
を
目

的
と

し
て

、
子
ど

も
と
そ

の
家

庭
が

抱
え
る

多
様
な

課
題

に
応

じ
た
支

援
を
包

括
的

に

実
施
す

る
居
場

所
を

整
備

す
る
た

め
の
支

援
を

提
供

す
る
。

 

 ２
 
事

業
の
内

容
 

（
１
）

事
業
内

容
 

家
庭
や

学
校
に

居
場

所
の

な
い
子

ど
も
と

そ
の

家
庭

が
抱
え

る
多
様

な
課

題
に

応
じ
た

支
援
を

、

包
括
的

に
実
施

す
る

居
場

所
の
整

備
に
必

要
な

整
備

費
と
改

修
費
の

支
援

を
行

う
。

 

 

（
２
）

事
業
の

実
施

主
体

 

市
町
村

 

 

（
３
）

整
備
対

象
施

設
の

設
置
主

体
（
事

業
者

）
 

市
町
村

又
は
市

町
村

が
適

当
と
認

め
た
者

 

 

（
４
）

整
備
基

準
 

 
事
業

所
の
整

備
に

当
た

っ
て
は

、
以
下

の
①

～
④

の
設
備

を
設
け

る
も

の
と

す
る
。

 

①
 
相

談
室

 

②
 
対

象
者
が

集
ま

る
こ

と
が
で

き
る
設

備
 

③
 
事

務
室

 

④
 
キ

ッ
チ
ン

、
浴

室
、

学
習
ス

ペ
ー
ス

な
ど

、
そ

の
他
支

援
の
実

施
に

必
要

な
設
備

 

 

３
 
補

助
基
準

額
・

補
助

率
等

 

 
（
１

）
補
助

基
準

額
 

種
目

 
補
助
基

準
額

 

本
体
工

事
 

１
施
設

当
た
り

 
1
7
,
6
3
5
千
円

 

特
殊
附

帯
工
事

 
１
施
設

当
た
り

 
1
6
,
8
0
4
千
円

 

地
域
交

流
ス
ペ

ー
ス

加
算

 
１
施
設

当
た
り

 
1
2
,
2
7
3
千
円

 

解
体
撤

去
工
事

 
1
施
設

当
た
り

 
 
1
,
0
0
3
千
円

 

仮
設
施

設
整
備

工
事

 
１
施
設

当
た
り

 
 
1
,
7
8
0
千
円

 

※
 
大

規
模
修

繕
等

に
つ

い
て
は

、
対
象

経
費

の
実

支
出
額

を
基
準

額
と

す
る

こ
と
。

 

※
 
特

殊
附

帯
工
事

に
つ

い
て
は

、
「

次
世
代

育
成

支
援
対

策
施

設
整
備

交
付

金
に
お

け
る

特
殊
附

帯
工
事

の
取
扱

い
に

つ
い

て
」
（

平
成

2
0
年
６

月
1
2
日
 

雇
児

発
第

0
6
1
2
0
0
4
号
）

を
準

用
し

て
整
備

す
る
こ

と
。

 

※
 
地

域
交

流
ス
ペ

ー
ス

加
算
に

つ
い

て
は
、

「
次

世
代
育

成
支

援
対
策

施
設

整
備
交

付
金

に
お
け

る
地

域
福

祉
の

推
進
等

を
図
る

た
め

の
ス

ペ
ー
ス

（
地
域

交
流

ス
ペ

ー
ス
）

の
整
備

に
つ

い
て

」

（
平
成

2
0
年

６
月

1
2
日

雇
児
発

第
0
6
1
2
0
0
8
号
）

の
「
Ⅰ

地
域
に

密
着

し
た

独
自
の

事
業
を

実

施
す
る

た
め
の

地
域

交
流

ス
ペ
ー

ス
の
整

備
」

を
準

用
し
て

整
備
す

る
こ

と
。

 

※
 
豪

雪
地
帯

対
策

特
別

措
置
法

（
昭

和
3
7
年
法

律
第

7
3
号

）
第

2
条

第
2
項
の

規
定
に

基
づ

き

指
定
さ

れ
た
特

別
豪

雪
地

域
、
奄

美
群
島

振
興

開
発

特
別
措

置
法
（

昭
和

2
9
年
法
律

第
1
8
9
号
）

第
1
条
に
規

定
さ
れ

た
奄

美
群
島

、
離
島

振
興

法
（

昭
和

2
8
年
法

律
第

7
2
号

）
第

2
条
第

1
項

の
規

定
に

基
づ

き
指
定

さ
れ
た

離
島

振
興

対
策
実

施
地
域

、
小

笠
原

諸
島
振

興
開
発

特
別

措
置

法

（
昭
和

4
4
年
法

律
第

7
9
号
）
第

4
条
第

1
項

に
規

定
さ
れ

た
小
笠

原
諸

島
又

は
沖
縄

振
興
特

別

措
置
法

（
平
成

1
4
年
法

律
第

1
4
号
）

第
3
条
第

1
項
第

3
号
に

規
定
さ

れ
た
離
島

の
い
ず

れ
か

に
所
在

す
る
場

合
は

、
基

準
額
（

地
域

交
流

ス
ペ
ー

ス
を
除

く
）
に
対

し
て

、
0
.
0
8
を

乗
じ

て
得

ら
れ
た

基
準
額

を
加

算
す

る
こ
と

。
（
小

数
点

以
下

切
捨
て

。
）

 

  
（
２

）
補
助

率
 

 
 
 

 
国
２

／
３

、
市

町
村
１

／
１
２

、
事

業
者

１
／
４

 

  
（
３

）
補
助

対
象

事
業

（
整
備

区
分
）

 

創
設

、
増

築
、

増
改

築
、

改
築

、
改

修
、

大
規

模
修

繕
等

（
そ

の
他

、
民

間
資

金
等

の
活

用

に
よ
る

公
共
施

設
等

の
整

備
等
の

促
進
に

関
す

る
法

律
（
平
成

1
1
年

法
律
第

1
1
7
号
）
第

８
条

第
１
項

の
規
定

に
よ

り
選

定
さ
れ

た
選
定

事
業

者
が

、
同
法

第
1
4
条
第

１
項

の
規
定

に
よ
り

整

備
し
た

施
設
を

市
町

村
が

買
収
す

る
事
業

を
含

む
も

の
と
す

る
。
）

 

 ４
 
事

業
の
実

施
期

限
 

令
和
６

年
３
月

３
１

日
と

す
る
。

た
だ
し

、
令

和
５

年
度
中

に
施
設

整
備

に
着

手
し
、

令
和
６

年
度

中
に
完

了
が
見

込
ま

れ
る

場
合
に

は
、
施

設
整
備

が
完
了
す

る
月
の

末
日

又
は

令
和
７

年
３

月
3
1
日

の

い
ず
れ

か
早
い

日
と

す
る

。
 

 ５
 
対

象
経
費

 

種
目

 
対
象
経

費
 

本
体
工

事
費

 
施

設
の

整
備

に
必

要
な

工
事

費
又

は
工

事
請

負
費

及
び

工
事

事
務

費
（

工

事
施

工
の

た
め

直
接

必
要

な
事

務
に

要
す

る
費

用
で

あ
っ

て
、

旅
費

、
消

耗

品
費

、
通

信
運

搬
費

、
印

刷
製

本
費

及
び

設
計

監
督

料
等

を
い

い
、

そ
の

額

は
、
工

事
費
又

は
工

事
請

負
費
の

2
.
6
％

に
相

当
す

る
額
を

限
度
額

と
す

る
。

以
下
同

じ
）
。

 

た
だ

し
、

別
の

補
助

金
等

又
は

こ
の

種
目

と
は

別
の

種
目

に
お

い
て

別
途

交
付
対

象
と
す

る
費

用
を

除
き
（
以
下

同
じ

。
)
、
工
事
費

又
は
工

事
請

負
費

に
は

、
こ

れ
と

同
等

と
認

め
ら

れ
る

委
託

費
、

分
担

金
及

び
適

当
と

認
め

ら
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れ
る
購

入
費
等

を
含

む
（

以
下
同

じ
。
）
。

 

特
殊
附

帯
工
事

費
 

特
殊
附

帯
工
事

費
に

必
要

な
工
事

費
又
は

工
事

請
負

費
 

地
域

交
流

ス
ペ

ー

ス
加
算

 

地
域

に
密

着
し

た
独

自
の

事
業

を
実

施
す

る
た

め
の

場
等

を
確

保
す

る
整

備
で
あ

っ
て
、

平
成

2
0
年
６
月

1
2
日

雇
児

発
第

0
6
1
2
0
0
8
号
厚

生
労

働
省

雇
用

均
等

・
児

童
家

庭
局

長
通

知
「

次
世

代
育

成
支

援
対

策
施

設
整

備
交

付

金
に

お
け

る
地

域
福

祉
の

推
進

等
を

図
る

た
め

の
ス

ペ
ー

ス
（

地
域

交
流

ス

ペ
ー

ス
）

の
整

備
に

つ
い

て
」

に
定

め
る

基
準

に
適

合
す

る
整

備
に

必
要

な

事
費
又

は
工
事

請
負

費
及

び
工
事

事
務
費

 

解
体

撤
去

工
事

費

及
び

仮
設

施
設

整

備
工

事
費
（

改
築

・

大
規

模
修

繕
等

の

場
合
が

対
象
）
※
大

規
模

修
繕

等
に

つ

い
て
は

、
仮
設

施
設

整
備
費

の
み
対

象
 

解
体

撤
去

に
必

要
な

工
事

費
又

は
工

事
請

負
費

及
び

仮
設

施
設

整
備

に
必

要
な
賃

借
料
、

工
事

費
又

は
工
事

請
負
費

 

 ６
 
留

意
事
項

 

 
（
１

）
次
に

掲
げ

る
費

用
に
つ

い
て
は

、
対

象
と

し
な
い

。
 

 
 
 

①
 
土

地
の

買
収

又
は
整

地
に
関

す
る

費
用

 

 
 
 

②
 
既

存
建

物
の

買
収
（

既
存
建

物
を

買
収

す
る
こ

と
が
建

物
を

新
築

す
る
こ

と
よ
り

、
効

率
的

で
あ
る

と
認
め

ら
れ

る
場

合
に
お

け
る
当

該
建

物
の

買
収
を

除
く
。

）
に

要
す

る
費
用

 

 
 
 

③
 
職

員
の

宿
舎

に
要
す

る
費
用

 

 
 
 

④
 
そ

の
他

施
設

整
備
費

と
し
て

適
当

と
認

め
ら
れ

な
い
費

用
 

 （
２
）

こ
の
事

業
に

よ
り

施
設
整

備
を
行

う
際

に
、

過
去
に

厚
生
労

働
省

所
管

一
般
会

計
補
助

金
等

の

交
付
を

受
け
取

得
し

た
財

産
に
つ

い
て

、
取

り
壊
し

等
の
財

産
処
分

を
行

う
場

合
に
は

、
平

成
2
0

年
４
月

1
7
日

雇
児

発
第

0
4
1
7
0
0
1
号

「
厚

生
労
働

省
所
管

一
般
会

計
補

助
金

等
に
係

る
財
産

処

分
に
つ

い
て
」

に
よ

る
財

産
処
分

の
承
認

手
続

き
等

が
必
要

で
あ
る

の
で

、
厚

生
労
働

省
又
は

各

地
方
厚

生
局
若

し
く

は
地

方
厚
生

支
局
と

事
前

に
相

談
す
る

こ
と
。

 

 （
３
）

「
次
世

代
育

成
支

援
対
策

施
設
整

備
交

付
金

交
付
要

綱
」
（

平
成

2
0
年
６
月

1
2
日

厚
生
労

働

省
発
雇

児
第

0
6
1
2
0
0
1
号

厚
生
労

働
省
事

務
次

官
通

知
の
別

紙
）
に

基
づ

く
交

付
金
の

対
象
と

な

る
補

助
対

象
経

費
と

本
事

業
に

よ
る

補
助

対
象

経
費

が
重

複
す

る
こ

と
が

な
い

よ
う

留
意

す
る

こ
と
。

 

別
添
３

４
 

 

子
ど
も

の
居
場

所
支

援
臨

時
特
例

事
業

 

 １
 
事

業
の
目

的
 

家
庭
や

学
校
に

居
場

所
の

な
い
子

ど
も
に

対
し

て
、
子
ど
も

と
そ
の

家
庭

が
抱

え
る
多

様
な
課

題
に

応
じ
て

、
生
活

習
慣

の
形

成
や
学

習
の
サ

ポ
ー

ト
、

進
路
等

の
相
談

支
援

、
食

事
の
提

供
を
行

う
と

と

も
に
、

子
ど
も

・
家

庭
の

状
況
を

ア
セ
ス

メ
ン

ト
し

、
関
係

機
関
へ

の
つ

な
ぎ

を
行
う

等
の
支

援
を

包

括
的
に

提
供
す

る
。

 

 ２
 
事

業
の
内

容
 

（
１
）

事
業
内

容
 

以
下
の

①
、
②

の
全

部
も

し
く
は

一
部
の

取
組

を
行

う
こ
と

と
す
る

。
 

①
 
子

ど
も
の

居
場

所
支

援
臨
時

特
例
事

業
 

「
児
童

指
導
担

当
職

員
」

を
配
置

し
、
以

下
の

（
ⅰ

）
～
（

ⅵ
）
に

掲
げ

る
取

組
を
包

括
的
に

実
施
す

る
も
の

と
す

る
。

 

た
だ
し

、
支
援

を
常

時
提

供
し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

わ
け
で

は
な
く

、
支

援
対

象
者
か

ら
支
援

を
求
め

ら
れ
た

際
に

、
確

実
に
支

援
を
提

供
で

き
る

体
制
を

整
備
す

る
こ

と
。

 

（
ⅰ
）

安
心
・

安
全

な
居

場
所
の

提
供
（

※
２

）
 

（
ⅱ
）

生
活
習

慣
の

形
成

（
片
付

け
や
手

洗
い

、
う

が
い
等

の
健
康

管
理

の
習

慣
づ
け

、
日
用

品

の
使
い

方
に
関

す
る

助
言

等
）

 

（
ⅲ
）

学
習
の

支
援

（
宿

題
の
見

守
り
、

学
校

の
授

業
や
進

学
の
た

め
の

サ
ポ

ー
ト
等

）
 

（
ⅳ
）

食
事
の

提
供

（
※

３
、
４

、
５
）

 

（
ⅴ
）

課
外
活

動
の

提
供

（
調
理

実
習
、

農
業

体
験

、
年
中

行
事
の

体
験

や
学

校
訪
問

等
）

 

（
ⅵ
）

学
校
、

医
療

機
関

、
民
生

委
員
・

児
童

委
員

等
の
関

係
機
関

と
日

常
的

に
連
携

を
行
い

、

事
業

の
趣

旨
や

各
機

関
が

把
握

し
て

い
る

子
ど

も
の

情
報

が
共

有
さ

れ
や

す
い

関
係

の
構

築
 

（
※
１

）
（
ⅰ

）
～
（

ⅵ
）
の
取

組
を
通

じ
て

家
庭

へ
の
支

援
が
必

要
と

判
断

さ
れ
る

場
合
に

は
、

保
護
者

へ
の
家

庭
の

状
況

の
聞
き

取
り
等

を
通

じ
て

、
家
庭

環
境
の

把
握

に
努

め
る
こ

と
。

 

（
※
２

）
居
場

所
に

お
け

る
支
援

を
行
う

際
、

必
要

に
応
じ

て
家
庭

、
学

校
、

そ
の
他

の
場
所

と

本
事
業

の
実
施

場
所

と
の

間
の
送

迎
支
援

を
行

う
こ

と
。

 

（
※
３

）
食
事

の
提

供
に

当
た
っ

て
は
、

食
育

の
観

点
に
配

慮
す
る

と
と

も
に

、
衛
生

管
理
及

び

事
故
防

止
の
徹

底
を

図
る

こ
と
。

 

（
※
４

）
提
供

す
る

食
事

は
、
必

ず
居
場

所
で

調
理

さ
れ
た

食
事
で

あ
る

こ
と

を
要
し

な
い
。

 

（
※
５

）
居
場

所
に

て
食

事
の
提

供
を
含

め
た

各
種

支
援
を

包
括
的

に
提

供
す

る
こ
と

を
目
的

と

し
た
事

業
で
あ

る
た

め
、

宅
食
に

よ
り
食

事
を

提
供

す
る
こ

と
は
不

可
と

す
る

。
 

②
 
児

童
指
導

専
門

職
員

配
置
支

援
事
業

 

子
ど

も
及

び
そ

の
家

庭
を

対
象

と
し

た
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
の

業
務

に
従

事
し

て
い

た
経

験

を
持
ち

、
十
分

な
ソ

ー
シ

ャ
ル
ワ

ー
ク
ス

キ
ル

を
有

す
る
「

児
童
指

導
専

門
職

員
」
を

配
置
し

、

以
下
の

（
ⅰ
）

～
（

ⅳ
）

に
掲
げ

る
取
組

を
包

括
的

に
実
施

す
る
も

の
と

す
る

。
 

（
ⅰ
）

支
援
計

画
（

※
１

）
の
策

定
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（
ⅱ
）

学
校
、

要
保

護
児

童
対
策

地
域
協

議
会

等
の

関
係
機

関
に
お

け
る

会
議

へ
の
出

席
等

 

（
ⅲ
）

子
ど
も

の
家

庭
へ

の
訪
問

を
含
め

た
支

援
（

※
２
）

 

（
ⅳ
）

そ
の
他

、
居

場
所

に
お
け

る
子
ど

も
に

必
要

な
支
援

 

（
※
１

）
支
援

計
画

は
、

居
場
所

に
お
け

る
子

ど
も

へ
の
支

援
を
中

心
に

考
え

た
も
の

で
あ
る

こ

と
。

 

（
※
２

）
事
業

所
に

お
け

る
保
護

者
へ
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
等

の
支
援

だ
け

で
は

な
く
、

必
要
に

応

じ
て
、

子
ど
も

の
家

庭
を

訪
問
し

、
家
庭

環
境

の
把

握
や
保

護
者
へ

の
相

談
支

援
を
実

施
す

る
こ
と

。
 

 

（
２
）

事
業
の

実
施

主
体

 

市
町
村

 

な
お
、

市
町
村

が
認

め
た

者
へ
委

託
等
を

行
う

こ
と

が
で
き

る
。

 

 

（
３
）

支
援
対

象
者

 

①
 
食

事
、
衣
服

、
生
活

環
境
等

に
つ
い

て
、
不

適
切
な
養

育
状
態

に
あ

る
家

庭
の
子

ど
も
等

、
養

育
環
境

に
関
し

て
課

題
の

あ
る
学

齢
期
の

子
ど

も
及

び
そ
の

家
庭

 

②
 
不

登
校
の

子
ど

も
等

、
学
校

に
居
場

所
の

な
い

学
齢
期

の
子
ど

も
及

び
そ

の
家
庭

 

③
 
そ

の
他
、
市
町

村
が

関
係
機

関
か
ら

の
情

報
に

よ
り
支

援
を
行

う
こ

と
が

適
切
で

あ
る
と

判
断

し
た
学

齢
期
の

子
ど

も
及

び
そ
の

家
庭

 

 

（
４
）

事
業
実

施
場

所
 

児
童
養

護
施
設

、
児

童
館

、
児
童

家
庭
支

援
セ

ン
タ

ー
等
の

子
育
て

関
連

施
設

や
そ
の

他
市
町

村
が
子

ど
も
の

居
場

所
支

援
を
行

う
場
所

と
し

て
適

当
と
認

め
た
場

所
（

空
き

家
や
賃

貸
物
件

の

活
用
を

含
む
。

）
 

 （
５
）

事
業
実

施
体

制
 

事
業
の

実
施
に

あ
た

っ
て

は
、
以

下
の
①

児
童

指
導

担
当
職

員
は
必

置
と

し
、

②
児
童

指
導
専

門
職
員

は
地
域

の
実

情
や

そ
の
他

支
援
の

必
要

性
を

考
慮
し

て
配
置

す
る

も
の

と
す
る

。
 

な
お
、

職
員
の

配
置

に
あ

た
っ
て

は
、
研

修
の

実
施

等
に
よ

り
、
従

事
す

る
職

員
の
質

の
担
保

を
図
る

こ
と
。

 

①
 
児

童
指
導

担
当

職
員

 

（
ⅰ
）

児
童
福

祉
事

業
及

び
そ
れ

に
類
す

る
業

務
に

従
事
し

て
い
た

経
験

を
持

つ
者

 

（
ⅱ
）

専
従
の

常
勤

職
員

（
常
勤

的
非
常

勤
職

員
を

含
む
）

で
あ
る

こ
と

が
望

ま
し
い

。
 

な
お
、

児
童
指

導
担

当
職

員
の
配

置
に
あ

た
っ

て
は

、
児
童

の
支
援

に
従

事
す

る
同
種

の
職

員
の
処

遇
を
考

慮
し

た
上

で
配
置

す
る
こ

と
。

 

②
 
児

童
指
導

専
門

職
員

 

（
ⅰ
）

子
ど
も

を
対

象
と

し
た
ソ

ー
シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

の
業
務

に
従
事

し
て

い
た

者
 

な
お
、

児
童
指

導
専

門
職

員
は
、

支
援
計

画
の

策
定

や
要
保

護
児
童

対
策

地
域

協
議
会

等

関
係
機

関
と
の

会
議

へ
の

出
席
等

、
十
分

な
ソ

ー
シ

ャ
ル
ワ

ー
ク
ス

キ
ル

が
求

め
ら
れ

る

こ
と
か

ら
、
社

会
福

祉
士

又
は
精

神
保
健

福
祉

士
の

資
格
を

有
す
る

こ
と

が
望

ま
し
い

。
 

 

（
６
）

開
所
日

数
 

開
所

す
る

日
数

は
、

そ
の

地
域

に
お

け
る

学
校

の
授

業
の

休
業

日
そ

の
他

の
状

況
等

を
考

慮

し
、
年

間
2
5
0
 
日
以

上
開
所
す

る
こ
と

。
 

た
だ
し

、
実
態

と
し

て
2
5
0
日
開

所
す

る
必
要

が
な
い
場

合
に
は

、
特

例
と

し
て

2
0
0
日
以

上

の
開
所

で
も
本

事
業

の
対

象
と
す

る
。

 

 

（
７
）

開
所
時

間
 

原
則
、
1
2
時

か
ら

2
0
時

を
目
途

と
し
て

開
所

す
る

も
の
と

す
る
が

、
そ

の
地

域
に
お

け
る
学

校
の
授

業
の
終

了
の

時
刻

そ
の
他

の
状
況

等
を

考
慮

し
て
定

め
る
も

の
と

す
る

。
 

 ３
 
事

業
の
実

施
期

限
 

令
和
６

年
３
月

３
１

日
と

す
る
。

 

 ４
 
補

助
基
準

額
・

補
助

率
 

（
１
）

補
助
基

準
額

 

①
 
子

ど
も
の

居
場

所
支

援
臨
時

特
例
事

業
 

１
か

所
当
た

り
 
1
4
,
5
9
2
千

円
 

 
 
 

 
賃
借

料
支

援
 

１
か
所

当
た
り

 
 
3
,
0
0
0
千
円

（
上
限

）
 

 
開
設

準
備
経

費
支

援
 

１
か
所

当
た
り

 
 
4
,
0
0
0
千
円

（
上
限

）
 

②
 
児

童
指
導

専
門

職
員

配
置
支

援
事
業

 
 

１
か

所
当
た

り
 
 
1
,
2
5
8
千

円
 

 

（
２
）

補
助
率

 

 
 
国

１
／
２

、
都

道
府

県
１
／

４
、
市

町
村

１
／

４
 

 ５
 
対

象
経
費

 

報
酬
、
給
料
及

び
職

員
手

当
等
、
旅
費
、
需
用

費
（

消
耗
品

費
、
教

材
費

、
燃

料
費
、
印
刷
製

本
費
、

会
議
費

、
光
熱

水
費

）
、

改
修
費

、
備
品

購
入

費
、

役
務
費

（
通
信

運
搬

費
、

広
告
費

、
保
険

料
）
、

報
償
費

、
委
託

料
、

使
用

料
及
び

賃
借
料

、
共

済
費

、
扶
助

費
、
補

助
金

、
負

担
金

 

 ６
 
留

意
事
項

 

（
１
）

母
子
及

び
父

子
並

び
に
寡

婦
福
祉

法
（

昭
和

3
9
 
年
法
律

第
1
2
9
 
号

）
に
基

づ
く
ひ

と
り

親
家

庭
の
子

ど
も
に

対
す

る
生

活
・
学

習
支
援

事
業

、
生

活
困
窮

者
自
立

支
援

法
（

平
成

2
5
年
法

律

第
1
0
5
号
）
に

基
づ

く
生

活
困
窮

世
帯
の

子
ど

も
に

対
す
る

学
習
・

生
活

支
援

事
業
、

そ
の
他

関

連
す
る

施
策
と

の
連

携
を

図
る
と

と
も
に

、
支

援
対

象
児
童

の
重
複

を
防

ぐ
こ

と
。

 

 （
２
）

事
業
の

実
施

に
よ

り
知
り

得
た
個

人
情

報
は

、
規
定

を
置
く

な
ど

の
措

置
を
図

る
こ
と

で
適

切

に
保
管

す
る
と

と
も

に
、

児
童
指

導
担
当

職
員

や
児

童
指
導

専
門
職

員
に

対
し

て
個
人

情
報
の

取

り
扱
い

等
に
つ

い
て

、
守

秘
義
務

を
課
す

こ
と

。
ま

た
、
事

業
の
全

部
又

は
一

部
を
委

託
し
て

実

施
す
る

場
合
に

は
、

委
託

先
と
の

契
約
に

お
い

て
定

め
る
こ

と
。

 

 （
３
）

支
援
対

象
者

の
情

報
の
共

有
に
あ

た
っ

て
は

、
本
人

の
同
意

を
得

た
上

で
実
施

す
る
こ

と
。
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別
添
３

５
 

 

子
育
て

短
期
支

援
整

備
事

業
 

 １
 
事

業
の
目

的
 

児
童
福

祉
法
（

昭
和

2
2
年
法
律

第
1
6
4
号
）
第
６

条
の
３

第
３
項

に
規

定
す

る
市
町

村
が
実

施
す

る

子
育
て

短
期
支

援
事

業
（

別
添

3
5
の
「

子
育

て
短

期
支
援

臨
時
特

例
事

業
の

実
施
に

つ
い
て

」
に

基
づ

く
子
育

て
短
期

支
援

臨
時

特
例
事

業
を
含

む
。

以
下

同
じ
。

）
の
実

施
に

当
た

り
、
保

護
者
が

レ
ス

パ

イ
ト
・

ケ
ア
の

必
要

性
を

感
じ
た

と
き
に

安
定

し
て

利
用
す

る
こ
と

が
で

き
る

よ
う
、

子
育
て

短
期

支

援
事
業

の
安
定

的
な

提
供

体
制
の

整
備
を

推
進

す
る

た
め
、

子
育
て

短
期

支
援

事
業
専

用
の
居

室
の

整

備
に
要

す
る
費

用
の

一
部

を
補
助

す
る
こ

と
に

よ
り

、
こ
れ

ら
の
児

童
及

び
そ

の
家
庭

の
福
祉

の
向

上

を
図
る

こ
と
を

目
的

と
す

る
。

 

 ２
 
事

業
の
内

容
 

 
（
１

）
事
業

内
容

 

児
童

養
護

施
設

、
母

子
生

活
支

援
施

設
、

乳
児

院
、

保
育

所
、

フ
ァ

ミ
リ

ー
ホ

ー
ム

等
住

民

に
身

近
で

あ
っ

て
、

適
切

に
保

護
す

る
こ

と
が

で
き

る
施

設
（

以
下

、
施

設
と

い
う

。
）

に
お

い
て

、
子

育
て

短
期

支
援

事
業

を
実

施
す

る
た

め
の

専
用

の
居

室
を

整
備

す
る

た
め

の
費

用
の

一
部
を

補
助
す

る
。

 

 
（
２

）
事
業

の
実

施
主

体
 

 
 
 

 
市
町

村
 

 
（
３

）
整
備

対
象

施
設

の
設
置

主
体
（

事
業

者
）

 

 
 
 

 
市
町

村
又

は
市

町
村
が

適
当
と

認
め

た
者

 

（
４
）

事
業
の

実
施

期
限

 

令
和
６

年
３
月

３
１

日
と

す
る
。
た

だ
し
、
令
和
５

年
度
中

に
施
設

整
備

に
着

手
し
、
令

和
６

年
度
中

に
完
了

が
見

込
ま

れ
る
場

合
に
は

、
施

設
整

備
が
完

了
す
る

月
の

末
日

又
は
令

和
７
年

３

月
3
1
日

の
い

ず
れ
か

早
い
日
と

す
る
。

 

 ３
 
補

助
基
準

額
・

補
助

率
等

 

 
（
１

）
補
助

基
準

額
 

種
目

 
補
助
基

準
額

 

本
体
工

事
 

定
員
１

人
当
た

り
 
2
,
4
4
9
千
円

 

初
度
設

備
相
当

加
算

 
定
員
１

人
当
た

り
 

 
 
9
7
千
円

 

特
殊
附

帯
工
事

 
１
施
設

当
た
り

 
 
1
6
,
8
0
4
千
円

 

地
域
交

流
ス
ペ

ー
ス

加
算

 
１
施
設

当
た
り

 
 
1
2
,
2
7
3
千
円

 

解
体
撤

去
工
事

 
定
員
１

人
当
た

り
 

 
1
2
1
千
円

 

仮
設
施

設
整
備

工
事

 
定
員
１

人
当
た

り
 

 
2
2
0
千
円

 

※
 
大

規
模
修

繕
等

に
つ

い
て
は

、
対
象

経
費

の
実

支
出
額

を
基
準

額
と

す
る

こ
と
。

 

※
 
特

殊
附

帯
工
事

に
つ

い
て
は

、
「

次
世
代

育
成

支
援
対

策
施

設
整
備

交
付

金
に
お

け
る

特
殊
附

帯
工
事

の
取
扱

い
に

つ
い

て
」
（

平
成

2
0
年
６

月
1
2
日
 

雇
児

発
第

0
6
1
2
0
0
4
号
）

を
準

用
し

て
整
備

す
る
こ

と
。

 

※
 
地

域
交

流
ス
ペ

ー
ス

加
算
に

つ
い

て
は
、

「
次

世
代
育

成
支

援
対
策

施
設

整
備
交

付
金

に
お
け

る
地

域
福

祉
の

推
進
等

を
図
る

た
め

の
ス

ペ
ー
ス

（
地
域

交
流

ス
ペ

ー
ス
）

の
整
備

に
つ

い
て

」

（
平
成

2
0
年

６
月

1
2
日

雇
児
発

第
0
6
1
2
0
0
8
号
）

の
「
Ⅰ

地
域
に

密
着

し
た

独
自
の

事
業
を

実

施
す
る

た
め
の

地
域

交
流

ス
ペ
ー

ス
の
整

備
」

を
準

用
し
て

整
備
す

る
こ

と
。

 

※
 
豪

雪
地
帯

対
策

特
別

措
置
法

（
昭

和
3
7
年
法

律
第

7
3
号

）
第

2
条

第
2
項
の

規
定
に

基
づ

き

指
定
さ

れ
た
特

別
豪

雪
地

域
、
奄

美
群
島

振
興

開
発

特
別
措

置
法
（

昭
和

2
9
年
法
律

第
1
8
9
号
）

第
1
条
に
規

定
さ
れ

た
奄

美
群
島

、
離
島

振
興

法
（

昭
和

2
8
年
法

律
第

7
2
号

）
第

2
条
第

1
項

の
規

定
に

基
づ

き
指
定

さ
れ
た

離
島

振
興

対
策
実

施
地
域

、
小

笠
原

諸
島
振

興
開
発

特
別

措
置

法

（
昭
和

4
4
年
法

律
第

7
9
号
）
第

4
条
第

1
項

に
規

定
さ
れ

た
小
笠

原
諸

島
又

は
沖
縄

振
興
特

別

措
置
法

（
平
成

1
4
年
法

律
第

1
4
号
）

第
3
条
第

1
項
第

3
号
に

規
定
さ

れ
た
離
島

の
い
ず

れ
か

に
所
在

す
る
場

合
は

、
基

準
額
（

地
域

交
流

ス
ペ
ー

ス
を
除

く
）
に
対

し
て

、
0
.
0
8
を

乗
じ

て
得

ら
れ
た

基
準
額

を
加

算
す

る
こ
と

。
（
小

数
点

以
下

切
捨
て

。
）

 

  
（
２

）
補
助

率
 

 
 
 

 
国
２

／
３

、
市

町
村
１

／
１
２

、
事

業
者

１
／
４

 

 
（
３

）
補
助

対
象

事
業

（
整
備

区
分
）

 

創
設

、
増

築
、

増
改

築
、

改
築

、
大

規
模

修
繕

等
（

そ
の

他
、

民
間

資
金

等
の

活
用

に
よ

る

公
共
施

設
等
の

整
備

等
の

促
進
に

関
す
る

法
律
（

平
成

1
1
年

法
律

第
1
1
7
号

）
第
８
条

第
１
項

の
規
定

に
よ
り

選
定

さ
れ

た
選
定

事
業
者

が
、
同
法

第
1
4
条

第
１

項
の
規

定
に
よ
り

整
備
し

た

施
設
を

市
町
村

が
買

収
す

る
事
業

を
含
む

も
の

と
す

る
。
）

 

 ４
 
対

象
経
費

 

 
 

種
目

 
対
象
経

費
 

本
体
工

事
費

 
施

設
の

整
備

に
必

要
な

工
事

費
又

は
工

事
請

負
費

及
び

工
事

事
務

費
（

工

事
施

工
の

た
め

直
接

必
要

な
事

務
に

要
す

る
費

用
で

あ
っ

て
、

旅
費

、
消

耗

品
費

、
通

信
運

搬
費

、
印

刷
製

本
費

及
び

設
計

監
督

料
等

を
い

い
、

そ
の

額

は
、
工

事
費
又

は
工

事
請

負
費
の

2
.
6
％

に
相

当
す

る
額
を

限
度
額

と
す

る
。

以
下
同

じ
）
。

 

た
だ

し
、

別
の

補
助

金
等

又
は

こ
の

種
目

と
は

別
の

種
目

に
お

い
て

別
途

交
付
対

象
と
す

る
費

用
を

除
き
（
以
下

同
じ

。
)
、
工
事
費

又
は
工

事
請

負
費

に
は

、
こ

れ
と

同
等

と
認

め
ら

れ
る

委
託

費
、

分
担

金
及

び
適

当
と

認
め

ら

れ
る
購

入
費
等

を
含

む
（

以
下
同

じ
。
）
。

 

特
殊
附

帯
工
事

費
 

特
殊
附

帯
工
事

費
に

必
要

な
工
事

費
又
は

工
事

請
負

費
 

地
域

交
流

ス
ペ

ー

ス
加
算

 

地
域

に
密

着
し

た
独

自
の

事
業

を
実

施
す

る
た

め
の

場
等

を
確

保
す

る
整

備
で
あ

っ
て
、

平
成

2
0
年
６
月

1
2
日

雇
児

発
第

0
6
1
2
0
0
8
号
厚

生
労

働
省

雇
用

均
等

・
児

童
家

庭
局

長
通

知
「

次
世

代
育

成
支

援
対

策
施

設
整

備
交

付
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金
に

お
け

る
地

域
福

祉
の

推
進

等
を

図
る

た
め

の
ス

ペ
ー

ス
（

地
域

交
流

ス

ペ
ー

ス
）

の
整

備
に

つ
い

て
」

に
定

め
る

基
準

に
適

合
す

る
整

備
に

必
要

な

事
費
又

は
工
事

請
負

費
及

び
工
事

事
務
費

 

解
体

撤
去

工
事

費

及
び

仮
設

施
設

整

備
工

事
費
（

改
築

・

大
規

模
修

繕
等

の

場
合
が

対
象
）
※
大

規
模

修
繕

等
に

つ

い
て
は

、
仮
設

施
設

整
備
費

の
み
対

象
 

解
体

撤
去

に
必

要
な

工
事

費
又

は
工

事
請

負
費

及
び

仮
設

施
設

整
備

に
必

要
な
賃

借
料
、

工
事

費
又

は
工
事

請
負
費

 

 ５
 
留

意
事
項

 

 
（
１

）
次
に

掲
げ

る
費

用
に
つ

い
て
は

、
対

象
と

し
な
い

。
 

 
 
 

①
 
土

地
の

買
収

又
は
整

地
に
関

す
る

費
用

 

②
 
既

存
建
物

の
買

収
（

既
存
建

物
を
買

収
す

る
こ

と
が
建

物
を
新

築
す

る
こ

と
よ
り

、
効
率

的

で
あ
る

と
認
め

ら
れ

る
場

合
に
お

け
る
当

該
建

物
の

買
収
を

除
く
。

）
に

要
す

る
費
用

 

 
 
 

③
 
職

員
の

宿
舎

に
要
す

る
費
用

 

 
 
 

④
 
そ

の
他

施
設

整
備
費

と
し
て

適
当

と
認

め
ら
れ

な
い
費

用
 

（
２
）

こ
の
事

業
に

よ
り

施
設
整

備
を
行

う
際

に
、

過
去
に

厚
生
労

働
省

所
管

一
般
会

計
補
助

金
等

の

交
付
を

受
け
取

得
し

た
財

産
に
つ

い
て

、
取

り
壊
し

等
の
財

産
処
分

を
行

う
場

合
に
は

、
平

成
2
0

年
４
月

1
7
日

雇
児

発
第

0
4
1
7
0
0
1
号

「
厚

生
労
働

省
所
管

一
般
会

計
補

助
金

等
に
係

る
財
産

処

分
に
つ

い
て
」

に
よ

る
財

産
処
分

の
承
認

手
続

き
等

が
必
要

で
あ
る

の
で

、
厚

生
労
働

省
又
は

各

地
方
厚

生
局
若

し
く

は
地

方
厚
生

支
局
と

事
前

に
相

談
す
る

こ
と
。

 

（
３
）

「
次
世

代
育

成
支

援
対
策

施
設
整

備
交

付
金

交
付
要

綱
」
（

平
成

2
0
年
６
月

1
2
日

厚
生
労

働

省
発
雇

児
第

0
6
1
2
0
0
1
号

厚
生
労

働
省
事

務
次

官
通

知
の
別

紙
）
に

基
づ

く
交

付
金
の

対
象
と

な

る
補

助
対

象
経

費
と

本
事

業
に

よ
る

補
助

対
象

経
費

が
重

複
す

る
こ

と
が

な
い

よ
う

留
意

す
る

こ
と
。

 

   

別
添
３

６
 

 

子
育
て

短
期
支

援
臨

時
特

例
事
業

 

 １
 
事

業
の
目

的
 

児
童
福

祉
法
（

昭
和

2
2
年
法
律

第
1
6
4
号
）
第
６

条
の
３

第
３
項

に
規

定
す

る
市
町

村
が
実

施
す

る

子
育
て

短
期
支

援
事

業
の

実
施
に

当
た
り

、
保

護
者

が
レ
ス

パ
イ
ト

・
ケ

ア
の

必
要
性

を
感
じ

た
と

き

に
安
定

し
て
利

用
す

る
こ

と
が
で

き
る
よ

う
、

専
従

・
専
任

職
員
の

配
置

支
援

を
行
う

と
と
も

に
、

多

様
化
す

る
支
援

ニ
ー

ズ
に

応
じ
た

支
援
の

提
供

を
臨

時
特
例

と
し
て

実
施

す
る

こ
と
等

に
よ
り

、
こ

れ

ら
の
児

童
及
び

そ
の

家
庭

の
福
祉

の
向
上

を
図

る
こ

と
を
目

的
と
す

る
。

 

 ２
 
事

業
の
内

容
 

 
 
以

下
（
１

）
～

（
４

）
の
事

業
を
地

域
の

実
情

に
応
じ

て
選
択

し
て

実
施

す
る
。

 

（
１
）

専
用
人

員
配

置
支

援
 

 
①
 

事
業
内

容
 

子
育
て

短
期
支

援
事

業
の

実
施
に

当
た
り

、
専

従
の

職
員
を

配
置
し

、
正

当
な

理
由
な

く
利

用
を
断

ら
な
い

実
施

施
設

等
に
対

し
て
、

専
従

職
員

の
配
置

に
要
す

る
費

用
の

支
援
を

行
う
。

 

 
②
 

実
施
要

件
 

 
 
ア

 
本
事

業
の

対
象

と
な
る

施
設
は

、
「

子
育

て
短
期

支
援
事

業
の

実
施

に
つ
い

て
」
（

平
成

2
6
年
５
月

2
9
日

雇
児
発

0
5
2
9
第

1
4
号
厚

生
労

働
省
雇
用

均
等
・

児
童

家
庭

局
長
通

知
）

（
以
下

、
子
育

て
短

期
支

援
事
業

実
施
要

綱
と

い
う

。
）
に

基
づ
き

、
市

町
村

か
ら
事

業
の

委
託
を

受
け
た

施
設

で
あ

っ
て
、

次
の
要

件
の

い
ず

れ
も
満

た
す
施

設
と

す
る

。
 

(
ｱ
)
 

子
育

て
短

期
支

援
事

業
の

利
用

相
談

が
あ

っ
た

際
に

は
、

受
入

体
制

が
整

っ
て

い
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
利

用
を

断
る

等
、

正
当

な
理

由
な

く
利

用
の

受
入

を
拒

否
し

な
い

こ

と
。

 

(
ｲ
)
 

子
育

て
短

期
支

援
事

業
に

専
従

職
員

と
し

て
、

１
名

以
上

を
配

置
す

る
こ

と
（

施
設

入
所
児

童
の
養

育
の

支
援

等
、
他

の
業
務

と
の

兼
務

は
認
め

な
い
。

）
。

 

イ
 
専

用
人
員

配
置

支
援

の
対
象

と
な
る

施
設

は
、

都
道
府

県
、
児

童
相

談
所

、
市
区

町
村
、

要
保
護

児
童
対

策
地

域
協

議
会
等

関
係
機

関
と

の
連

携
に
努

め
、
積

極
的

に
支

援
の
受

け
皿

と
な
る

こ
と
。

 

（
２
）

親
子
入

所
等

支
援

 

①
 
 
事

業
内
容

 

 
 
 
 
レ

ス
パ
イ

ト
・

ケ
ア

と
あ
わ

せ
て
、

児
童

の
養

育
方
法

や
関
わ

り
方

に
つ

い
て
支

援
が
必

要

な
親
子

を
短
期

間
受

け
入

れ
、
利

用
す
る

親
子

に
対

し
て
以

下
の
支

援
を

行
う

。
 

 
 
・

 
保
護

者
の

レ
ス

パ
イ
ト

・
ケ
ア

支
援

 

 
 
・

 
児
童

の
養

育
方

法
・
関

わ
り
方

、
そ

の
他

家
庭
に

関
す
る

不
安

・
悩

み
等
の

相
談
支

援
 

 
 
・

 
子
育

て
等

の
協

働
に
よ

る
保
護

者
の

エ
ン

パ
ワ
メ

ン
ト
支

援
 

 
 
 
 
・

 
そ
の

他
、

親
子

支
援
に

資
す
る

取
組

 

②
 
 
対

象
者

 

 
 
 
 
保

護
者
が

児
童

と
一

緒
に
レ

ス
パ
イ

ト
・

ケ
ア

を
希
望

す
る
家

庭
や

、
保

護
者
の

レ
ス
パ

イ

ト
・

ケ
ア

と
あ

わ
せ

て
児

童
と

の
関

わ
り

方
や

養
育

方
法

に
つ

い
て

支
援

が
必

要
な

家
庭

の

他
、
親

子
で
利

用
す

る
こ

と
が
必

要
で
あ

る
と

市
町

村
が
認

め
た
家

庭
。
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③
 
実

施
施
設

等
 

本
事
業

の
実
施

施
設

等
は

、
子
育
て

短
期

支
援
事

業
実
施
要

綱
に
規

定
す

る
実

施
施
設

等
で

あ
っ
て

、
親
子

支
援

を
適

切
に
行

う
こ
と

が
で

き
る

施
設
等

と
す
る

。
 

④
 
実

施
要
件

 

 
 
利

用
日
数

に
つ

い
て

は
、
実

施
主
体

と
な

る
市

町
村
が

、
支
援

を
必

要
と

す
る
家

庭
に
対

し

て
、
家

庭
が
抱

え
る

課
題

や
意
向

を
丁
寧

に
確

認
し

、
支
援

ニ
ー
ズ

に
基

づ
い

て
決
定

す
る
こ

と
。

 

（
３
）

入
所
希

望
児

童
支

援
 

①
 
事

業
内
容

 

 
 
保

護
者
の

育
児

放
棄

や
過
干

渉
等
に

よ
り

、
児

童
自
身

が
一
時

的
な

利
用

を
希
望

す
る
際

の

受
け
入

れ
支
援

を
行

う
と

と
も
に

、
児
童

及
び

そ
の

保
護
者

が
抱
え

る
課

題
や

意
向
を

丁
寧
に

確
認
し

、
児
童

と
そ

の
保

護
者
の

関
係
の

改
善

に
向

け
た
調

整
を
実

施
す

る
。

 

②
 
対

象
者

 

 
 
養

育
環
境

に
課

題
の

あ
る
家

庭
で
暮

ら
す

児
童

で
あ
っ

て
、
児

童
自

身
が

一
時
的

な
利
用

を

希
望
す

る
児
童

 

③
 
実

施
施
設

等
 

 
本
事

業
の
実

施
施

設
等

は
、
子

育
て
短

期
支

援
事

業
実
施

要
綱
に

規
定

す
る

実
施
施

設
等
で

あ
っ
て

、
児
童

の
保

護
を

適
切
に

行
う
こ

と
が

で
き

る
施
設

等
と
す

る
。

 

④
 
実

施
要
件

 

ア
 
児

童
が
直

接
又

は
関

係
機
関

を
通
じ

て
、

市
町

村
を
介

さ
ず
に

実
施

施
設

等
に
利

用
相
談

し
た
場

合
 

(
ｱ
)
実

施
施

設
等

は
、

児
童

か
ら

利
用

の
相

談
を

受
け

た
場

合
に

は
、

児
童

の
意

向
を

確
認

し
、
当

該
児
童

の
安

全
を

最
優
先

に
考
慮

し
た

う
え

で
、
受

入
の
可

否
を

行
う

こ
と
。

 

(
ｲ
)
実

施
施

設
等

が
児

童
を

受
け

入
れ

た
場

合
に

は
、

速
や

か
に

、
当

該
児

童
の

居
住

市
町

村
及
び

そ
の
保

護
者

に
対

し
て
、

児
童
の

状
況

等
の

連
絡
を

行
う
こ

と
。

そ
の

際
、
児

童

を
一
時

的
に
受

け
入

れ
る

こ
と
に

つ
い
て

、
保

護
者

の
同
意

を
取
る

こ
と

。
 

(
ｳ
)
実

施
施

設
等

は
、

保
護

者
の

同
意

が
得

ら
れ

な
い

場
合

で
あ

っ
て

、
本

事
業

に
よ

る
受

入
を
行

わ
な
い

と
児

童
の

安
心
・

安
全
が

脅
か

さ
れ

る
お
そ

れ
の
あ

る
場

合
に

は
、
当

該

児
童
の

居
住
市

町
村

に
連

絡
を
行

い
、
連

絡
を

受
け

た
市
町

村
は
児

童
相

談
所

と
も
連

携

の
う
え

、
一
時

保
護

も
含

め
て
必

要
な
支

援
を

行
う

こ
と
。

 

(
ｴ
)
受

入
を

行
っ

た
実

施
施

設
等

は
、

市
町

村
・

関
係

機
関

と
連

携
し

、
家

庭
・

養
育

環
境

の
状
況

把
握
を

行
う

こ
と

。
 

(
ｵ
)
市

町
村

は
、

受
入

を
行

っ
た

実
施

施
設

等
と

連
携

し
、

児
童

の
意

向
や

家
庭

・
養

育
環

境
の
状

況
を
勘

案
し

て
利

用
日
数

を
決
定

す
る

と
と

も
に
、

子
育
て

短
期

支
援

事
業
以

外

の
家
庭

・
養
育

環
境

支
援

等
の
提

供
も
含

め
て

必
要

な
支
援

策
の
検

討
を

行
う

こ
と
。

 

イ
 
児

童
が
直

接
又

は
関

係
機
関

を
通
じ

て
市

町
村

に
相
談

し
た
場

合
 

(
ｱ
)
市

町
村

は
、

直
接

又
は

関
係

機
関

を
通

じ
て

、
児

童
か

ら
利

用
の

相
談

を
受

け
た

場
合

に
は
、

当
該
児

童
の

意
向

や
家
庭

・
養
育

環
境

の
状

況
を
丁

寧
に
確

認
し

、
本

事
業
の

利

用
が
必

要
で
あ

る
場

合
に

は
、
市

町
村
は

受
け

入
れ

可
能
な

実
施
施

設
等

の
調

整
を
行

う

こ
と
。

そ
の
際

、
受

け
入

れ
可
能

な
実
施

施
設

等
と

調
整
し

、
支
援

を
希

望
す

る
児
童

の

送
迎
に

つ
い
て

、
適

切
な

配
慮
を

行
う
こ

と
。

 

(
ｲ
)
利

用
の

調
整

を
行

っ
た

市
町

村
は

、
当

該
児

童
の

保
護

者
に

対
し

て
、

受
け

入
れ

先
の

実
施
施

設
等
や

利
用

日
数

等
の
必

要
な
情

報
提

供
を

行
い
、

一
時
的

な
児

童
の

受
け
入

れ

に
つ
い

て
保
護

者
の

同
意

を
取
る

こ
と
。

そ
の

際
、

家
庭
・

養
育
環

境
の

状
況

把
握
に

努

め
、
子

育
て
短

期
支

援
事

業
以
外

の
家
庭

・
養

育
環

境
支
援

等
の
提

供
も

含
め

て
必
要

な

支
援
策

の
検
討

を
行

う
こ

と
。

 

(
ｳ
)
利

用
の

調
整

を
行

っ
た

市
町

村
は

、
保

護
者

の
同

意
が

得
ら

れ
な

い
場

合
で

あ
っ

て
、

児
童
の

安
心
・

安
全

が
脅

か
さ
れ

る
お
そ

れ
の

あ
る

場
合
に

は
、
児

童
相

談
所

と
も
連

携

の
う
え

、
一
時

保
護

の
検

討
を
行

う
こ
と

。
 

ウ
 
そ

の
他

 

(
ｱ
)
受

け
入

れ
期

間
は

過
度

に
長

期
間

と
な

ら
な

い
よ

う
、

児
童

及
び

そ
の

保
護

者
の

関
係

改
善
に

向
け
た

調
整

に
努

め
る
こ

と
。

 

(
ｲ
)
本

事
業

の
実

施
施

設
等

は
、

市
町

村
、

都
道

府
県

、
児

童
相

談
所

、
要

保
護

児
童

対
策

地
域
協

議
会
等

関
係

機
関

と
の
連

携
に
努

め
、

児
童

の
意
向

家
庭
・

養
育

環
境

の
状
況

を

踏
ま
え

、
必
要

に
応

じ
て

他
の
支

援
に
つ

な
ぐ

こ
と

。
 

(
ｳ
)
受
入

を
行

っ
た
実

施
施
設
等

は
、
児

童
に

と
っ

て
安
心

・
安
全

な
居

場
所

と
な
る

よ
う
、

生
活
環

境
の
配

慮
に

努
め

る
こ
と

。
 

(
ｴ
)
本

事
業

を
利

用
す

る
児

童
が

出
来

る
限

り
、

日
常

的
な

学
校

生
活

が
送

れ
る

よ
う

、
必

要
に
応

じ
て
通

学
の

際
の

送
迎
支

援
を
行

う
こ

と
。

 

(
ｵ
)
受

入
を

行
っ

た
実

施
施

設
等

は
、

児
童

の
ケ

ア
を

行
う

と
と

も
に

、
市

町
村

や
関

係
機

関
と
連

携
し
て

、
保

護
者

の
抱
え

る
課
題

や
意

向
を

丁
寧
に

確
認
し

、
親

子
関

係
の
改

善

に
向
け

た
調
整

を
行

う
こ

と
。

 

(
ｶ
)
市

町
村

は
、

支
援

を
終

結
す

る
際

は
、

当
初

想
定

し
た

利
用

日
数

を
も

っ
て

一
律

に
終

結
す
る

の
で
は

な
く

、
直

近
の
保

護
者
・

家
庭

の
状

況
や
子

ど
も
の

意
向

を
十

分
に
勘

案

し
た
う

え
で
終

結
さ

せ
る

こ
と
。

保
護
者

・
家

庭
の

状
況
や

子
ど
も

の
意

向
を

踏
ま
え

、

支
援
を

終
結
さ

せ
る

こ
と

が
適
当

で
な
い

と
判

断
し

た
場
合

に
は
、

利
用

日
数

の
延
長

を

行
う
と

と
も
に

、
必

要
に

応
じ
て

、
児
童

相
談

所
と

も
連
携

の
う
え

一
時

保
護

の
検
討

を

行
う
こ

と
。

 

（
４
）

利
用
者

負
担

軽
減

支
援
 
 

①
 
事

業
内
容

 

 
 
（

２
）
及

び
（

３
）

に
規
定

す
る
支

援
の

利
用

を
希
望

す
る
家

庭
が

適
切

に
支
援

に
繋
が

る

よ
う
、

所
得
等

に
応

じ
た

利
用
者

負
担
軽

減
を

行
っ

た
際
の

減
免
相

当
額

を
支

援
す
る

。
 

②
 
対

象
者

 

 
 
（

２
）
及

び
（

３
）

に
よ
る

支
援
を

受
け

て
い

る
児
童

の
保
護

者
で

あ
っ

て
、
以

下
の
い

ず

れ
か
に

該
当
す

る
保

護
者

。
 

ア
 
生

活
保
護

世
帯

（
支

援
を
受

け
た
日

に
お

い
て

生
活
保

護
法
（

昭
和

2
5

年
法
律

第
1
4
4

号
）
第

６
条
第

１
項

に
規

定
す
る

被
保
護

者
）

 

イ
 
住

民
税
非

課
税

世
帯

（
保
護

者
及
び

当
該

保
護

者
と
同

一
の
世

帯
に

属
す

る
者
が

地
方
税

法
（
昭
和

2
5
年
法
律

第
2
2
6
号
）
の

規
定

に
よ
る

市
町
村

民
税
を

課
さ

れ
な

い
者
（

ア
に

掲
げ
る

者
を
除

く
。

）
）

 

ウ
 
住

民
税
所

得
割

課
税

額
7
7
,
1
0
1
円

未
満
世

帯
（
年
収

3
6
0
万

円
未

満
世
帯
相

当
）
（

保

護
者
及

び
当
該

保
護

者
と

同
一
の

世
帯
に

属
す

る
者

に
つ
い

て
、
地

方
税

法
の

規
定
に

よ
る

市
町
村

民
税
の

同
法

第
2
9
2
条
第

１
項

第
２
号

に
掲
げ
る

所
得
割

の
額

を
合

算
し
た

額
（
以

下
、
市

町
村
民

税
所

得
割

合
算
額

と
い
う

。
）

が
7
7
,
1
0
1

円
未
満

で
あ

る
者

（
ア
及

び
イ
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に
掲
げ

る
者
を

除
く

。
）

）
 

エ
 

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

に
登

録
さ

れ
た

要
支

援
児

童
及

び
要

保
護

児
童

の
い

る

世
帯
、

そ
の
他

市
町

村
が

特
に
支

援
が
必

要
と

認
め

た
世
帯

の
う
ち

、
市

町
村

が
そ
の

児
童

及
び
保

護
者
の

心
身

の
状

況
及
び

養
育
環

境
等

を
踏

ま
え
、

子
育
て

短
期

支
援

事
業
の

利
用

を
促
し

た
者
で

あ
っ

て
、

子
育
て

短
期
支

援
事

業
に

係
る
利

用
者
負

担
額

を
軽

減
す
る

こ
と

が
適
当

で
あ
る

と
認

め
ら

れ
る
世

帯
（
ア

か
ら

ウ
に

掲
げ
る

者
を
除

く
。

）
 

③
 
実

施
要
件

 

 
ア
 

所
得
の

把
握

に
つ

い
て
は

、
保
護

者
の

同
意

を
得
た

上
で
、

他
の

支
援

利
用
に

伴
い
把

握

し
た
所

得
情
報

を
活

用
す

る
な
ど

、
実
施

主
体

で
あ

る
市
町

村
及
び

利
用

者
の

負
担
と

な
ら

な
い
形

で
運
用

す
る

こ
と

と
し
て

差
し
支

え
な

い
。

 

 
イ
 

補
助
対

象
と

す
る

利
用
料

に
は
施

設
利

用
中

の
食
事

代
を
含

め
て

差
し

支
え
な

い
。

 

 
ウ

 
②

イ
及

び
ウ

に
定

め
る

対
象

者
を

決
定

す
る

た
め

の
市

町
村

民
税

及
び

市
町

村
民

税
所

得
割
合

算
額
の

判
定

の
時

期
は
、

本
事
業

を
実

施
す

る
市
町

村
が
定

め
る

時
期

と
す
る

。
 

④
 
子

育
て
短

期
支

援
事

業
の
実

施
者
に

よ
る

代
理

請
求
・

代
理
受

領
に

つ
い

て
 

市
町
村

は
、
子

育
て

短
期

支
援
事

業
の
実

施
者

に
対

し
て
、

あ
ら
か

じ
め

②
に

定
め
る

対
象

者
か
ら

同
意
を

得
た

上
で

通
知
し

、
対
象

者
が

当
該

実
施
者

に
支
払

う
べ

き
利

用
者
負

担
額
に

対
し
て

対
象
者

に
補

助
す

べ
き
額

の
限
度

に
お

い
て

、
対
象

者
に
代

わ
り

、
当

該
実
施

者
に
支

払
う
こ

と
が
で

き
る

。
 

ま
た
、

こ
の
場

合
に

よ
る

支
払
い

が
あ
っ

た
と

き
は

、
対
象

者
に
対

し
補

助
が

あ
っ
た

も
の

と
み
な

す
。

 

 ３
 
事

業
の
実

施
主

体
 

市
町
村

 

 
 
 
 
な

お
、
市

町
村

が
認

め
た
者

へ
委
託

等
を

行
う

こ
と
が

で
き
る

。
 

 ４
 
補

助
基
準

額
・

補
助

率
等

 

（
１
）

補
助
基

準
額

 

①
 
専

用
人
員

配
置

支
援

 

 
 
１

施
設
当

た
り

 
年

額
6
,
4
3
3
千
円

 

②
 
親

子
入
所

等
支

援
 

 
 
延

べ
利
用

日
数

 
×

 
日
額

9
,
5
8
0
円

 

③
 
入

所
希
望

児
童

支
援

 

 
 
延

べ
利
用

日
数

 
×

 
日
額

4
,
7
4
0
円

 

④
 
利

用
者
負

担
軽

減
支

援
 

 
 
ア

 
生
活

保
護

世
帯

 
日
額

5
,
0
0
0
円

 

 
 
イ

 
住
民

税
非

課
税

世
帯
 

日
額

4
,
0
0
0
円

 

 
 
ウ

 
住
民

税
所

得
割

課
税
額

7
7
,
1
0
1
円
未

満
世
帯
 

日
額

3
,
5
0
0
円

 

 
 
エ

 
そ
の

他
、

要
保

護
児
童

対
策
地

域
協

議
会

に
登
録

さ
れ
た

要
支

援
児

童
及
び

要
保
護

児

童
の
い

る
世
帯

 
日

額
2
,
5
0
0
円

 

（
２
）

補
助
率

 

 
 
 

 
国
１

／
３

、
都

道
府
県

１
／
３

、
市

町
村

１
／
３

 

５
 
対

象
経
費

 

報
酬
、
給
料
及

び
職

員
手

当
等
、
旅
費
、
需
用

費
（

消
耗
品

費
、
教

材
費

、
燃

料
費
、
印
刷
製

本
費
、

会
議

費
、
光

熱
水

費
）

、
備

品
購
入

費
、

役
務

費
（

通
信

運
搬

費
、

広
告

料
、

保
険

料
）

、
報

償
費
、

委
託
料

、
使
用

料
及

び
賃

借
料
、

共
済
費

、
扶

助
費

、
補
助

金
、
負

担
金

 

 ６
 
留

意
事
項

 

「
子
ど

も
・
子

育
て

支
援

交
付
金

交
付
要

綱
」

（
平

成
2
8
年

７
月

2
0
日

府
子

本
第

4
7
4
号
内

閣
総

理
大
臣

通
知
の

別
紙

）
に

基
づ
く

交
付
金

の
補

助
対

象
経
費

と
本
事

業
に

よ
る

補
助
対

象
経
費

が
重

複

す
る
こ

と
が
な

い
よ

う
留

意
す
る

こ
と
。
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別
添
３

７
 

 

一
時
預

か
り
利

用
者

負
担

軽
減
事

業
 

 １
 
事

業
の
目

的
 

 
保
育

所
等
を

利
用

し
て

い
な
い

家
庭
が

地
域

の
子

育
て
支

援
機
関

に
つ

な
が

り
、
必

要
に
応

じ
て

支
援

を
受
け

る
こ
と

が
重

要
に

な
っ
て

い
る
中

で
、

保
護

者
の
疾

病
や
冠

婚
葬

祭
と

い
っ
た

急
な
預

か
り

ニ
ー

ズ
へ
の

対
応
だ

け
で

は
な

く
、
保

護
者
の

子
育

て
に

関
す
る

心
理
的

・
身

体
的

負
担
を

軽
減
す

る
目

的
も

含
め
た

一
時
預

か
り

事
業

の
利
用

を
促
進

す
る

こ
と

が
求
め

ら
れ
て

い
る

。
 

 
こ
の

た
め
、

所
得

の
低

い
世
帯

や
支
援

が
必

要
な

児
童
が

い
る
世

帯
等

（
以

下
「
低

所
得
世

帯
等

」
と

い
う
。

）
に
お

け
る

一
時

預
か
り

事
業
の

利
用

者
負

担
を
軽

減
す
る

こ
と

に
よ

り
、
低

所
得
世

帯
等

の
一

時
預
か

り
事
業

の
利

用
の

促
進
を

図
り
、

も
っ

て
す

べ
て
の

児
童
の

健
や

か
な

成
長
を

支
援
す

る
こ

と
を

目
的
と

す
る
。

 

 ２
 
事

業
の
内

容
 

（
１
）

事
業
内

容
 

 
 
 

低
所
得

世
帯

等
の

児
童
が

、
一
時

預
か

り
事

業
（
「

一
時
預

か
り

事
業

実
施
要

綱
」
（

「
一

時
預

か
り
事

業
の
実

施
に

つ
い

て
」
（

平
成

2
7
年
７

月
1
7
日

2
7
文
科

初
第

2
3
8
号
、
雇

児
発

0
7
1
7
第

1
1
号
）
の
別
紙

）
に

基
づ

き
市
町

村
等
が

実
施

す
る

一
時
預

か
り
事

業
に

限
る

。
以
下

同
じ
。
）
に

よ
る
支

援
を
受

け
た

場
合

に
お
け

る
、
当

該
児

童
の

保
護
者

が
支
払

う
べ

き
利

用
者
負

担
額
に

対
し

て
、
そ

の
一
部

を
補

助
す

る
事
業

。
 

 （
２
）

事
業
の

実
施

主
体

 

 
 
 

市
町
村

 

な
お
、

市
町
村

が
認

め
た

者
へ
委

託
等
を

行
う

こ
と

が
で
き

る
。

 

 
 
 

 

（
３
）

事
業
の

対
象

と
な

る
一
時

預
か
り

事
業

 

 
 
 

事
業
の

対
象

と
な

る
一
時

預
か
り

事
業

は
、

「
一
時

預
か
り

事
業

実
施

要
綱
」

の
「
４

．
実

施
方

法
」
に

定
め
る

事
業

類
型

の
う
ち

、
次
の

ア
か

ら
エ

に
該
当

す
る
一

時
預

か
り

事
業
と

す
る
。

た
だ

し
、
「

緊
急
一

時
預

か
り

」
を
除

く
。

 

ア
 
４

（
１
）

に
定

め
る

「
一
般

型
」

 

イ
 
４

（
４
）

に
定

め
る

「
余
裕

活
用
型

」
 

ウ
 
４

（
５
）

に
定

め
る

「
居
宅

訪
問
型

」
 

エ
 
４

（
６
）

に
定

め
る

「
地
域

密
着
Ⅱ

型
」

 

 （
４
）

事
業
の

対
象

者
 

 
 
 

事
業
の

対
象

者
は

、
一
時

預
か
り

事
業

に
よ

る
支
援

を
受
け

た
児

童
の

保
護
者

で
あ
っ

て
、

次
の

ア
か
ら

エ
の
い

ず
れ

か
に

該
当
す

る
者
と

す
る

。
 
 

 
 
ア

 
一
時

預
か

り
事

業
に
よ

る
支
援

を
受

け
た

日
に
お

い
て
生

活
保

護
法
（
昭
和

2
5
年

法
律
第

1
4
4

号
）
第

６
条
第

１
項

に
規

定
す
る

被
保
護

者
で

あ
る

場
合

 

 
 
イ

 
保
護

者
及

び
当

該
保
護

者
と
同

一
の

世
帯

に
属
す

る
者
が

地
方

税
法
（
昭
和

2
5
年

法
律
第

2
2
6

号
）
の

規
定

に
よ
る

市
町

村
民
税

を
課
さ

れ
な

い
者

で
あ
る

場
合
（
ア
に

掲
げ

る
場
合

を
除
く

。
）
 

 
 
ウ

 
保
護

者
及

び
当

該
保
護

者
と
同

一
の

世
帯

に
属
す

る
者
に

つ
い

て
地

方
税
法

の
規
定

に
よ

る
市

町
村
民

税
の
同

法
第

2
9
2
条
第
１

項
第
２

号
に

掲
げ

る
所
得

割
の
額

を
合

算
し

た
（
以

下
「
市

町

村
民
税

所
得
割

合
算

額
」

と
い
う

。
）
が

７
万

7
,
1
0
1
円
未

満
で

あ
る
場

合
（
ア
及

び
イ
に

掲
げ

る
場
合

を
除
く

。
）

 

 
 
エ

 
要
保

護
児

童
対

策
地
域

協
議
会

に
登

録
さ

れ
た
要

支
援
児

童
及

び
要

保
護
児

童
の
い

る
世

帯
、

そ
の
他

市
町
村

が
特

に
支

援
が
必

要
と
認

め
た

世
帯

の
う
ち

、
市
町

村
が

そ
の

児
童
及

び
保
護

者

の
心

身
の

状
況

及
び

養
育

環
境

等
を

踏
ま

え
、

一
時

預
か

り
事

業
の

利
用

を
促

し
た

者
で

あ
っ

て
、
一

時
預
か

り
事

業
に

係
る
利

用
者
負

担
額

を
軽

減
す
る

こ
と
が

適
当

で
あ

る
と
認

め
ら
れ

る

場
合
（

ア
か
ら

ウ
に

掲
げ

る
場
合

を
除
く

。
）

 

 （
５
）

事
業
の

実
施

期
限

 

令
和
６

年
３
月

３
１

日
と

す
る
。

 

 
 

３
 
一

時
預
か

り
事

業
を

行
う
者

に
よ
る

代
理

請
求

・
代
理

受
領
に

つ
い

て
 

 
市
町

村
は
、

一
時

預
か

り
事
業

を
行
う

者
（

以
下

「
事
業

者
」
と

い
う

。
）

に
対
し

て
、
あ

ら
か

じ
め

２
（
４

）
に
定

め
る

対
象

者
か
ら

同
意
を

得
た

上
で

通
知
し

、
対
象

者
が

当
該

事
業
者

に
支
払

う
べ

き
利

用
者
負

担
額
に

対
し

て
対

象
者
に

補
助
す

べ
き

額
の

限
度
に

お
い
て

、
対

象
者

に
代
わ

り
、
当

該
事

業
者

に
支
払

う
こ
と

が
で

き
る

。
 

 
ま
た

、
こ
の

場
合

に
よ

る
支
払

い
が
あ

っ
た

と
き

は
、
対

象
者
に

対
し

補
助

が
あ
っ

た
も
の

と
み

な
す

。
 

 ４
 
補

助
基
準

額
・

補
助

率
 

（
１
）

補
助
基

準
額

 

 
 
 

補
助
基

準
額

は
、
次
の
各

号
に
掲

げ
る

対
象

者
の
区

分
に
応

じ
、
当
該

各
号
に

定
め
る

額
と

す
る

。
 

 
 
①

２
（
４

）
ア

に
定

め
る
対

象
者
 

児
童

１
人

当
た
り

日
額

3
,
0
0
0
円

 

 
 
②

２
（
４

）
イ

に
定

め
る
対

象
者
 

児
童

１
人

当
た
り

日
額

2
,
4
0
0
円

 

 
 
③

２
（
４

）
ウ

に
定

め
る
対

象
者
 

児
童

１
人

当
た
り

日
額

2
,
1
0
0
円

 

 
 
④

２
（
４

）
エ

に
定

め
る
対

象
者
 

児
童

１
人

当
た
り

日
額

1
,
5
0
0
円

 

 （
２
）

補
助
率

 

 
 
国

１
／
３

、
都

道
府

県
１
／

３
，
市

町
村

１
／

３
 

 ５
 
対

象
経
費

 

 
扶
助

費
、
補

助
金

、
負

担
金

 

  ６
 
留

意
事
項

 

 
 
２

（
４
）

イ
及

び
ウ

に
定
め

る
対
象

者
を

決
定

す
る
た

め
の
市

町
村

民
税

及
び
市

町
村
民

税
所

得
割

合
算
額

の
判
定

の
時

期
は

、
本
事

業
を
実

施
す

る
市

町
村
が

定
め
る

時
期

と
す

る
。
こ

の
た
め

、
保

育

所
等
の

保
育
料

と
同

様
に

、
当
該

年
度
の

４
月

か
ら

８
月
ま

で
は
前

年
度

の
市

町
村
民

税
に
よ

り
、

９

月
以
降

は
当
該

年
度

の
市

町
村
民

税
に
よ

り
判

定
す

る
場
合

の
ほ
か

、
通

年
分

を
４
月

現
在
の

市
町

村
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民
税
を

も
っ
て

判
定

す
る

な
ど
の

場
合
も

国
庫

補
助

の
対
象

と
す
る

。
 

別
添
３

８
 

 

妊
婦
訪

問
支
援

事
業

 

 

１
 
事

業
目
的

 

若
年

、
経
済

的
不

安
、

生
育

歴
、

パ
ー

ト
ナ

ー
・

家
庭

の
状
況

な
ど

か
ら

、
孤

立
し

た
育

児
に

陥
る

な
ど

育
児

が
困

難
に

な
る

こ
と

が
予

測
さ

れ
る

妊
婦

や
、

妊
婦

健
診

未
受

診
の

妊
婦

に
対

し
、

そ
の
家

庭
を

訪
問

し
、

継
続

的
に

妊
婦

の
状

況
を

把
握

す
る

こ
と

に
よ

り
虐

待
リ

ス
ク

等
の

高
い

妊
婦

を
早
期

に
発
見

し
、
適

切
な

支
援

に
つ
な

げ
る
こ

と
を

目
的

と
す
る

。
 

 ２
 
事

業
内
容

 

若
年

、
経
済

的
不

安
、

生
育

歴
、

パ
ー

ト
ナ

ー
・

家
庭

の
状
況

な
ど

か
ら

、
安

全
な

出
産

へ
の

危
惧

が
あ

る
妊

婦
や

妊
婦

健
診

未
受

診
の

妊
婦

な
ど

、
継

続
的

に
状

況
を

把
握

す
る

こ
と

が
必

要
な

妊
婦
の

家
庭

を
訪

問
し

、
妊

婦
の

状
況

を
把

握
す

る
。

ま
た

、
妊

婦
の

状
況

に
応

じ
て

、
妊

婦
健

康
診

査
の
受

診
を
促

す
と
と

も
に

、
産

前
・
産

後
サ
ポ

ー
ト

事
業

等
必
要

な
支
援

に
繋

ぐ
。

 

 ３
 
対

象
者

 

（
１
）

若
年
、

経
済

的
不

安
、
生

育
歴
、

パ
ー

ト
ナ

ー
・
家

庭
の
状

況
な

ど
か

ら
、
安

全
な
出

産
へ

の
危

惧
が
あ

る
妊
婦

 

（
２
）

妊
婦
健

診
未

受
診

の
妊
婦

 

（
３
）

そ
の
他

、
継

続
的

に
状
況

を
把
握

す
る

こ
と

が
必
要

な
妊
婦

 

 ４
 
事

業
の
実

施
主

体
 

市
町
村

 

な
お
、

市
町
村

が
認

め
た

者
へ
委

託
等
を

行
う

こ
と

が
で
き

る
。

 

 ５
 
事

業
の
実

施
期

限
 

 
 
 
 
令

和
６
年

３
月

３
１

日
と
す

る
。

 

 
 
 

６
 
補

助
基
準

額
・

補
助

率
 

（
１
）

補
助
基

準
額

 

①
 
活

動
費
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
訪

問
１

件
あ
た

り
 
9
,
0
8
0
円

 

②
 
民

間
へ
委

託
す

る
場

合
の
事

業
費
 
 
 
年

額
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
6
4
,
0
0
0
円

 

 

（
２
）

補
助
率

 

 
国
１

／
２
、

市
町

村
１

／
２

 

 

７
 
対

象
経
費

 

 
 
 
 
妊

婦
訪
問

支
援

事
業

を
実
施

す
る
場

合
に

必
要

な
報
酬

、
給
与

及
び

職
員

手
当
等

（
た
だ

し
、

会
計

年
度
任

用
職
員

及
び

臨
時

的
任
用

職
員
に

関
す

る
も

の
に
限

る
）
、

報
償

費
、

共
済
費

、
旅
費

、
需

用

費
（
消

耗
品
費

、
燃

料
費

、
印
刷

製
本
費

及
び

光
熱

水
費
）

、
役
務

費
（

通
信

運
搬
費

、
広
告

料
）

、

委
託
料

、
使
用

料
及

び
賃

借
料
、

備
品
購

入
費

、
負

担
金
、

補
助
及

び
交

付
金

等
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８
 
留

意
事
項

 

（
１
）

妊
婦
の

家
庭

を
訪

問
す
る

者
は
、

助
産

師
、

保
健
師

、
看
護

師
、

そ
の

他
本
事

業
を
実

施
す

る
に

当
た
り

市
町
村

が
適

当
と

認
め
る

者
と
す

る
。

 

（
２
）

妊
婦
の

状
況

に
応

じ
、
子

育
て
世

代
包

括
支

援
セ
ン

タ
ー
や

、
要

保
護

児
童
対

策
地
域

協
議

会
等

を
通
じ

て
、
関

係
者

や
関

係
機
関

と
連
絡

調
整

の
上

、
必
要

な
支
援

を
提

供
す

る
も
の

と
す
る

。
 

  

別
添
３

９
 

 

特
定
妊

婦
等
支

援
整

備
事

業
 

 １
 
事

業
の
目

的
 

予
期
せ

ぬ
妊
娠

な
ど

を
理

由
に
支

援
を
必

要
と

す
る

妊
産
婦
（
以

下
、
特
定

妊
婦
等
と

い
う

）
に

対

し
て
、

相
談
支

援
の

実
施

や
看
護

師
等
の

専
門

性
を

活
か
し

た
助
言

等
、

医
療

機
関
等

そ
の
他

関
係

機

関
へ
の

つ
な
ぎ

等
の

支
援

を
提
供

す
る
居

場
所

の
整

備
等
に

要
す
る

費
用

の
一

部
を
支

援
す
る

こ
と

に

よ
り
、

特
定
妊

婦
等

が
安

心
し
て

生
活
を

送
る

こ
と

が
で
き

る
体
制

整
備

を
目

的
と
す

る
。

 

 ２
 
事

業
の
内

容
 

（
１
）

事
業
内

容
 

特
定
妊

婦
等
に

対
し

て
必

要
な
支

援
を
受

け
な

が
ら

、
安
心

し
て
妊

娠
・

出
産

、
産
後

の
生
活

等

を
考
え

る
こ
と

が
出

来
る

居
場
所

の
整
備

に
必

要
な

整
備
費

と
改
修

費
の

支
援

を
行
う

。
 

 

（
２
）

事
業
の

実
施

主
体

 

都
道
府

県
、
指

定
都

市
、

中
核
市

、
児
童

相
談

所
設

置
市
、

市
及
び

福
祉

事
務

所
設
置

町
村
（

以

下
、
都

道
府
県

等
と

い
う

。
）

 

 

（
３
）

整
備
対

象
施

設
の

設
置
主

体
（
事

業
者

）
 

都
道
府

県
等
又

は
都

道
府

県
等
が

適
当
と

認
め

た
者

 

 

３
 
補

助
基
準

額
・

補
助

率
等

 

 
（
１

）
補
助

基
準

額
 

種
目

 
補
助
基

準
額

 

本
体
工

事
 

１
世
帯

当
た
り

 
8
,
7
0
8
千
円

 

特
殊
附

帯
工
事

 
１
施
設

当
た
り

 
1
6
,
8
0
4
千
円

 

地
域
交

流
ス
ペ

ー
ス

加
算

 
１
施
設

当
た
り

 
1
2
,
2
7
3
千
円

 

解
体
撤

去
工
事

 
1
世
帯

当
た
り

 
 

 
4
2
1
千
円

 

仮
設
施

設
整
備

工
事

 
1
世
帯

当
た
り

 
 

 
7
6
7
千
円

 

※
 
大

規
模
修

繕
等

に
つ

い
て
は

、
対
象

経
費

の
実

支
出
額

を
基
準

額
と

す
る

こ
と
。

 

※
 
特

殊
附

帯
工
事

に
つ

い
て
は

、
「

次
世
代

育
成

支
援
対

策
施

設
整
備

交
付

金
に
お

け
る

特
殊
附

帯
工
事

の
取
扱

い
に

つ
い

て
」
（

平
成

2
0
年
６

月
1
2
日
 

雇
児

発
第

0
6
1
2
0
0
4
号
）

を
準

用
し

て
整
備

す
る
こ

と
。

 

※
 
地

域
交

流
ス
ペ

ー
ス

加
算
に

つ
い

て
は
、

「
次

世
代
育

成
支

援
対
策

施
設

整
備
交

付
金

に
お
け
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る
地

域
福

祉
の

推
進
等

を
図
る

た
め

の
ス

ペ
ー
ス

（
地
域

交
流

ス
ペ

ー
ス
）

の
整
備

に
つ

い
て

」

（
平
成

2
0
年

６
月

1
2
日

雇
児
発

第
0
6
1
2
0
0
8
号
）

の
「
Ⅰ

地
域
に

密
着

し
た

独
自
の

事
業
を

実

施
す
る

た
め
の

地
域

交
流

ス
ペ
ー

ス
の
整

備
」

を
準

用
し
て

整
備
す

る
こ

と
。

 

※
 
豪

雪
地
帯

対
策

特
別

措
置
法

（
昭

和
3
7
年
法

律
第

7
3
号

）
第

2
条

第
2
項
の

規
定
に

基
づ

き

指
定
さ

れ
た
特

別
豪

雪
地

域
、
奄

美
群
島

振
興

開
発

特
別
措

置
法
（

昭
和

2
9
年
法
律

第
1
8
9
号
）

第
1
条
に
規

定
さ
れ

た
奄

美
群
島

、
離
島

振
興

法
（

昭
和

2
8
年
法

律
第

7
2
号

）
第

2
条
第

1
項

の
規

定
に

基
づ

き
指
定

さ
れ
た

離
島

振
興

対
策
実

施
地
域

、
小

笠
原

諸
島
振

興
開
発

特
別

措
置

法

（
昭
和

4
4
年
法

律
第

7
9
号
）
第

4
条
第

1
項

に
規

定
さ
れ

た
小
笠

原
諸

島
又

は
沖
縄

振
興
特

別

措
置
法

（
平
成

1
4
年
法

律
第

1
4
号
）

第
3
条
第

1
項
第

3
号
に

規
定
さ

れ
た
離
島

の
い
ず

れ
か

に
所
在

す
る
場

合
は

、
基

準
額
（

地
域

交
流

ス
ペ
ー

ス
を
除

く
）
に
対

し
て

、
0
.
0
8
を

乗
じ

て
得

ら
れ
た

基
準
額

を
加

算
す

る
こ
と

。
（
小

数
点

以
下

切
捨
て

。
）

 

 
（
２

）
補
助

率
 

 
 
 

 
国
２

／
３

、
都

道
府
県

等
１
／

１
２

、
事

業
者
１

／
４

 

 

（
３
）

補
助
対

象
事

業
（

整
備
区

分
）

 

創
設

、
増

築
、

増
改

築
、

改
築

、
改

修
、

大
規

模
修

繕
等

（
そ

の
他

、
民

間
資

金
等

の
活

用

に
よ
る

公
共
施

設
等

の
整

備
等
の

促
進
に

関
す

る
法

律
（
平
成

1
1
年

法
律
第

1
1
7
号
）
第

８
条

第
１
項

の
規
定

に
よ

り
選

定
さ
れ

た
選
定

事
業

者
が

、
同
法

第
1
4
条
第

１
項

の
規
定

に
よ
り

整

備
し
た

施
設
を

市
町

村
が

買
収
す

る
事
業

を
含

む
も

の
と
す

る
。
）

 

 ４
 
事

業
の
実

施
期

限
 

令
和
６

年
３
月

３
１

日
と

す
る
。

た
だ
し

、
令

和
５

年
度
中

に
施
設

整
備

に
着

手
し
、

令
和
６

年
度

中
に
完

了
が
見

込
ま

れ
る

場
合
に

は
、
施

設
整
備

が
完
了
す

る
月
の

末
日

又
は

令
和
７

年
３

月
3
1
日

の

い
ず
れ

か
早
い

日
と

す
る

。
 

 ５
 
対

象
経
費

 

種
目

 
対
象
経

費
 

本
体
工

事
費

 
施

設
の

整
備

に
必

要
な

工
事

費
又

は
工

事
請

負
費

及
び

工
事

事
務

費
（

工

事
施

工
の

た
め

直
接

必
要

な
事

務
に

要
す

る
費

用
で

あ
っ

て
、

旅
費

、
消

耗

品
費

、
通

信
運

搬
費

、
印

刷
製

本
費

及
び

設
計

監
督

料
等

を
い

い
、

そ
の

額

は
、
工

事
費
又

は
工

事
請

負
費
の

2
.
6
％

に
相

当
す

る
額
を

限
度
額

と
す

る
。

以
下
同

じ
）
。

 

た
だ

し
、

別
の

補
助

金
等

又
は

こ
の

種
目

と
は

別
の

種
目

に
お

い
て

別
途

交
付
対

象
と
す

る
費

用
を

除
き
（
以
下

同
じ

。
)
、
工
事
費

又
は
工

事
請

負
費

に
は

、
こ

れ
と

同
等

と
認

め
ら

れ
る

委
託

費
、

分
担

金
及

び
適

当
と

認
め

ら

れ
る
購

入
費
等

を
含

む
（

以
下
同

じ
。
）
。

 

特
殊
附

帯
工
事

費
 

特
殊
附

帯
工
事

費
に

必
要

な
工
事

費
又
は

工
事

請
負

費
 

地
域

交
流

ス
ペ

ー

ス
加
算

 

地
域

に
密

着
し

た
独

自
の

事
業

を
実

施
す

る
た

め
の

場
等

を
確

保
す

る
整

備
で
あ

っ
て
、

平
成

2
0
年
６
月

1
2
日

雇
児

発
第

0
6
1
2
0
0
8
号
厚

生
労

働
省

雇
用

均
等

・
児

童
家

庭
局

長
通

知
「

次
世

代
育

成
支

援
対

策
施

設
整

備
交

付

金
に

お
け

る
地

域
福

祉
の

推
進

等
を

図
る

た
め

の
ス

ペ
ー

ス
（

地
域

交
流

ス

ペ
ー

ス
）

の
整

備
に

つ
い

て
」

に
定

め
る

基
準

に
適

合
す

る
整

備
に

必
要

な

事
費
又

は
工
事

請
負

費
及

び
工
事

事
務
費

 

解
体

撤
去

工
事

費

及
び

仮
設

施
設

整

備
工

事
費
（

改
築

・

大
規

模
修

繕
等

の

場
合
が

対
象
）
※
大

規
模

修
繕

等
に

つ

い
て
は

、
仮
設

施
設

整
備
費

の
み
対

象
 

解
体

撤
去

に
必

要
な

工
事

費
又

は
工

事
請

負
費

及
び

仮
設

施
設

整
備

に
必

要
な
賃

借
料
、

工
事

費
又

は
工
事

請
負
費

 

 ６
 
留

意
事
項

 

 
（
１

）
次
に

掲
げ

る
費

用
に
つ

い
て
は

、
対

象
と

し
な
い

。
 

 
 
 

①
 
土

地
の

買
収

又
は
整

地
に
関

す
る

費
用

 

 
 
 

②
 
既

存
建

物
の

買
収
（

既
存
建

物
を

買
収

す
る
こ

と
が
建

物
を

新
築

す
る
こ

と
よ
り

、
効

率
的

で
あ
る

と
認
め

ら
れ

る
場

合
に
お

け
る
当

該
建

物
の

買
収
を

除
く
。

）
に

要
す

る
費
用

 

 
 
 

③
 
職

員
の

宿
舎

に
要
す

る
費
用

 

 
 
 

④
 
そ

の
他

施
設

整
備
費

と
し
て

適
当

と
認

め
ら
れ

な
い
費

用
 

 （
２
）

こ
の
事

業
に

よ
り

施
設
整

備
を
行

う
際

に
、

過
去
に

厚
生
労

働
省

所
管

一
般
会

計
補
助

金
等

の

交
付
を

受
け
取

得
し

た
財

産
に
つ

い
て

、
取

り
壊
し

等
の
財

産
処
分

を
行

う
場

合
に
は

、
平

成
2
0

年
４
月

1
7
日

雇
児

発
第

0
4
1
7
0
0
1
号

「
厚

生
労
働

省
所
管

一
般
会

計
補

助
金

等
に
係

る
財
産

処

分
に
つ

い
て
」

に
よ

る
財

産
処
分

の
承
認

手
続

き
等

が
必
要

で
あ
る

の
で

、
厚

生
労
働

省
又
は

各

地
方
厚

生
局
若

し
く

は
地

方
厚
生

支
局
と

事
前

に
相

談
す
る

こ
と
。

 

 （
３
）

「
次
世

代
育

成
支

援
対
策

施
設
整

備
交

付
金

交
付
要

綱
」
（

平
成

2
0
年
６
月

1
2
日

厚
生
労

働

省
発
雇

児
第

0
6
1
2
0
0
1
号

厚
生
労

働
省
事

務
次

官
通

知
の
別

紙
）
に

基
づ

く
交

付
金
の

対
象
と

な

る
補

助
対

象
経

費
と

本
事

業
に

よ
る

補
助

対
象

経
費

が
重

複
す

る
こ

と
が

な
い

よ
う

留
意

す
る

こ
と
。
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別
添
４

０
 

 

特
定
妊

婦
等
支

援
臨

時
特

例
事
業

 

 １
 
事

業
の
目

的
 

予
期
せ

ぬ
妊
娠

な
ど

を
理

由
に
支

援
を
必

要
と

す
る

妊
産
婦

等
（
以

下
、

特
定

妊
婦
等

と
い
う

。
）

に
対
し

て
、
支

援
の

必
要

性
の
把

握
を
行

う
と

と
も

に
、
相

談
支
援

の
実

施
や

出
産
ま

で
の
間

、
安

心

し
て
生

活
を
送

る
こ

と
が

で
き
る

居
場
所

の
提

供
等

を
行
う

こ
と
で

、
支

援
が

必
要
な

妊
産
婦

等
が

安

心
し
た

生
活
を

行
う

こ
と

が
で
き

る
よ
う

支
援

す
る

。
 

 ２
 
事

業
の
実

施
主

体
 

都
道
府

県
、
指
定

都
市

、
中
核
市

、
児

童
相

談
所
設

置
市

、
市
及

び
福

祉
事
務

所
設
置

町
村
（
以

下
、

都
道
府

県
等
と

い
う

。
）

 

な
お

、
３
の
（

１
）
及
び

３
の
（
２

）
②

の
事
業

に
つ
い
て

は
全
部

又
は

一
部

を
、
３
の
（
２

）
①

の
事
業

に
つ
い

て
は

一
部

を
、
都

道
府
県

等
が

認
め

た
者
へ

の
委
託

等
を

行
う

こ
と
が

で
き
る

。
 

 ３
 
事

業
の
内

容
 

（
１
）

特
定
妊

婦
等

支
援

事
業

 

特
定

妊
婦

等
が

通
所

ま
た

は
入

所
に

よ
り

安
心

し
て

生
活

を
行

う
こ

と
の

で
き

る
居

場
所

を

提
供
し

、
特
定

妊
婦

等
が

抱
え
る

妊
娠
・

出
産

、
出

産
後
の

生
活
に

係
る

不
安

等
に
対

す
る
相

談

支
援
や

、
看
護

師
等

の
専

門
性
を

活
か
し

た
助

言
等

を
行
う

と
と
も

に
、

医
療

機
関
等

そ
の
他

関

係
機
関

へ
の
つ

な
ぎ

の
支

援
を
実

施
す
る

。
（

※
１

）
 

な
お
、

実
施
事

業
所

は
児

童
相
談

所
・
市

町
村

・
医

療
機
関

・
母
子

生
活

支
援

施
設
・

就
業
支

援
機
関

等
の
関

係
機

関
と

情
報
共

有
を
行

い
、

連
携

し
て
支

援
を
行

う
こ

と
。

 

あ
わ
せ

て
、
特

定
妊

婦
等

が
メ
ン

タ
ル
ケ

ア
等

の
心

理
的
支

援
や
法

律
相

談
支

援
が
必

要
な
場

合
に
は

必
要
に

応
じ

て
嘱

託
契
約

そ
の
他

方
法

に
よ

り
支
援

を
行
う

。
 

①
実
施

場
所

 

母
子
生

活
支
援

施
設
、
乳

児
院
、
婦

人
保
護

施
設
、
医
療
機

関
、
そ
の

他
都

道
府
県
等

が

妊
産
婦

支
援
を

行
う

場
所

と
し
て

適
当
と

認
め

た
場

所
（
空

き
家

や
賃
貸

物
件

の
活
用

を
含

む
。
）

 

②
実
施

体
制

 

支
援
の

実
施
に

当
た

り
、
以
下
の
（

ⅰ
）
～
（
ⅲ
）
の
職
員

を
配
置

し
て

行
う

支
援
の

ほ

か
、
必

要
に
応

じ
て

（
ⅳ

）
の
支

援
を
行

う
。

 

（
ⅰ
）

支
援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ
ー

（
管
理

者
）

 

・
 
特

定
妊
婦

等
に

対
す

る
妊
娠

・
出
産

に
関

す
る

不
安
や

葛
藤
に

関
す

る
相

談
支
援

や
、
出

産
後
自

立
す

る
ま

で
の
間

安
心
し

て
過

ご
す

居
場
所

の
提
供

等
、

特
定

妊
婦

等
へ
の

支
援
に

関
す

る
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト
の

実
施

 

・
 
児

童
相
談

所
や

市
町

村
、
児

童
福
祉

施
設

、
医

療
機
関

等
関
係

機
関

と
の

連
携
や

支
援
計

画
の
策

定
（

※
２

、
３
）

 

・
 
そ

の
他
、

看
護

師
等

や
母
子

支
援
員

と
連

携
し

た
特
定

妊
婦
等

へ
の

支
援

の
実
施

 

（
ⅱ
）

看
護
師

、
助

産
師

、
保
健

師
（
以

下
、

看
護

師
等
と

い
う
。

）
 

・
 
専

門
性
を

活
か

し
た

出
産
に

向
け
た

身
体

と
心

の
ケ
ア

や
体
調

管
理

等
の

医
療
的

な
支
援

の
実
施

 

・
 
産

科
医
療

機
関

へ
の

同
行
支

援
等
の

産
科

受
診

等
支
援

 

・
 
そ

の
他
、

支
援

コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
タ
ー

や
母

子
支

援
員
と

連
携
し

た
特

定
妊

婦
等
へ

の
支
援

の
実
施

 

（
ⅲ
）

母
子
支

援
員

 

・
 
特

定
妊
婦

等
へ

の
家

事
・
育

児
等
の

日
常

生
活

上
の
援

助
の
実

施
 

・
 
出

産
後
の

母
子

の
自

立
に
向

け
た
相

談
支

援
や

、
行
政

手
続
の

同
行

支
援

、
就
労

支
援
機

関
へ
の

同
行

支
援

の
実
施

 

・
 
そ

の
他
、

支
援

コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
タ
ー

や
看

護
師

等
と
連

携
し
た

特
定

妊
婦

等
へ
の

支
援
の

実
施

 

（
ⅳ
）

心
理
療

法
連

携
支

援
・
法

律
相
談

連
携

支
援

 

・
 
メ

ン
タ
ル

ケ
ア

等
の

心
理
的

支
援
や

配
偶

者
と

の
ト
ラ

ブ
ル
等

法
律

相
談

支
援
が

必
要
な

特
定
妊

婦
等

に
対

し
て
、
嘱

託
契

約
そ
の

他
適
切
な

方
法
に

よ
る

支
援

の
実

施
 

 

（
※
１

）
特
定

妊
婦

等
の

健
康
状

況
等
を

勘
案

し
て

、
通
所

が
困
難

な
場

合
に

は
、
事

業
の
実

施

に
携
わ

る
支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー
タ

ー
や
看

護
師

等
、

母
子
支

援
員
な

ど
が

訪
問

し
て
支

援
を

実
施
す

る
よ
う

努
め

る
こ

と
。

 

（
※
２

）
支
援

計
画

と
は

、
支
援

実
施
事

業
所

に
お

け
る
支

援
対
象

者
へ

の
支

援
内
容

を
中
心

に

考
え
た

も
の
と

す
る

。
 

（
※
３

）
支
援

計
画

の
策

定
に
あ

た
っ
て

は
、

特
定

妊
婦
等

の
意
向

も
十

分
に

確
認
す

る
こ
と

。

ま
た
、

策
定
の

中
で

特
定

妊
婦
等

が
特
別

養
子

縁
組

を
希
望

す
る
場

合
に

は
、

当
該
地

域
を

管
轄
す

る
児
童

相
談

所
に

連
絡
し

、
児
童

相
談

所
に

お
い
て

対
応
す

る
こ

と
。

 

 

（
２
）

特
定
妊

婦
等

の
実

態
把
握

・
関
係

機
関

連
携

事
業

 

事
業
の

実
施
に

あ
た

っ
て

は
、
以

下
の
①

及
び

②
の

取
組
を

実
施
す

る
も

の
と

す
る
。

 

①
 

特
定

妊
婦

等
の

支
援

を
必

要
と

す
る

妊
産

婦
の

支
援

に
必

要
な

関
係

機
関

と
の

連
携

を
行

う
た
め

の
連
絡

協
議

会
の

開
催

 

（
ⅰ
）

実
施
主

体
は

、
都

道
府
県

等
、
特

定
妊

婦
等

支
援
事

業
所
、

医
療

機
関

、
福
祉

支
援
機

関
、
就

労
支
援

機
関

等
の

関
係
機

関
が
協

議
を

行
う

場
を
設

置
し
、

各
地

域
に

お
け
る

特

定
妊

婦
等

の
支

援
を

必
要

と
す

る
妊

産
婦

へ
の

支
援

に
必

要
な

事
項

の
協

議
を

実
施

す

る
。

 

（
ⅱ
）

連
絡
協

議
会

は
年

４
回
以

上
を
目

途
と

し
て

開
催
す

る
も
の

と
す

る
。

 

（
ⅲ
）

報
告
さ

れ
た

実
態

調
査
の

結
果
に

基
づ

き
、

実
施
主

体
に
お

け
る

特
定

妊
婦
等

の
支
援

の
体
制

の
評
価

・
検

討
を

行
う
と

と
も
に

支
援

ニ
ー

ズ
に
則

し
た
支

援
体

制
の

構
築
を

検

討
す
る

こ
と
。

 

 
②
 

都
道
府

県
等

が
特

定
妊
婦

等
の
支

援
を

必
要

と
す
る

妊
産
婦

の
支

援
ニ

ー
ズ
等

を
把
握

す
る

た
め
の

実
態
調

査
や

ヒ
ア

リ
ン
グ

の
実
施

 

事
業
の

実
施
に

あ
た

っ
て

は
、
以

下
の
（

ⅰ
）

～
（

ⅲ
）
を

実
施
す

る
も

の
と

す
る
。

 

（
ⅰ
）

実
態
調

査
や

ヒ
ア

リ
ン
グ

の
実
施

に
あ

た
っ

て
は
、

以
下
の

項
目

を
参

考
と
し

、
各
地
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域
の
実

情
を
考

慮
し

た
上

で
連
絡

協
議
会

に
て

項
目

を
策
定

す
る
も

の
と

す
る

。
 

（
a
）
特

定
妊

婦
等
の

支
援
を
必

要
と
す

る
妊

産
婦

数
 

（
b
）
支

援
を

必
要
と

す
る
妊
産

婦
を
把

握
し

た
方

法
 

（
c
）
支

援
ニ

ー
ズ

 

（
d
）

支
援

を
必

要
と

す
る

妊
産

婦
の

相
談

内
容

（
出

産
支

援
、

就
労

支
援

、
中

絶
後

の
メ

ン
タ
ル

ケ
ア
な

ど
）

 

（
e
）
支

援
実

施
後
の

連
携
先
等

（
母
子

生
活

支
援

施
設
入

所
な
ど

）
 

（
f
）
公

的
な

サ
ポ
ー

ト
へ
の
意

見
・
要

望
 

（
g
）
そ

の
他

、
各
地

域
に
お
け

る
特
定

妊
婦

等
へ

の
支
援

に
必
要

な
情

報
 

（
ⅱ
）

調
査
方

法
は

各
地

域
の
実

情
に
応

じ
た

も
の

と
す
る

こ
と
。

た
だ

し
、

特
定
妊

婦
や
支

援
実
施

事
業
所

が
回

答
を

行
う
こ

と
が
困

難
と

な
ら

な
い
よ

う
留
意

す
る

こ
と

。
 

（
ⅲ
）

実
態
調

査
に

よ
り

得
ら
れ

た
結
果

は
、

連
絡

協
議
会

に
報
告

す
る

こ
と

。
 

 ４
 
事

業
の
実

施
期

限
 

令
和
６

年
３
月

３
１

日
と

す
る
。

 

 ５
 
補

助
基
準

額
・

補
助

率
 

（
１
）

補
助
率

 

①
 
特

定
妊
婦

等
支

援
事

業
 

（
ⅰ
）

基
本
分

 
１

施
設

当
た
り

 
3
0
,
9
7
9
千

円
 

（
ⅱ
）

心
理
療

法
連

携
支

援
 
１

施
設
当

た
り

 
8
8
7
千
円

 

（
ⅲ
）

法
律
相

談
連

携
支

援
 
１

施
設
当

た
り

 
8
8
7
千
円

 

（
ⅳ
）

開
設
準

備
費

支
援

 
１
施

設
当
た

り
 
4
,
0
0
0
千
円

（
上
限

額
）

 

（
ⅴ
）

賃
借
料

支
援

 
１

施
設
当

た
り
 

3
,
0
0
0
千

円
（
上

限
額
）

 

 

②
 
特

定
妊
婦

等
の

実
態

把
握
・

関
係
機

関
連

携
事

業
 
１

都
道
府

県
等

当
た

り
 
5
,
0
8
5
千

円
 

 

（
２
）

補
助
率

 

 
 
国

１
／
２

、
都

道
府

県
・
指

定
都
市

・
中

核
市

・
児
童

相
談
所

設
置

市
１

／
２

 

 
 
国

１
／
２

、
都

道
府

県
１
／

４
、
市

及
び

福
祉

事
務
所

設
置
町

村
１

／
４

（
市
及

び
福
祉

事
務

所
設

置
町
村

が
実
施

す
る

場
合

）
 

 ６
 
対

象
経
費

 

報
酬
、
給
料
及

び
職

員
手

当
等
、
旅
費
、
需
用

費
（

消
耗
品

費
、
教

材
費

、
燃

料
費
、
印
刷
製

本
費
、

会
議
費

、
光
熱

水
費

）
、

改
修
費

、
備
品

購
入

費
、

役
務
費

（
通
信

運
搬

費
、

広
告
費

、
保
険

料
）
、

報
償
費

、
委
託

料
、

使
用

料
及
び

賃
借
料

、
共

済
費

、
扶
助

費
、
補

助
金

、
負

担
金

 

 ７
 
留

意
事
項

 

他
の
国

庫
補
助

を
受

け
る

場
合
は

、
本
事

業
の

対
象

と
な
ら

な
い
。

 

別
添
４

１
 

 

社
会
的

養
護
自

立
支

援
整

備
事
業

 

 １
 
事

業
の
目

的
 

社
会
的

養
護
経

験
者

等
へ

の
自
立

支
援
が

確
実

に
提

供
さ
れ

る
環
境

の
整

備
を

図
る
た

め
、
生

活
相

談
や
就

労
相
談

等
の

自
立

支
援
を

行
う
事

業
所

の
整

備
等
に

要
す
る

費
用

の
一

部
を
支

援
し
、

も
っ

て

社
会
的

養
護
経

験
者

等
に

対
す
る

自
立
支

援
の

体
制

整
備
を

推
進
す

る
こ

と
を

目
的
と

す
る
。

 

 ２
 
事

業
の
内

容
 

（
１
）

事
業
内

容
 

以
下
に

掲
げ
る

社
会

的
養

護
経
験

者
等
に

対
し

て
、

関
係
機

関
と
連

携
し

て
生

活
相
談

や
就
労

相

談
等
の

自
立
支

援
を

行
う

事
業
所

の
整
備

に
必

要
な

整
備
費

・
改
修

費
等

の
支

援
を
行

う
。

 

①
 
施

設
等
に

入
所

し
て

い
る
者

及
び
退

所
し

た
者

（
母
子

生
活
支

援
施

設
に

あ
っ
て

は
保
護

者

を
含
む

。
）

 

②
 

里
親

又
は

フ
ァ

ミ
リ

ー
ホ

ー
ム

事
業

者
に

委
託

さ
れ

て
い

る
者

及
び

委
託

を
解

除
さ

れ
た

者
 

③
 
児

童
自
立

生
活

援
助

を
受
け

て
い
る

者
及

び
援

助
の
実

施
を
解

除
さ

れ
た

者
 

④
 

そ
の

他
、

在
宅

指
導

措
置

を
受

け
て

い
る

家
庭

に
い

る
者

で
あ

っ
て

、
自

立
支

援
を

必
要

と
す
る

者
等
、

都
道

府
県

等
が
自

立
支
援

が
必

要
で

あ
る
と

認
め
る

者
 

 

（
２
）

事
業
の

実
施

主
体

 

都
道
府

県
、
指

定
都

市
、

児
童
相

談
所
設

置
市

（
以

下
、
都

道
府
県

等
と

い
う

。
）

 

 

（
３
）

整
備
対

象
施

設
の

設
置
主

体
（
事

業
者

）
 

都
道
府

県
等
又

は
都

道
府

県
等
が

適
当
と

認
め

た
者

 

 

（
４
）

整
備
基

準
 

事
業
所

の
整
備

に
当

た
っ

て
は
、

以
下
の

①
～

⑤
の

設
備
を

設
け
る

も
の

と
す

る
。

 

①
 
社

会
的
養

護
経

験
者

等
が
集

ま
る
こ

と
が

で
き

る
設
備

 

②
 
相

談
室

 

③
 
社

会
的
養

護
経

験
者

等
が
一

時
的
に

生
活

で
き

る
居
室

 

④
 
事

務
室

 

⑤
 
そ

の
他
、

自
立

支
援

の
実
施

に
必
要

な
設

備
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３
 
補

助
基
準

額
・

補
助

率
等

 

 
（
１

）
補
助

基
準

額
 

種
目

 
補
助
基

準
額

 

本
体
工

事
 

１
施
設

当
た
り

 
1
7
,
6
3
5
千
円

 

特
殊
附

帯
工
事

 
１
施
設

当
た
り

 
1
6
,
8
0
4
千
円

 

地
域
交

流
ス
ペ

ー
ス

加
算

 
１
施
設

当
た
り

 
1
2
,
2
7
3
千
円

 

解
体
撤

去
工
事

 
1
施
設

当
た
り

 
 
1
,
0
0
3
千
円

 

仮
設
施

設
整
備

工
事

 
１
施
設

当
た
り

 
 
1
,
7
8
0
千
円

 

※
 
大

規
模
修

繕
等

に
つ

い
て
は

、
対
象

経
費

の
実

支
出
額

を
基
準

額
と

す
る

こ
と
。

 

※
 
特

殊
附

帯
工
事

に
つ

い
て
は

、
「

次
世
代

育
成

支
援
対

策
施

設
整
備

交
付

金
に
お

け
る

特
殊
附

帯
工
事

の
取
扱

い
に

つ
い

て
」
（

平
成

2
0
年
６

月
1
2
日
 

雇
児

発
第

0
6
1
2
0
0
4
号
）

を
準

用
し

て
整
備

す
る
こ

と
。

 

※
 
地

域
交

流
ス
ペ

ー
ス

加
算
に

つ
い

て
は
、

「
次

世
代
育

成
支

援
対
策

施
設

整
備
交

付
金

に
お
け

る
地

域
福

祉
の

推
進
等

を
図
る

た
め

の
ス

ペ
ー
ス

（
地
域

交
流

ス
ペ

ー
ス
）

の
整
備

に
つ

い
て

」

（
平
成

2
0
年

６
月

1
2
日

雇
児
発

第
0
6
1
2
0
0
8
号
）

の
「
Ⅰ

地
域
に

密
着

し
た

独
自
の

事
業
を

実

施
す
る

た
め
の

地
域

交
流

ス
ペ
ー

ス
の
整

備
」

を
準

用
し
て

整
備
す

る
こ

と
。

 

※
 
豪

雪
地
帯

対
策

特
別

措
置
法

（
昭

和
3
7
年
法

律
第

7
3
号

）
第

2
条

第
2
項
の

規
定
に

基
づ

き

指
定
さ

れ
た
特

別
豪

雪
地

域
、
奄

美
群
島

振
興

開
発

特
別
措

置
法
（

昭
和

2
9
年
法
律

第
1
8
9
号
）

第
1
条
に
規

定
さ
れ

た
奄

美
群
島

、
離
島

振
興

法
（

昭
和

2
8
年
法

律
第

7
2
号

）
第

2
条
第

1
項

の
規

定
に

基
づ

き
指
定

さ
れ
た

離
島

振
興

対
策
実

施
地
域

、
小

笠
原

諸
島
振

興
開
発

特
別

措
置

法

（
昭
和

4
4
年
法

律
第

7
9
号
）
第

4
条
第

1
項

に
規

定
さ
れ

た
小
笠

原
諸

島
又

は
沖
縄

振
興
特

別

措
置
法

（
平
成

1
4
年
法

律
第

1
4
号
）

第
3
条
第

1
項
第

3
号
に

規
定
さ

れ
た
離
島

の
い
ず

れ
か

に
所
在

す
る
場

合
は

、
基

準
額
（

地
域

交
流

ス
ペ
ー

ス
を
除

く
）
に
対

し
て

、
0
.
0
8
を

乗
じ

て
得

ら
れ
た

基
準
額

を
加

算
す

る
こ
と

。
（
小

数
点

以
下

切
捨
て

。
）

 

  
（
２

）
補
助

率
 

 
 
 

 
国
２

／
３

、
都

道
府
県

等
１
／

１
２

、
事

業
者
１

／
４

 

  
（
３

）
補
助

対
象

事
業

（
整
備

区
分
）

 

創
設

、
増

築
、

増
改

築
、

改
築

、
改

修
、

大
規

模
修

繕
等

（
そ

の
他

、
民

間
資

金
等

の
活

用

に
よ
る

公
共
施

設
等

の
整

備
等
の

促
進
に

関
す

る
法

律
（
平
成

1
1
年

法
律
第

1
1
7
号
）
第

８
条

第
１
項

の
規
定

に
よ

り
選

定
さ
れ

た
選
定

事
業

者
が

、
同
法

第
1
4
条
第

１
項

の
規
定

に
よ
り

整

備
し
た

施
設
を

市
町

村
が

買
収
す

る
事
業

を
含

む
も

の
と
す

る
。
）

 

 ４
 
事

業
の
実

施
期

限
 

令
和
６

年
３
月

３
１

日
と

す
る
。

た
だ
し

、
令

和
５

年
度
中

に
施
設

整
備

に
着

手
し
、

令
和
６

年
度

中
に
完

了
が
見

込
ま

れ
る

場
合
に

は
、
施

設
整
備

が
完
了
す

る
月
の

末
日

又
は

令
和
７

年
３

月
3
1
日

の

い
ず
れ

か
早
い

日
と

す
る

。
 

 ５
 
対

象
経
費

 

 
 

種
目

 
対
象
経

費
 

本
体
工

事
費

 
施

設
の

整
備

に
必

要
な

工
事

費
又

は
工

事
請

負
費

及
び

工
事

事
務

費
（

工

事
施

工
の

た
め

直
接

必
要

な
事

務
に

要
す

る
費

用
で

あ
っ

て
、

旅
費

、
消

耗

品
費

、
通

信
運

搬
費

、
印

刷
製

本
費

及
び

設
計

監
督

料
等

を
い

い
、

そ
の

額

は
、
工

事
費
又

は
工

事
請

負
費
の

2
.
6
％

に
相

当
す

る
額
を

限
度
額

と
す

る
。

以
下
同

じ
）
。

 

た
だ

し
、

別
の

補
助

金
等

又
は

こ
の

種
目

と
は

別
の

種
目

に
お

い
て

別
途

交
付
対

象
と
す

る
費

用
を

除
き
（
以
下

同
じ

。
)
、
工
事
費

又
は
工

事
請

負
費

に
は

、
こ

れ
と

同
等

と
認

め
ら

れ
る

委
託

費
、

分
担

金
及

び
適

当
と

認
め

ら

れ
る
購

入
費
等

を
含

む
（

以
下
同

じ
。
）
。

 

特
殊
附

帯
工
事

費
 

特
殊
附

帯
工
事

費
に

必
要

な
工
事

費
又
は

工
事

請
負

費
 

地
域

交
流

ス
ペ

ー

ス
加
算

 

地
域

に
密

着
し

た
独

自
の

事
業

を
実

施
す

る
た

め
の

場
等

を
確

保
す

る
整

備
で
あ

っ
て
、

平
成

2
0
年
６
月

1
2
日

雇
児

発
第

0
6
1
2
0
0
8
号
厚

生
労

働
省

雇
用

均
等

・
児

童
家

庭
局

長
通

知
「

次
世

代
育

成
支

援
対

策
施

設
整

備
交

付

金
に

お
け

る
地

域
福

祉
の

推
進

等
を

図
る

た
め

の
ス

ペ
ー

ス
（

地
域

交
流

ス

ペ
ー

ス
）

の
整

備
に

つ
い

て
」

に
定

め
る

基
準

に
適

合
す

る
整

備
に

必
要

な

事
費
又

は
工
事

請
負

費
及

び
工
事

事
務
費

 

解
体

撤
去

工
事

費

及
び

仮
設

施
設

整

備
工

事
費
（

改
築

・

大
規

模
修

繕
等

の

場
合
が

対
象
）
※
大

規
模

修
繕

等
に

つ

い
て
は

、
仮
設

施
設

整
備
費

の
み
対

象
 

解
体

撤
去

に
必

要
な

工
事

費
又

は
工

事
請

負
費

及
び

仮
設

施
設

整
備

に
必

要
な
賃

借
料
、

工
事

費
又

は
工
事

請
負
費

 

 ６
 
留

意
事
項

 

 
（
１

）
次
に

掲
げ

る
費

用
に
つ

い
て
は

、
対

象
と

し
な
い

。
 

 
 
 

①
 
土

地
の

買
収

又
は
整

地
に
関

す
る

費
用

 

 
 
 

②
 
既

存
建

物
の

買
収
（

既
存
建

物
を

買
収

す
る
こ

と
が
建

物
を

新
築

す
る
こ

と
よ
り

、
効

率
的

で
あ
る

と
認
め

ら
れ

る
場

合
に
お

け
る
当

該
建

物
の

買
収
を

除
く
。

）
に

要
す

る
費
用

 

 
 
 

③
 
職

員
の

宿
舎

に
要
す

る
費
用

 

 
 
 

④
 
そ

の
他

施
設

整
備
費

と
し
て

適
当

と
認

め
ら
れ

な
い
費

用
 

（
２
）

こ
の
事

業
に

よ
り

施
設
整

備
を
行

う
際

に
、

過
去
に

厚
生
労

働
省

所
管

一
般
会

計
補
助

金
等

の

交
付
を

受
け
取

得
し

た
財

産
に
つ

い
て

、
取

り
壊
し

等
の
財

産
処
分

を
行

う
場

合
に
は

、
平

成
2
0

年
４
月

1
7
日

雇
児

発
第

0
4
1
7
0
0
1
号

「
厚

生
労
働

省
所
管

一
般
会

計
補

助
金

等
に
係

る
財
産

処
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分
に
つ

い
て
」

に
よ

る
財

産
処
分

の
承
認

手
続

き
等

が
必
要

で
あ
る

の
で

、
厚

生
労
働

省
又
は

各

地
方
厚

生
局
若

し
く

は
地

方
厚
生

支
局
と

事
前

に
相

談
す
る

こ
と
。

 

（
３
）

「
次
世

代
育

成
支

援
対
策

施
設
整

備
交

付
金

交
付
要

綱
」
（

平
成

2
0
年
６
月

1
2
日

厚
生
労

働

省
発
雇

児
第

0
6
1
2
0
0
1
号

厚
生
労

働
省
事

務
次

官
通

知
の
別

紙
）
に

基
づ

く
交

付
金
の

対
象
と

な

る
補

助
対

象
経

費
と

本
事

業
に

よ
る

補
助

対
象

経
費

が
重

複
す

る
こ

と
が

な
い

よ
う

留
意

す
る

こ
と
。

 

 

別
添
４

２
 

 

社
会
的

養
護
自

立
支

援
実

態
把
握

事
業

 

 １
 
事

業
の
目

的
 

社
会

的
養

護
経

験
者

等
へ

の
自

立
支

援
が

確
実

に
提

供
さ

れ
る

た
め

の
環

境
整

備
を

推
進

す
る

た

め
、
都

道
府
県

、
指

定
都

市
、
児

童
相
談

所
設

置
市

（
以
下

、
都
道

府
県

等
と

い
う
。

）
が
社

会
的

養

護
経

験
者

等
の

実
態

把
握

に
係

る
調

査
の

実
施

や
関

係
機

関
と

の
連

携
の

強
化

に
必

要
な

支
援

を
行

う
。

 

 ２
 
事

業
の
内

容
 

以
下
の

（
１
）

及
び

（
２

）
の
取

組
を
行

う
。

 

（
１
）

自
立
支

援
に

必
要

な
関
係

機
関
と

の
連

携
を

行
う
た

め
の
連

絡
協

議
会

の
開
催

 

（
２
）

都
道
府

県
等

が
以

下
に
掲

げ
る
社

会
的

養
護

経
験
者

等
の
支

援
ニ

ー
ズ

等
を
把

握
す
る

た
め

の
実
態

調
査
や

ヒ
ア

リ
ン

グ
の
実

施
 

①
 

施
設

等
に

入
所

し
て

い
る

者
及

び
退

所
し

た
者

（
母

子
生

活
支

援
施

設
に

あ
っ

て
は

保

護
者
を

含
む
。

）
 

②
 

里
親

又
は

フ
ァ

ミ
リ

ー
ホ

ー
ム

事
業

者
に

委
託

さ
れ

て
い

る
者

及
び

委
託

を
解

除
さ

れ

た
者

 

③
 
児

童
自
立

生
活

援
助

を
受
け

て
い
る

者
及

び
援

助
の
実

施
を
解

除
さ

れ
た

者
 

④
 

そ
の

他
、

在
宅

指
導

措
置

を
受

け
て

い
る

家
庭

に
い

る
者

で
あ

っ
て

、
自

立
支

援
を

必

要
と
す

る
者
等

、
都

道
府

県
等
が

自
立
支

援
が

必
要

で
あ
る

と
認
め

る
者

 

 

 ３
 
事

業
の
実

施
主

体
 

都
道
府

県
等

 

た
だ
し
、
２
（

１
）
の

事
業
に
つ

い
て
は

一
部

を
、
２
（
２
）
の
事

業
に
つ

い
て
は
全

部
又
は

一
部

を
、
都

道
府
県

等
が

認
め

た
者
（

社
会
福

祉
法

人
、

N
P
O
法

人
等
）

に
委

託
を

行
う
こ

と
が
で

き
る

。
 

 ４
 
事

業
の
実

施
期

限
 

令
和
６

年
３
月

３
１

日
と

す
る
。

 

 ５
 
実

施
要
件

 

（
１
）

自
立
支

援
に

必
要

な
関
係

機
関
と

の
連

携
を

行
う
た

め
の
連

絡
協

議
会

の
開
催

 

事
業
の

実
施
に

あ
た

っ
て

は
、
以

下
の
①

～
④

を
実

施
す
る

も
の
と

す
る

。
 

①
 
実

施
主
体

は
、
都

道
府
県
等
、
社
会

的
養
護

自
立
支
援

事
業
所

、
医
療

機
関
、
社
会

的
養

護
経
験

者
、
福
祉

支
援
機

関
、
就

労
支

援
機

関
等
の

関
係
機

関
が
協

議
を

行
う

場
を
設

置
し
、

各
地
域

に
お
け

る
自

立
支

援
の
提

供
に
必

要
な

事
項

の
協
議

を
実
施

す
る

。
 

②
 
連

絡
協
議

会
の

委
員

は
原
則

実
施
主

体
が

選
定

す
る
こ

と
と
す

る
が

、
社

会
的
養

護
経
験

者
を
委

員
と
す

る
な

ど
、

社
会
的

養
護
経

験
者

の
意

見
を
聞

く
機
会

を
設

け
る

こ
と
。

 

③
 
連

絡
協
議

会
は

年
４

回
以
上

を
目
途

と
し

て
開

催
す
る

も
の
と

す
る

。
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④
 
報

告
さ
れ

た
実

態
調

査
の
結

果
に
基

づ
き

、
実

施
主
体

に
お
け

る
自

立
支

援
の
体

制
の
評

価
・
検

討
を
行

う
と

と
も

に
支
援

ニ
ー
ズ

に
則

し
た

支
援
体

制
の
構

築
を

検
討

す
る
こ

と
。
 

 

（
２
）

都
道
府

県
等

が
社

会
的
養

護
経
験

者
等

の
支

援
ニ
ー

ズ
等
を

把
握

す
る

た
め
の

実
態
調

査
や

ヒ
ア
リ

ン
グ
の

実
施

 

事
業
の

実
施
に

あ
た

っ
て

は
、
以

下
の
①

～
④

の
取

組
を
実

施
す
る

も
の

と
す

る
。

 

①
 
実

態
調
査

や
ヒ

ア
リ

ン
グ
の

実
施
に

あ
た

っ
て

は
、
以

下
の
項

目
を

参
考

と
し
、
各
地
域

の
実
情

を
考
慮

し
た

上
で

連
絡
協

議
会
に

て
項

目
を

策
定
す

る
も
の

と
す

る
。

 

（
ⅰ
）

就
労
・

就
学

の
状

況
 

（
ⅱ
）

住
ま
い

・
家

計
の

状
況

 

（
ⅲ
）

健
康
状

態
・

医
療

サ
ー
ビ

ス
の
提

供
状

況
 

（
ⅳ
）

生
活
し

て
い

た
施

設
等
と

の
つ
な

が
り

・
相

談
相
手

の
有
無

等
 

（
ⅴ
）

最
後
に

生
活

し
て

い
た
施

設
等
か

ら
受

け
た

サ
ポ
ー

ト
の
内

容
と

評
価

 

（
ⅵ
）

公
的
な

サ
ポ

ー
ト

へ
の
意

見
・
要

望
 

（
ⅶ
）
措
置

に
は
至

ら
な

い
が
、
要
保

護
児
童

対
策

地
域
協

議
会

、
保
護

施
設

、
地
域

支
援

機

関
等
に

つ
な
が

り
支

援
を

受
け
て

い
る
、

支
援

が
必

要
な
者

の
人
数

 

（
ⅷ
）
措

置
解

除
時
の

自
立
支
援

計
画
に

基
づ

く
支

援
の
必

要
性
が

あ
る

社
会

的
養
護

経
験
者

の
人
数

 

（
ⅸ
）

そ
の
他

、
各

地
域

に
お
け

る
自
立

支
援

の
提

供
に
必

要
な
情

報
 

②
 
調

査
方
法

は
各

地
域

の
実
情

に
応
じ

た
も

の
と

す
る
こ

と
。
た
だ

し
、
社

会
的
養

護
経
験

者
等
が

回
答
を

行
う

こ
と

が
困
難

と
な
ら

な
い

よ
う

留
意
す

る
こ
と

。
 

③
 
実

態
調
査

に
よ

り
得

ら
れ
た

結
果
は

（
１

）
の

連
絡
協

議
会
に

報
告

す
る

こ
と
。

 

④
 
調

査
を
実

施
し

た
が

、
回
答

が
得
ら

れ
な

か
っ

た
社
会

的
養
護

経
験

者
等

に
対
し

て
は
、

入
所
し

て
い
た

施
設

等
の

協
力
を

得
る
等

し
て

、
所

在
の
確

認
等
の

実
態

把
握

に
努
め

る
こ

と
。

 

 ６
 
補

助
基
準

額
・

補
助

率
 

（
１
）

補
助
基

準
額

 

１
都
道

府
県
等

当
た

り
 

3
,
0
0
0
千
円
（

年
額

）
 

 

（
２
）

補
助
率

 

 
 
国

１
／
２

、
都

道
府

県
等
１

／
２

 

 ７
 
対

象
経
費

 

報
酬
、
給
料
及

び
職

員
手

当
等
、
旅
費
、
需
用

費
（

消
耗
品

費
、
教

材
費

、
燃

料
費
、
印
刷
製

本
費
、

会
議
費

、
光
熱

水
費

）
、
役
務
費
（
通
信

運
搬

費
、
広
告
費

、
保

険
料
）
、
報

償
費
、
委
託

料
、
使

用

料
及
び

賃
借
料

、
共

済
費

、
扶
助

費
、
負

担
金

 

 ８
 
留

意
事
項

 

（
１
）

本
事
業

の
実

施
に

よ
り
得

ら
れ
た

結
果

は
、

都
道
府

県
等
が

策
定

す
る

都
道
府

県
社
会

的
養

育

推
進
計

画
へ
の

反
映

を
検

討
す
る

こ
と
。

 

（
２
）

他
の
国

庫
補

助
を

受
け
る

場
合
は

、
本

事
業

の
対
象

と
な
ら

な
い

。
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別
添
４

３
 

 

児
童
相

談
所
一

時
保

護
施

設
整
備

事
業

 

 １
 
事

業
の
目

的
 

定
員
超

過
解
消

の
た

め
の

一
時
保

護
施
設

の
創

設
等

に
よ
る

定
員
拡

大
を

図
る

た
め
の

施
設
整

備
に

要
す
る

費
用
の

一
部

を
補

助
す
る

こ
と
に

よ
り

、
子

ど
も
が

適
切
な

環
境

で
生

活
で
き

る
よ
う

な
体

制

整
備
を

行
う
こ

と
を

目
的

と
す
る

。
 

 ２
 
事

業
の
内

容
 

（
１
）

事
業
内

容
 

施
設
の

定
員
拡

大
を

図
る

た
め
、

新
設
、

修
理

、
改

造
を
実

施
す
る

事
業

（
民

間
施
設

等
の
活

用
に

よ
る
公

共
施
設

等
の

整
備

等
の
促

進
に
関

す
る

法
律
（
平
成

1
1
年

法
律
第

1
1
7
号
）
第

８
条

第
１
項

の

規
定
に

よ
り
選

定
さ

れ
た

選
定
事

業
者
が

、
同

法
第

1
4

条
第
１

項
の

規
定

に
よ
り

整
備
し

た
施

設
を

（
３
）

に
定
め

る
地

方
公

共
団
体

が
買
収

す
る

事
業

（
以
下

「
P
F
I
事
業

」
と

い
う
。

）
を
含

む
）

。
 

 （
２
）

整
備
対

象
施

設
 

児
童
福

祉
法
（

昭
和

２
２

年
法
律

第
１
６

４
号

）
第

１
２
条

の
４
に

基
づ

く
児

童
を
一

時
保
護

す
る

一
時
保

護
施
設

。
 

 （
３
）

事
業
の

実
施

主
体

 

『
「

一
時
保

護
所

の
定
員

超
過
解

消
計
画

」
の
実
施

方
針
に

つ
い
て

』
（

令
和

４
年
２

月
2
1
日
付
け

子
家
発

0
2
2
1
第
１
号

厚
生
労
働

省
子
ど

も
家

庭
局

家
庭
福

祉
課
長

通
知

）
に

基
づ
く
「
一
時

保
護

所
定

員
超
過

解
消
計

画
」
の
採

択
を
受

け
た
都

道
府

県
、
指
定
都

市
及
び

児
童

相
談

所
設
置

市
（
以

下
、
「

都

道
府
県

等
」
と

い
う

。
別

添
４
３

の
２
、

別
添

４
３

の
３
、

別
添
４

３
の

４
に

お
い
て

同
じ
。

）
。

 

 （
４
）

事
業
の

実
施

期
限

 

令
和
６

年
３
月

３
１

日
と

す
る
。

た
だ
し

、
令

和
５

年
度
中

に
施
設

整
備

に
着

手
し
、

令
和
６

年

度
中
に

完
了
が

見
込

ま
れ

る
場
合

に
は
、
施
設

整
備

が
完
了

す
る
月

の
末

日
又

は
令
和

７
年
３

月
3
1

日
の
い

ず
れ
か

早
い

日
と

す
る
。

 

 ３
 
補

助
基
準

額
・

補
助

率
等

 

（
１
）

補
助
基

準
額

 

別
表
で

定
め
る

補
助

基
準

額
表
（

以
下
「

基
準

額
表

」
と
い

う
。
）

に
よ

り
算

出
す
る

。
 

ア
 
本

体
工
事

に
つ

い
て

は
、
定

員
規
模

に
よ

る
定

額
 

イ
 
特

殊
附
帯

工
事

を
行

う
場
合

は
、
特

殊
附

帯
工

事
費
の

基
準
額

を
適

用
 

ウ
 
増

改
築
の

場
合

に
は

、
解
体

撤
去
工

事
費

及
び

仮
設
施

設
整
備

工
事

費
が

対
象

 

エ
 

対
象

と
な

る
一

時
保

護
施

設
が

豪
雪

地
帯

対
策

特
別

措
置

法
（

昭
和

３
７

年
法

律
第

７
３

号
）
第

２
条
第

２
項

の
規

定
に
基

づ
き
指

定
さ

れ
た

特
別
豪

雪
地
帯

、
奄

美
群

島
振
興

開
発
特

別
措
置

法
（
昭

和
２

９
年

法
律
第

１
８
９

号
）

第
１

条
に
規

定
さ
れ

た
奄

美
群

島
、
離

島
振
興

法
（
昭

和
２
８

年
法

律
第

７
２
号

）
第
２

条
第

１
項

の
規
定

に
基
づ

き
指

定
さ

れ
た
離

島
振
興

対
策
実

施
地
域

、
小

笠
原

諸
島
振

興
開
発

特
別

措
置

法
（
昭

和
４
４

年
法

律
第

７
９
号

）
第
４

条
第
１

項
に
規

定
さ

れ
た

小
笠
原

諸
島
又

は
沖

縄
振

興
特
別

措
置
法

（
平

成
１

４
年
法

律
第
１

４
号
）

第
３
条

第
１

項
第

３
号
に

規
定
さ

れ
た

離
島

の
い
ず

れ
か
に

所
在

す
る

場
合
は

、
そ
の

定
め
る

方
法
に

よ
り

算
出

さ
れ
た

基
準
額

に
対

し
て

、
０
．

０
８
を

乗
じ

て
得

ら
れ
た

額
を
加

算
 

オ
 
財

政
上
の

特
別

措
置

 

南
海
ト

ラ
フ
地

震
に

係
る

地
震
防

災
対
策

の
推

進
に

関
す
る

特
別
措

置
法

（
平

成
２
５

年
法

律
第
８

７
号
）

第
１

２
条

第
１
項

に
規
定

す
る

津
波

避
難
対

策
緊
急

事
業

計
画

に
基
づ

い
て
実

施
さ
れ

る
事
業

と
し

て
行

う
場
合

は
、
基

準
額

表
の

う
ち
、

「
児
童

相
談

所
一

時
保
護

施
設
整

備
事
業

（
津
波

避
難

対
策

緊
急
事

業
計
画

に
基

づ
い

て
実
施

さ
れ
る

事
業

に
係

る
分
）

」
の
基

準
額
を

適
用

 

 （
２
）

補
助
率

 
 

国
９
／

１
０
、

都
道

府
県

等
１
／

１
０

 

 （
３
）

補
助
対

象
事

業
（

整
備
区

分
）

 

創
設
、

大
規
模

修
繕

等
（

定
員
増

を
伴
う

も
の

に
限

る
。
）

、
増
築

、
増

改
築

 

 ４
 
対

象
経
費

 

種
 
目

 
対
 
象

 
経
 

費
 

本
体
工

事
費

 
施
設
の

整
備
に

必
要

な
工

事
費
又

は
工
事

請
負

費
（

５
（
１

）
に

定
め
る

費
用

を
除
く
。
）

及
び
工

事
事
務

費
（
工
事

施
工
の

た
め
直

接
必

要
な

事
務
に

要
す
る

費
用

で
あ

っ
て

、
旅

費
、
消
耗

品
費
、
通

信
運

搬
費
、
印

刷
製
本

費
及

び
設
計
監

督
料
等

を
い

い
、
そ
の
額

は
、

工
事

費
又

は
工

事
請

負
費

の
２

．
６

％
に

相
当

す
る

額
を

限
度

額
と

す
る

。
）

並
び

に
既

存
建
物

の
買
収

の
た

め
に

必
要
な

公
有
財

産
購

入
費

（
P
F
I
事
業
に

限
る
。
）
。

 

た
だ
し
、
別
の

補
助
金

等
又
は
こ

の
種
目

と
は

別
の

種
目
に

お
い
て

別
途

交
付

対
象
と

す
る

費
用

を
除

き
（

以
下

同
じ

。
)
、

工
事

費
又

は
工

事
請

負
費

に
は

、
こ

れ
と

同
等

と

認
め

ら
れ

る
委

託
費

、
分

担
金

及
び

適
当

と
認

め
ら

れ
る

購
入

費
等

を
含

む
（

以
下

同

じ
。
）
。

 

特
殊

附
帯

工

事
費

 

特
殊
附

帯
工
事

に
必

要
な

工
事
費

又
は
工

事
請

負
費

 

解
体

撤
去

工

事
費

及
び

仮

設
施

設
整

備

工
事
費

 

解
体

撤
去

に
必

要
な

工
事

費
又

は
工

事
請

負
費

及
び

仮
設

施
設

整
備

に
必

要
な

賃
借

料
、
工

事
費
又

は
工

事
請

負
費

 

 ５
 
留

意
事
項

 

（
１
）

次
に
掲

げ
る

費
用

に
つ
い

て
は
、

対
象

と
し

な
い
も

の
と
す

る
。

 

①
 
土

地
の
買

収
又

は
整

地
に
関

す
る
費

用
 

②
 
既

存
建
物

の
買

収
（

既
存
建

物
を
買

収
す

る
こ

と
が
建

物
を
新

築
す

る
こ

と
よ
り

効
率
的

で
あ

る
と
認

め
ら
れ

る
場

合
に

お
け
る

当
該
建

物
の

買
収

を
除
く

。
）
に

要
す

る
費

用
 

③
 
職

員
の
宿

舎
に

要
す

る
費
用

 

④
 
そ

の
他
施

設
整

備
費

と
し
て

適
当
と

認
め

ら
れ

な
い
費

用
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 （
２
）

こ
の
事

業
に

よ
り

施
設
整

備
を
行

う
際

に
、

過
去
に

厚
生
労

働
省

所
管

一
般
会

計
補
助

金
等

の
交

付
を
受

け
取
得

し
た

財
産

に
つ
い

て
、
取

り
壊

し
等

の
財
産

処
分
を

行
う

場
合

に
は
、

平
成
２

０
年

４
月
１

７
日
雇

児
発

第
０

４
１
７

０
０
１

号
「

厚
生

労
働
省

所
管
一

般
会

計
補

助
金
等

に
係
る

財
産

処
分
に

つ
い
て

」
に

よ
る

財
産
処

分
の
承

認
手

続
き

等
が
必

要
で
あ

る
の

で
、

厚
生
労

働
省
又

は
各

地
方
厚

生
局
若

し
く

は
地

方
厚
生

（
支
）

局
と

事
前

に
相
談

す
る
こ

と
。

 

 

別
添
４

３
の
２

 

 

一
時
保

護
専
用

施
設

整
備

事
業

 

 １
 
事

業
の
目

的
 

一
時
保

護
施
設

の
定

員
が

超
過
し

て
い
る

自
治

体
に

お
い
て

、
そ
の

解
消

の
た

め
、
児

童
養
護

施
設

等
に
一

時
保
護

専
用

施
設

を
設
置

し
、
児

童
養

護
施

設
等
に

お
け
る

一
時

保
護

児
童
の

受
入
体

制
の

充

実
を
図

る
た
め

の
整

備
に

要
す
る

費
用
の

一
部

を
補

助
す
る

こ
と
に

よ
り

、
一

人
ひ
と

り
の
子

ど
も

の

状
況
に

応
じ
て

、
一

時
保

護
の
目

的
を
達

成
す

る
た

め
に
適

し
た
環

境
で

保
護

す
る
こ

と
を
目

的
と

す

る
。

 

 ２
 
事

業
の
内

容
 

（
１
）

事
業
内

容
 

児
童
養

護
施
設

等
に

お
い

て
、
「

児
童
養

護
施

設
等

に
お
け

る
一
時

保
護

児
童

の
受
入

体
制
の

整

備
に
つ

い
て
」

（
平

成
2
8
年
９

月
５
日

付
け

雇
児

発
0
9
0
5
第
２

号
厚
生

労
働
省
雇

用
均
等

・
児

童

家
庭
局

長
通
知

）
の

別
紙

「
一
時

保
護
実

施
特

別
加

算
費
実

施
要
綱

」
に

お
け

る
設
備

要
件
を

満
た

す
た
め

に
、

 

①
都
道

府
県
等

が
必

要
な

整
備
を

行
う
事

業
（
P
F
I
事
業
含

む
。
）

 

②
社
会

福
祉
法

人
、

日
本

赤
十
字

社
、
公

益
社

団
法

人
、
公

益
財
団

法
人

又
は

都
道
府

県
等
が

認

め
た
法

人
（

児
童
自

立
生

活
援
助

事
業

、
小
規

模
住

居
型
児

童
養
育

事
業

所
に

限
る
。
）
（
以

下
「

社

会
福
祉

法
人
等

」
と

言
う

。
）

 

が
設
置

す
る
施

設
に

係
る

施
設
整

備
に
対

し
、

都
道

府
県
等

が
補
助

す
る

事
業

 

を
実
施

す
る
こ

と
。

 

 

※
 
「

都
道
府

県
等

が
認

め
た
法

人
」
と

は
、

児
童

自
立
生

活
援
助

事
業

所
に

あ
っ
て

は
児
童

福
祉

法
第
６

条
 
の

３
第

１
項

、
小
規

模
住
居

型
児

童
養

育
事
業

所
に
あ

っ
て

は
同

法
第
６

条
の
３

第

８
項
に

基
づ
き

事
業

を
実

施
す
る

都
道
府

県
又

は
指

定
都
市

、
児
童

相
談

所
設

置
市
が

認
め
た

法

人
を
い

う
。

 

 （
２
）

整
備
対

象
施

設
 

①
児
童

福
祉
法

第
７

条
に

基
づ
く

乳
児
院

、
母

子
生

活
支
援

施
設
、

児
童

養
護

施
設
、

児
童
心

理
治

療
施
設

、
児
童

自
立

支
援

施
設

 

②
同
法

第
６
条

の
３

第
１

項
に
基

づ
く
児

童
自

立
生

活
援
助

事
業
を

行
う

事
業

所
 

③
同
条

第
８
項

に
基

づ
く

小
規
模

住
居
型

児
童

養
育

事
業
を

行
う
事

業
所

 

 （
３
）

事
業
の

実
施

主
体

 

『
「
一

時
保
護

所
の

定
員

超
過
解

消
計
画

」
の

実
施

方
針
に

つ
い
て

』
（

令
和

４
年
２

月
2
1

日

付
け
子

家
発

0
2
2
1
第

１
号
厚
生

労
働
省

子
ど

も
家

庭
局
家

庭
福
祉

課
長

通
知

）
に
基

づ
く
「

一
時
保

護
所
定

員
超
過

解
消

計
画

」
の
採

択
を
受

け
た

都
道

府
県
等

。
 

 （
４
）

整
備
対

象
施

設
の

設
置
主

体
 

 
 
２

（
２
）

の
①

の
施

設
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都
道

府
県

等
又

は
社
会

福
祉
法

人
、

日
本

赤
十
字

社
、
公

益
社

団
法

人
、
公

益
財
団

法
人

 

 
 
２

（
２
）

の
②

、
③

の
施
設

 

 
 
 

 
都
道

府
県

等
又

は
社
会

福
祉
法

人
等

 

 （
５
）

事
業
の

実
施

期
限

 

令
和
６

年
３
月

３
１

日
と

す
る
。

た
だ
し

、
令

和
５

年
度
中

に
施
設

整
備

に
着

手
し
、

令
和
６

年

度
中
に

完
了
が

見
込

ま
れ

る
場
合

に
は
、
施
設

整
備

が
完
了

す
る
月

の
末

日
又

は
令
和

７
年
３

月
3
1

日
の
い

ず
れ
か

早
い

日
と

す
る
。

 

 ３
 
補

助
基
準

額
・

補
助

率
等

 

（
１
）

補
助
基

準
額

 

別
表
で

定
め
る

補
助

基
準

額
表
（

以
下
「

基
準

額
表

」
と
い

う
。
）

に
よ

り
算

出
す
る

。
 

ア
 
本

体
工
事

に
つ

い
て

は
、
定

員
規
模

に
よ

る
定

額
 
 

 
 

 

イ
 
特

殊
附
帯

工
事

を
行

う
場
合

は
、
特

殊
附

帯
工

事
費
の

基
準
額

を
適

用
 

ウ
 
増

改
築
の

場
合

に
は

、
解
体

撤
去
工

事
費

及
び

仮
設
施

設
整
備

工
事

費
が

対
象

 

エ
 
対

象
と
な

る
児

童
養

護
施
設

等
が
豪

雪
地

帯
対

策
特
別

措
置
法

（
昭

和
３

７
年
法

律
第
７

３

号
）
第

２
条
第

２
項

の
規

定
に
基

づ
き
指

定
さ

れ
た

特
別
豪

雪
地
帯

、
奄

美
群

島
振
興

開
発
特

別
措
置

法
（
昭

和
２

９
年

法
律
第

１
８
９

号
）

第
１

条
に
規

定
さ
れ

た
奄

美
群

島
、
離

島
振
興

法
（
昭

和
２
８

年
法

律
第

７
２
号

）
第
２

条
第

１
項

の
規
定

に
基
づ

き
指

定
さ

れ
た
離

島
振
興

対
策
実

施
地
域

、
小

笠
原

諸
島
振

興
開
発

特
別

措
置

法
（
昭

和
４
４

年
法

律
第

７
９
号

）
第
４

条
第
１

項
に
規

定
さ

れ
た

小
笠
原

諸
島
又

は
沖

縄
振

興
特
別

措
置
法

（
平

成
１

４
年
法

律
第
１

４
号
）

第
３
条

第
１

項
第

３
号
に

規
定
さ

れ
た

離
島

の
い
ず

れ
か
に

所
在

す
る

場
合
は

、
そ
の

定
め
る

方
法
に

よ
り

算
出

さ
れ
た

基
準
額

に
対

し
て

、
０
．

０
８
を

乗
じ

て
得

ら
れ
た

額
を
加

算
 

オ
 
財

政
上
の

特
別

措
置

 

南
海
ト

ラ
フ
地

震
に

係
る

地
震
防

災
対
策

の
推

進
に

関
す
る

特
別
措

置
法

（
平

成
２
５

年
法

律
第
８

７
号
）

第
１

２
条

第
１
項

に
規
定

す
る

津
波

避
難
対

策
緊
急

事
業

計
画

に
基
づ

い
て
実

施
さ
れ

る
事
業

と
し

て
行

う
場
合

は
、
基

準
額

表
の

う
ち
、

「
一
時

保
護

専
用

施
設
整

備
事
業

（
津
波

避
難
対

策
緊

急
事

業
計
画

に
基
づ

い
て

実
施

さ
れ
る

事
業
に

係
る

分
）

」
の
基

準
額
を

適
用

 

 （
２
）

補
助
率

 設
置
主

体
 

国
 

都
道
府

県
等

 
設
置
主

体
（
社
会

福

祉
法
人

等
）

 

２
（
１

）
の
①

の
事

業
の

場
合

 
9
/
1
0
 

1
/
1
0
 

-
 

（
１
）

の
②
の

事
業

の
場

合
 

7
/
1
0
 

1
/
2
0
 

1
/
4
 

 （
３
）

補
助
対

象
事

業
（

整
備
区

分
）

 

創
設
、

大
規
模

修
繕

等
（

定
員
増

を
伴
う

も
の

に
限

る
。
）

、
増
築

、
増

改
築

、
改
築

 

   

４
 
対

象
経
費

 

種
 
目

 
対
 
象

 
経
 

費
 

本
体
工

事
費

 
施
設
の

整
備
に

必
要

な
工

事
費
又

は
工
事

請
負

費
（

５
（
１

）
に

定
め
る

費
用

を
除
く
。
）

及
び
工

事
事
務

費
（
工
事

施
工
の

た
め
直

接
必

要
な

事
務
に

要
す
る

費
用

で
あ

っ
て

、
旅

費
、
消
耗

品
費
、
通

信
運

搬
費
、
印

刷
製
本

費
及

び
設
計
監

督
料
等

を
い

い
、
そ
の
額

は
、

工
事

費
又

は
工

事
請

負
費

の
２

．
６

％
に

相
当

す
る

額
を

限
度

額
と

す
る

。
）

並
び

に
既

存
建
物

の
買
収

の
た

め
に

必
要
な

公
有
財

産
購

入
費

（
P
F
I
事
業
に

限
る
。
）
。

 

 
た
だ

し
、
別

の
補
助

金
等
又
は

こ
の
種

目
と

は
別

の
種
目

に
お
い

て
別

途
交

付
対
象

と

す
る

費
用

を
除

き
（

以
下

同
じ

。
)
、

工
事

費
又

は
工

事
請

負
費

に
は

、
こ

れ
と

同
等

と

認
め

ら
れ

る
委

託
費

、
分

担
金

及
び

適
当

と
認

め
ら

れ
る

購
入

費
等

を
含

む
（

以
下

同

じ
。
）
。

 

特
殊

附
帯

工

事
費

 

特
殊
附

帯
工
事

に
必

要
な

工
事
費

又
は
工

事
請

負
費

 

解
体

撤
去

工

事
費

及
び

仮

設
施

設
整

備

工
事
費

 

解
体

撤
去

に
必

要
な

工
事

費
又

は
工

事
請

負
費

及
び

仮
設

施
設

整
備

に
必

要
な

賃
借

料
、
工

事
費
又

は
工

事
請

負
費

 

 ５
 
留

意
事
項

 

（
１
）

次
に
掲

げ
る

費
用

に
つ
い

て
は
、

対
象

と
し

な
い
も

の
と
す

る
。

 

①
 
土

地
の
買

収
又

は
整

地
に
関

す
る
費

用
 

②
 
既

存
建
物

の
買

収
（

既
存
建

物
を
買

収
す

る
こ

と
が
建

物
を
新

築
す

る
こ

と
よ
り

効
率
的

で
あ

る
と
認

め
ら
れ

る
場

合
に

お
け
る

当
該
建

物
の

買
収

を
除
く

。
）
に

要
す

る
費

用
 

③
 
職

員
の
宿

舎
に

要
す

る
費
用

 

④
 
そ

の
他
施

設
整

備
費

と
し
て

適
当
と

認
め

ら
れ

な
い
費

用
 

 （
２
）

こ
の
事

業
に

よ
り

施
設
整

備
を
行

う
際

に
、

過
去
に

厚
生
労

働
省

所
管

一
般
会

計
補
助

金
等

の
交

付
を
受

け
取
得

し
た

財
産

に
つ
い

て
、
取

り
壊

し
等

の
財
産

処
分
を

行
う

場
合

に
は
、

平
成
２

０
年

４
月
１

７
日
雇

児
発

第
０

４
１
７

０
０
１

号
「

厚
生

労
働
省

所
管
一

般
会

計
補

助
金
等

に
係
る

財
産

処
分
に

つ
い
て

」
に

よ
る

財
産
処

分
の
承

認
手

続
き

等
が
必

要
で
あ

る
の

で
、

厚
生
労

働
省
又

は
各

地
方
厚

生
局
若

し
く

は
地

方
厚
生

（
支
）

局
と

事
前

に
相
談

す
る
こ

と
。
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別
添
４

３
の
３

 

 

児
童
相

談
所
一

時
保

護
所

の
生
活

向
上
の

た
め

の
環

境
改
善

事
業

 

 １
 
事

業
の
目

的
 

児
童
相

談
所
一

時
保

護
所

に
お
け

る
児
童

の
心

理
的

負
担
を

軽
減
す

る
た

め
に

必
要
な

改
修
等

を
実

施
す
る

こ
と
に

よ
り

、
一

時
保
護

児
童
の

生
活

向
上

を
図
る

こ
と
を

目
的

と
す

る
。

 

 ２
 
事

業
の
内

容
 

（
１
）

事
業
内

容
 

児
童
相

談
所
一

時
保

護
所

に
お
い

て
、
児

童
の

生
活

環
境
の

向
上
を

図
る

た
め

に
必
要

な
改
修

及
び

必
要
な

備
品
の

購
入

や
更

新
を
行

う
事
業

。
（

定
員

増
を
伴

う
も
の

に
限

る
。

）
 

 （
２
）

対
象
施

設
 

児
童
福

祉
法
（

昭
和

２
２

年
法
律

第
１
６

４
号

）
第

１
２
条

の
４
に

基
づ

く
児

童
を
一

時
保
護

す
る

一
時
保

護
施
設

。
 

 （
３
）

事
業
の

実
施

主
体

 

『
「

一
時
保

護
所

の
定
員

超
過
解

消
計
画

」
の
実
施

方
針
に

つ
い
て

』
（

令
和

４
年
２

月
2
1
日
付
け

子
家
発

0
2
2
1
第
１
号

厚
生
労
働

省
子
ど

も
家

庭
局

家
庭
福

祉
課
長

通
知

）
に

基
づ
く
「
一
時

保
護

所
定

員
超
過

解
消
計

画
」

の
採

択
を
受

け
た
都

道
府

県
等

。
 

 （
４
）

事
業
の

実
施

期
限

 

令
和
６

年
３
月

３
１

日
と

す
る
。
た

だ
し

、
改
修

に
つ
い
て

は
令
和

５
年

度
中

に
改
修

に
着
手

し
、

令
和
６

年
度
中

に
完

了
が

見
込
ま

れ
る
場

合
に

は
、

改
修
が

完
了
す

る
月

の
末

日
又
は

令
和
７

年
３

月
3
1
日

の
い

ず
れ
か

早
い
日
と

す
る
。

 

 

 ３
 
補

助
基
準

額
・

補
助

率
等

 

（
１
）

補
助
基

準
額

 

１
か
所

あ
た
り

 
８

，
０

０
０
千

円
 

 （
２
）

補
助
率

 

国
９
／

１
０
、

都
道

府
県

等
１
／

１
０

 

 （
３
）

対
象
経

費
 

児
童
相

談
所
一

時
保

護
所

の
生
活

向
上
の

た
め

の
環

境
改
善

事
業
を

実
施

す
る

た
め
に

必
要
な

報
償

費
、
共

済
費
、
旅
費

、
需

用
費
（

消
耗
品

費
、
印
刷

製
本
費

）
、
役

務
費
（
通

信
運
搬

費
、
広

告
料

）
、

委
託
料

、
改
修

費
、

設
備

整
備
費

、
備
品

購
入

費
、

及
び
賃

借
料
等

 

 

４
 
対

象
事
業

の
制

限
 

本
事
業

に
つ
い

て
は

、
事

業
を
行

う
施
設

１
か

所
に

つ
き
１

回
限
り

と
す

る
こ

と
。
た

だ
し
、

災
害

等
や
む

を
得
な

い
事

情
に

よ
り
再

び
同
様

の
事

業
を

実
施
す

る
場
合

は
こ

の
限

り
で
は

な
い
。
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別
添
４

３
の
４

 

 

一
時
保

護
専
用

施
設

改
修

費
支
援

事
業

 

 １
 
事

業
の
目

的
 

一
時
保

護
を
行

う
際

は
、

一
人
一

人
の
子

ど
も

の
状

況
に
応

じ
て
、

一
時

保
護

の
目
的

を
達
成

す
る

た
め
に

適
し
た

環
境

が
選

択
さ
れ

る
こ
と

が
重

要
で

あ
り
、

そ
の
た

め
の

体
制

整
備
を

行
う
こ

と
が

必

要
で
あ

る
。
こ

の
た

め
、

一
時
保

護
所
に

お
い

て
必

要
な
定

員
設
定

・
整

備
を

行
う
ほ

か
、
一

時
保

護

専
用
施

設
等
の

委
託

一
時

保
護
を

活
用
す

る
等

に
よ

り
適
切

な
支
援

を
確

保
す

る
必
要

が
あ
る

こ
と

か

ら
、
当

該
施
設

等
の

改
修

費
用
を

支
援
す

る
こ

と
に

よ
り
、

一
時
保

護
専

用
施

設
の
設

置
促
進

を
図

る

も
の
で

あ
る
。

 

 ２
 
事

業
の
内

容
 

（
１
）

事
業
内

容
 

「
児
童

養
護
施

設
等

に
お

け
る
一

時
保
護

児
童

の
受

入
体
制

の
整
備

に
つ

い
て

」
（
平

成
2
8
年

９
月

５
日
付

け
雇
児

発
0
9
0
5
第
２
号

厚
生
労

働
省

雇
用

均
等
・
児
童

家
庭
局

長
通

知
）
の

別
紙
「
一

時
保

護

実
施
特

別
加
算

費
実

施
要

綱
」
に

お
け
る

設
備

要
件

を
満
た

す
た
め

に
必

要
な

改
修
を

行
う
事

業
。

な

お
、
改

修
を
行

っ
て

い
る

期
間
に

お
い
て

生
じ

る
賃

借
料
に

つ
い
て

も
補

助
対

象
と
す

る
。

 

 （
２
）

事
業
の

実
施

主
体

 

『
「

一
時
保

護
所

の
定
員

超
過
解

消
計
画

」
の
実
施

方
針
に

つ
い
て

』
（

令
和

４
年
２

月
2
1
日
付
け

子
家
発

0
2
2
1
第
１
号

厚
生
労
働

省
子
ど

も
家

庭
局

家
庭
福

祉
課
長

通
知

）
に

基
づ
く
「
一
時

保
護

所
定

員
超
過

解
消
計

画
」

の
採

択
を
受

け
た
都

道
府

県
等

。
 

 （
３
）

事
業
の

実
施

期
限

 

令
和
６

年
３
月

３
１

日
と

す
る
。

た
だ
し

、
改

修
に

つ
い
て

は
令
和

５
年

度
中

に
改
修

に
着
手

し
、

令
和
６

年
度
中

に
完

了
が

見
込
ま

れ
る
場

合
に

は
、

改
修
が

完
了
す

る
月

の
末

日
又
は

令
和
７

年
３

月

3
1
日
の

い
ず

れ
か
早

い
日
と
す

る
。

 

 ３
 
補

助
基
準

額
・

補
助

率
等

 

（
１
）

補
助
基

準
額

 

１
カ
所

あ
た
り

 
２

１
，

９
０
０

千
円

 

 

改
修
期

間
中
に

賃
借

料
が

発
生
す

る
場
合

、
当

該
費

用
（
１

０
，
０

０
０

千
円

を
上
限

）
を
加

算
。

 

 （
２
）

補
助
率

 

国
９
／

１
０
、

都
道

府
県

等
１
／

１
０

 

 （
３
）

対
象
経

費
 

児
童
養

護
施
設

等
を

改
修

し
、
一

時
保
護

専
用

施
設

を
設
置

す
る
場

合
に

必
要

な
改
修

費
、
設

備

整
備
費

、
賃
借

料
及

び
備

品
購
入

費
。

 

 

４
 
留

意
事
項

 

施
設
等

の
改
修

費
用

に
つ

い
て
、
一

時
保

護
専
用

施
設
整
備

事
業
の

対
象

と
な

る
も
の

に
つ
い

て
は
、

本
事
業

の
補
助

対
象

外
と

な
る
。
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